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凡 例 

 

＜各基本目標の総括「指標」について＞ 

・計画当初値：第 5 次八幡市総合計画策定時の現状値。原則として平成 28年度実績値。 

なお、第 5次八幡市総合計画後期基本計画策定時（令和 4年度）に追加した指標に

ついては「－」表示としている。 

・前年度実績：「現状値」との経年比較を行うための値。 

・現 状 値：当実施計画策定時の実績値。原則として令和 6年 3 月末現在値。 

・目 標 値：第 5 次八幡市総合計画に掲載している令和 9 年度の目標値。 

なお、第 5次八幡市総合計画後期基本計画策定時（令和 4年度）に追加した指標に 

ついては、後期基本計画にのみ掲載。 
 
 

＜具体的事業名の表記について＞ 

・【新規】：令和 6年度から新たに取り組むこととしている事業。 

・【充実】：令和 6年度に取組内容等の充実を図ることとしている事業。 

・【再掲】：施策体系上の位置付けが重複するため、計画中に 2 回以上掲載されている事業。 

副次的な位置付けとして掲載している箇所に表示。 

 
 

＜繰越額の表記について＞ 

・「Ｒ5 予算（千円）」に繰越額を内数表記。 
 

（例） 

具体的事業名 概要・実績 

Ｒ5 Ｒ6 

予算 
（千円） 

決算見込 
（千円） 

予算 
（千円） 

○○事業 
○○○○○○○○○○○○ 

10,000 5,000 5,000 

Ｒ5 実績：  ○○○○○ (繰越:5,000) 
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第１章　総括　

＜施策体系＞

第１節 共に生きる社会

①

達成
状況

○

○
※1…115人は後期基本計画策定時の最新数値。

②

達成
状況

-

○

○

○

③

達成
状況

△

○

◎
※2…748人は後期基本計画策定時の最新数値。

④

達成
状況

〇

△

第２節 協働による地域づくり

①

達成
状況

△

〇

②

達成
状況

○

◎

○

△

○

2 件

11 件

4 件

件 - 10 7 8

生涯学習人材バンク登録者数 人 91 105 103 110

めざす姿 多様な担い手による地域づくりが活発に行われ、地域のつながりが広がり、暮らしの安心が高まっています。

コミュニティ活動による地域づくりの推進

指標名 単位
計画 前年度 目標値

自主防災組織設立地域数 地域 43 43

基本目標 ともに支え合う 「共生のまち　やわた」

めざす姿 すべての人の人権が尊重され、多様な人々が地域の中でいきいきと活躍できています。

人権・平和の尊重

指標名 単位
計画 前年度

600

日本語教室の在籍者数 人 28 90 92 115より高い
(※1)

目標値
当初値 実績 （R9)

705 358 434

男女共同参画の推進

人権文化セミナーの参加者数 人

％ 0.0 60.0

指標名 単位
計画 前年度 目標値

当初値 実績

市役所の管理・監督職女性比率 ％ 25.9 26.5 26.6 35.0

（R9)

市役所の男性職員の育児休業取得率

33.2 34.7 35.0 45.0

指標名 単位
計画 前年度 目標値

当初値 実績

計画相談支援利用者数（延人数） 人 447 810 875 748より高い
(※2)

（R9)

就労系サービス利用者及び一般就労移行者の数（延人数） 人 1,889 2,466 2,615 3,000

地域の相談機関との連携強化の取組の実施回数

指標名 単位
計画 前年度 目標値

当初値 実績

生活保護からの自立世帯件数 件 38 42 36 49

（R9)

地域で活動する団体や住民が連携するネットワークの設置数 団体 4 7 7 8

43 48

当初値 実績 （R9)

自治組織団体への加入率 ％ 69.1 67.6 66.1 73.0

（R5)

指標名 単位
計画 前年度 目標値

当初値 実績

ボランティア保険加入者数 人 - 1,161 1,414 1,125

（R9)

市民協働活動センター利用登録団体数 団体 15 15 15 25

生涯学習人材バンク利用件数 件 - 0 2 10

リカレント教育推進講座の受講者数 人 532 527 529 700

こ
の
章
の

達
成
状
況

11.8%

未
達
成

64.7%

23.5%

目標値を達成（◎）

「前年度実績」より前進または同値（○）

「前年度実績」より後退（△）

※現状値が未確定の指標については、母数から除外。

現状値
（R5)

現状値
（R5)

現状値
（R5)

現状値
（R5)

現状値
（R5)

現状値

地域の絆と支え合いによる共生社会の推進

障がいのあるなしにかかわらず地域で安心して暮らせる社会の推進

５月中旬頃 50.0

男女共同参画社会啓発事業への参加者数 人 245 109 126 300

審議会等委員の女性比率 ％

新たな担い手による地域づくり

未確定
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第１章　総括　

基本目標 ともに支え合う 「共生のまち　やわた」

総括（指標の達成状況・今後の方向性）

総合計画検討懇談会の意見

（めざす姿の実現に向けて実施した取組、指標の達成状況）
　令和５年度は、近年増加が顕著な外国人住民も含め、すべての人の人権が尊重されるよう、外国人人材の
配置等による多文化共生の促進や、障がい者施策に関する基本的な考え方を示す新たな「障がい福祉計画
及び障がい児福祉計画」の策定、絆ネットワークと統合した新たな「談活プロジェクト」の推進によるアフターコ
ロナを見据えた交流や対話の場づくりなどに特に取り組み、指標は概ね目標値の達成に向け前進している。

しかしながら、この間の物価高騰等の経済的な要因により、「生活保護からの自立世帯件数」は前年度を下
回る結果となっている。

（めざす姿の実現に向けて実施した取組、指標の達成状況）
　令和５年度は、大学や企業など民間事業者等にも地域の担い手の一翼を担っていただくため、新たに摂南
大学やあいおいニッセイ同和損害保険株式会社と包括連携協定を締結し、それに基づく連携の推進につい
て特に取り組み、指標は目標値の達成に向け前進している。
　しかしながら、核家族化の進展等による地域の繋がりの希薄化や加入者の高齢化等の要因により、「自治組
織団体への加入率」は減少が続いている。また、「生涯学習人材バンク登録者」も同様に登録者の高齢化等
により減少傾向にある。一方で、「生涯学習人材バンク利用件数」は2件の利用があり、新たな担い手の確保
により登録者と利用希望者とのマッチングをさらに図っていく必要がある。

（今後の取組方針）
　機械翻訳システムの導入や地域住民との交流イベントの開催等による外国人が暮らしやすい地域社会づく
り、女性専門の弁護士相談の導入や男女共同参画プランるーぷ計画Ⅲの中間見直しによる一層の男女共同
参画の推進、パートナーシップ宣誓制度の導入検討による性の多様性の理解促進、核兵器廃絶を目指す平
和首長会議への加盟、成年後見中核機関の整備などにより、多様な人々が地域の中でいきいきと活躍できる
社会の実現に向け取り組んでいく。

第
１
節

（今後の取組方針）
　自治連合会と連携した加入促進資料の作成・配布等により、若年層や外国人を含む市内転入者の新規加
入を促すとともに、地域防災活動を含む様々なコミュニティ活動による地域づくりの推進に向け、各種支援等
を行っていく。また、多様化する学習ニーズに対応するべく、生涯学習人材バンク登録者と学習意欲のある
サークル等とのマッチングを引き続き図るほか、民間事業者等を含め新たな担い手を模索するなど、多様な
担い手による地域づくりが活発に行われるよう取り組んでいく。

第
２
節
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第１章　ともに支え合う 「共生のまち　やわた」

第１節 共に生きる社会

①人権・平和の尊重

1

城南人権擁護委員協議会負
担金

人権擁護のための啓発活動等に取り組む城南人権
擁護委員協議会に対し、事業費の一部を負担。 165 165 164

R5実績： 構成員 12市町村　委員数 69名

人権尊重に向けた相談体制の充実 市民生活部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆人権交流センター運営
◆人権擁護委員による人権
相談の実施

人権擁護委員や関係機関と連携し、人権相談の充実を図るとともに、人権擁護活動を進め
る。

R6 R7 R8

◆人権交流センター運営 ⇒ ⇒

◆人権擁護委員による人権
相談の実施

⇒ ⇒

具体的事業名 概要・実績

R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

R5実績： 相談 3件

人権交流センター管理運営
（各種相談）

八幡人権・交流センター及び有都交流センターに
おいて、人権をはじめとする各種相談に応じる。

0 0 0

R5実績：

八幡人権・交流センター各種相談
延べ  193人
有都交流センター各種相談
延べ  　30人

人権相談（人権擁護委員）

差別、いやがらせなどの人権に関わる悩みごと等に
ついて人権擁護委員による相談を実施。 0 0 0
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第１章　ともに支え合う 「共生のまち　やわた」

第１節 共に生きる社会

①人権・平和の尊重

2

市民主体で人権育成に取り組む人権教育推進協
議会に対し、活動費の一部を助成。 720 692 720

R5実績： 構成員 202人

人権教育推進
（人権教育推進協議会活動助
成）

R5実績： 八幡小 80個、橋本小 110個

人権啓発事業
（人権の花運動）

花の栽培及び鑑賞を通じて人権思想に対する理解
を深め、豊かな人権感覚を身につけることを目的
に、市内小学校児童に球根を配布。 104 104 73

人権啓発事業
（山城人権ネットワーク推進協
議会負担金）

山城地域における人権尊重理念の普及と様々な人
権問題の解決を図るため、山城人権ネットワーク推
進協議会に対し、広報啓発事業や就業促進事業
等の事業費の一部を負担。

933 933 932

R5実績： 構成員15市町村及び67団体

R5実績： 実績なし

人権啓発事業
（人権啓発事業助成）

八幡市内で組織されている自治組織等の各種団体
に対し、人権問題の啓発活動費の一部を助成。 300 0 300

具体的事業名

◆人権教育推進協議会との
連携強化による教育・啓発
◆団体等への活動支援

人権を大切にし、尊重しあう習慣が根付いた人権文化の確立に向け取組を進めるとともに、
人権教育推進協議会等との連携により、多様な人権問題に関する教育・啓発を推進する。

R6 R7 R8

概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

人権啓発事業
（部落解放・人権政策推進八
幡市実行委員会助成）

人権問題解決に向け、国に対して総合的な政策の
実施を求め活動する部落解放・人権政策推進八幡
市実行委員会に対し、活動費の一部を助成。 450 450 450

R5実績： 構成員 47団体

人権に関する教育・啓発活動の充実 市民生活部、こども未来部

◆人権教育推進協議会との
連携強化による教育・啓発

⇒

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

⇒

◆団体等への活動支援 ⇒ ⇒

有都交流センター管理運営
（各種啓発・教育事業等）

有都交流センターを拠点として、各種講座や教室
の開設、交流センターまつり等を行う。

21,736 21,096 22,790

あらゆる人権を尊重する意識の高揚を図るため、市
民を対象とした講演会等を開催。 1,048

人権啓発事業
（人権文化セミナー）

R5実績：
会議室等利用  60 件   (620 名)
講座・教室  6講座　延べ 905名

1,048 1,395

R5実績： 開催 4回　参加者延べ434名

第2次八幡市人権のまちづくり
推進計画推進

人権教育・啓発施策を総合的・計画的に進めるた
め策定した「人権のまちづくり推進計画」に基づき、
各種事業を実施。 0 0 0

R5実績： 計画推進

八幡人権・交流センター管理
運営（各種啓発・教育事業
等）

八幡人権・交流センターを拠点として、各種講座や
教室の開設、地域交流事業の実施、啓発誌の発行
等を行う。

46,743 45,334 45,840

R5実績：
会議室利用   227件（ 5,571人）
講座・教室  8 講座 延べ  1,864人
デイサービス事業  11回実施 527人
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第１章　ともに支え合う 「共生のまち　やわた」

第１節 共に生きる社会

①人権・平和の尊重

ポスター出展 799点

市内小・中学校から人権をテーマにしたポスターを
募集し、展示・表彰を実施。 139 106 136

R5実績：

【R5終了】
人権教育総合推進地域事業
【文部科学省指定】

多様性を認め合い、共に高め合う子どもを育てる学
校・家庭・地域づくりを目指して、日本語指導が必
要な外国人児童生徒に対してできる支援を考える
ことで、外国人の人権について調査研究を行う。 880 535 －

R5実績：
研究発表会開催　参加者　143名
「外国につながりのある児童生徒受入
れの手引き」の作成

人権教育推進
（人権啓発ポスター募集・展
示）

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

人権教育推進
（人権教育学習講座）

人権教育推進協議会との共催により、人権教育学
習講座等を開催。

151 90 154

R5実績： ２回開催、参加者延べ80人
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第１章　ともに支え合う 「共生のまち　やわた」

第１節 共に生きる社会

①人権・平和の尊重

3

【新規】
平和推進（平和首長会議）

核兵器廃絶を目指す平和首長会議の取組や理念
に賛同し、新たに加盟。 － － 39

R5実績： －

329戦没者遺族等援護事業

平和推進（平和のつどい開催
【非核平和都市推進協議会連
携事業】）

0 0

R5実績：
市内20か所に回収かご設置
約56,000羽回収

R5実績：

平和構築の意識喚起を図るための啓発・学習事業
として開催。（平和大使報告会と同時開催）

平和推進（平和大使派遣事業
【非核平和都市推進協議会連
携事業】）

平和推進（平和の折り鶴運動
【非核平和都市推進協議会連
携事業】）

市内公共施設に回収かごを設置して折り鶴を募集
し、一定期間公共施設で展示した後、広島・長崎へ
送付。 0

44 61

R5実績：
派遣11人（中学生8人・協議会委員2
人・職員1人）
報告会開催（R5.9.30）

330

0 0 0

戦没者の慰霊のため、追悼式を開催。

戦没者遺族等への援護事業を実施。また八幡市遺
族会に対し、活動費の一部を助成。

330

R5実績：
遺族会4団体で戦没者遺族等への情
報提供及び相談受付

851 920

R5実績： 開催１回（R5.10.24） 参加者 57人

平和推進（八幡市非核平和都
市推進協議会助成）

非核平和都市宣言の推進に向け、市内団体・個人
で組織される「八幡市非核平和都市推進協議会」
に対し、活動費の一部を助成。 896 729 896

R5実績： 構成員 13団体　20人

広島平和記念式典に市内各中学校から代表者各2
人を派遣し、派遣後に報告会を開催。

61

戦没者追悼事業 910

令和5年9月30日開催　参加者77名

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

平和構築への関心の喚起 市民生活部、健康福祉部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆非核平和都市推進協議会
への活動助成を通じ、連携し
た取組を実施
◆戦没者遺族援護事業実施
◆戦没者遺族追悼式開催

核兵器廃絶を目指す取組や理念に賛同し、新たに平和首長会議に加盟する。また、八幡
市非核平和都市推進協議会と連携し、平和を構築していく意識の高揚を図るとともに、平
和に関する学習機会や情報の提供を実施する。加えて、戦没者遺族への援護事業や戦没
者追悼式を継続して開催する。

R6 R7 R8

◆戦没者遺族援護事業実施 ⇒ ⇒

◆戦没者遺族追悼式開催 ⇒ ⇒

◆非核平和都市推進協議会
への活動助成を通じ、連
携した取組を実施

⇒ ⇒

◆平和首長会議加盟 ⇒ ⇒
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第１章　ともに支え合う 「共生のまち　やわた」

第１節 共に生きる社会

①人権・平和の尊重

4

R5実績： 男山206回、志水46回

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

【充実】
多文化共生に向けた理解促
進・啓発

多文化共生への理解・認識の浸透を図るため、「く
らしのそうだん事例集」などを活用し、情報提供の
充実を図る。また、地域における相互理解を深める
ため、地域住民と外国人住民との交流イベントを開
催する。

0 0 440

R5実績：

【新規】
機械翻訳システム導入

外国人に適切に情報発信を行うため、市からの案
内文書等を翻訳する機械翻訳システムを試行的に
導入する。 － － 550

R5実績： －

生活オリエンテーション２回

外国人人材の活用

多文化共生の促進に向け、交流イベントの企画や
窓口での通訳等が可能な外国人人材を配置する。 381 0

R5実績： 会計年度任用職員１名採用

日本語教室の開催支援(公民
館)

日本語教室を開催する団体等に対し、男山公民
館、志水公民館における貸部屋使用料を免除。 0 0 0

◆多文化共生に向けた理解
促進・啓発

⇒ ⇒

◆日本語教室の開催支援
◆多文化共生に向けた啓発
◆外国語自動翻訳機設置
◆多言語生活相談

外国人の生活・就労・就学に向けた日本語習得支援を継続するとともに、日本語を話すこと
ができない外国人への支援に向け、外国人人材の活用による窓口等での通訳や市役所各
窓口でのやさしい日本語、外国語自動翻訳機、機械翻訳システムの活用等を進める。ま
た、多文化共生への正しい理解と認識の浸透を図るため、くらしのそうだん事例集を活用す
るなど効果的な啓発を実施するとともに、互いの文化等に触れることができる交流イベント
の開催等により、交流機会の創出に努める。

R6

◆日本語を話すことができな
い外国人への支援

⇒ ⇒

外国人との共生社会の構築 政策企画部、こども未来部

R7 R8

◆日本語習得促進

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

⇒ ⇒

日本語指導ボランティア養成

外国人居住者の日本語習得の促進に向け、日本
語指導ボランティアの育成、スキルアップを図る。 150 228 245

R5実績： 開催3回　受講者延べ67名

1,180

学力向上推進事業（日本語支
援員・母語通訳者派遣）【再
掲】

日本語指導を必要とする児童生徒に対する日本語
指導のための支援員の派遣や、保護者対応のため
の母語通訳者を派遣する。 840 795 1,000

R5実績：
日本語支援員・母語通訳者派遣　延
201回

外国語自動翻訳機設置

日本語を話すことができない外国人居住者等への
対応を円滑に行うため、音声認識の外国語自動翻
訳機を設置。 0 0 0

R5実績：
庁内窓口　 　4台常設
庁外施設等　2台常設
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第１章　ともに支え合う 「共生のまち　やわた」

第１節 共に生きる社会

②男女共同参画の推進

1

【新規】
女性弁護士相談

女性弁護士による、女性専門の無料の弁護士相談
を実施。 － － 380

R5実績： －

◆女性弁護士相談実施 ⇒ ⇒

女性相談（カウンセラー相談）

八幡人権・交流センターにおいて、カウンセラーに
よる女性相談を月2回実施。 600 600 605

R5実績： 専門相談 　14件

女性相談
（女性問題アドバイザー相談）

八幡人権・交流センターにおいて、女性問題アドバ
イザー女性相談を随時実施。 0 0 0

R5実績： 一般相談 605件

女性問題アドバイザーだより
発行

女性を応援する情報紙として、女性問題アドバイ
ザーだよりを発行。 0 0 0

R5実績： 3回発行　各500部

DV被害者支援カード発行

DV被害者支援カードを作成し、公共機関等に設置
することにより、相談窓口の周知を図り、被害者の相
談を促す。 25 23 27

R5実績： 作成 1,000部

女性に対する暴力をなくす運
動啓発事業

女性団体との連携・協力のもと、女性に対する暴力
問題に関する啓発講座を開催するとともに、啓発事
業を実施。

50 50 50

R5実績：
講座開催 14人参加(R5.11.16)
街頭啓発実施（R5.11.13）
パープルライトアップ

八幡市女性団体連絡協議会
活動助成

女性団体の行う実践活動を支援し、男女共同参画
社会の実現を目指す八幡市女性団体連絡協議会
に対し、活動費の一部を助成。 135 135 135

R5実績： 構成員 6団体　468名

決算見込
（千円）

予算
（千円）

⇒ ⇒

◆カウンセラーによる定期
相談実施

予算
（千円）

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

男女の人権の保護 市民生活部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆女性問題アドバイザーによ
る随時相談
◆カウンセラーによる定期相
談実施
◆女性団体との連携による啓
発講座等実施

女性弁護士による女性専門の無料弁護士相談を新たに実施するとともに、女性問題アドバ
イザーやカウンセラーによる女性相談を継続的に実施する。また、女性団体との連携による
各種講座の開催や啓発活動を進める。

R6 R7 R8

◆女性問題アドバイザーに
よる随時相談

⇒ ⇒

◆女性団体との連携による
啓発講座等実施

⇒ ⇒
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第１章　ともに支え合う 「共生のまち　やわた」

第１節 共に生きる社会

②男女共同参画の推進

2

男女共同参画事業「京都府
女性の船」

京都府主催の「京都府　女性の船」に市女性職員
が参加し、男女共同参画の推進と職場における女
性リーダーの育成を図る。 45 55 55

R5実績： 女性職員1名参加

男女共同参画週間啓発パネ
ル展示

男女共同参画社会の実現に向けた市民意識啓発
を図るため、男女共同参画週間に啓発パネル展示
を実施。 0 0 0

R5実績：
7日間展示
(八幡人権・交流センター内)

男女共同参画社会をめざす
啓発冊子等

男女共同参画社会の実現に向けた市民意識啓発
を図るため、冊子等を配布。 47 47 47

R5実績： 男女共同参画リーフレット400冊購入

女性ルームの運営

男女共同参画を目指す拠点として、八幡人権・交
流センター内に「女性ルーム」を設置。 0 0 0

R5実績： 利用　640名

男女共同参画社会啓発講座

男女共同参画社会の実現に向けた市民意識啓発
を図るため、講座を開催。 50 100 50

R5実績： 参加者 20名(R5.10.3)

男女共同参画リーダー養成
講座

男女共同参画推進に向け、市民啓発等を行うリー
ダーの養成をめざし、講座を開催。 50 0 50

R5実績： 参加者 20名(R5.6.23)

やわた男女共同参画るーぷ
フェスティバル

八幡市女性団体連絡協議会と連携し、男女共同参
画に係る啓発等を行うフェスティバルを開催。 165 130 200

R5実績： 参加者 72名(R6.2.3)

具体的事業名 概要・実績

R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

【充実】
男女共同参画プランるーぷ計
画Ⅲ推進

男女共同参画社会の実現に向けた施策を体系的
に示す計画に基づき、各種事業を推進。社会情勢
等に対応するため、令和6年度からの2年間で中間
見直しを実施する。

0 0 3,000

R5実績： 計画推進

男女共同参画の推進 政策企画部、市民生活部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆男女共同参画プラン推進
(計画改訂)
◆やわた男女共同参画フェス
ティバル開催
◆男女共同参画リーダーの養
成
◆「男女共同参画事業女性の
船」への参加

社会情勢等に対応するため、「八幡市男女共同参画プランるーぷ計画Ⅲ」の中間見直しを
令和6年度からの2年間で中間見直しを実施するとともに、同計画に基づき、女性団体との
連携による啓発活動を引き続き実施するなど、男女共同参画社会の一層の推進に向け取り
組む。また、京都府と連携を図るため、府主催事業への市の女性職員の参加を促進する。

R6 R7 R8

◆男女共同参画リーダーの
養成

⇒ ⇒

◆「男女共同参画事業女性
の船」への参加

⇒ ⇒

◆やわた男女共同参画
フェスティバル開催

⇒ ⇒

◆男女共同参画プランるー
ぷ計画Ⅲの推進・改訂

◆男女共同参画プランるー
ぷ計画Ⅲ（改定版）の推進

◆男女共同参画プランるー
ぷ計画Ⅲの推進・改訂
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第１章　ともに支え合う 「共生のまち　やわた」

第１節 共に生きる社会

②男女共同参画の推進

3

仕事・子育てに関する職員向
け両立パンフレットによる休
暇・休業制度等の周知・啓発

市職員が仕事と子育てを両立できるよう、「子育て
応援ハンドブック」を活用し、男性・女性職員の休
暇・休業制度等の周知・啓発を図る。 0 0 0

R5実績： 周知啓発

八幡市特定事業主行動計画
（後期）推進

前期計画に引き続き、市職員のワーク・ライフ・バラ
ンスの確保及び女性職員の活躍に向け策定した
「特定事業主行動計画」に基づき、取組を推進。
（後期計画は、令和7年3月31日まで。）

0 0 0

R5実績： 計画推進・周知啓発

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

ワーク・ライフ・バランス啓発

ワーク・ライフ・バランスの推進のため情報提供を行
う。 0 0 0

R5実績： 周知啓発

決算見込
（千円）

予算
（千円）

【充実】
男女共同参画プランるーぷ計
画Ⅲ推進
【再掲】

男女共同参画社会の実現に向けた施策を体系的
に示す計画に基づき、各種事業を推進。社会情勢
等に対応するため、令和6年度からの2年間で中間
見直しを実施する。

0 0 3,000

R5実績： 計画推進

ワーク・ライフ・バランスの確保 政策企画部、市民生活部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆市内事業所等への周知啓
発
◆市民・企業向け講座等実施
◆市職員への周知啓発

「男女共同参画プランるーぷ計画Ⅲ」に基づき、男女がともに仕事と家事・育児・介護等の
家庭生活のバランスを図れるよう、広報や情報提供、市内事業所等への啓発を進める。
また、市職員についても「子育て応援ハンドブック」の活用等により、休暇・休業制度等の周
知・啓発を進める。

R6 R7 R8

◆市職員への周知啓発 ⇒ ⇒

⇒ ⇒
◆市内事業所等への周知

啓発
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第１章　ともに支え合う 「共生のまち　やわた」

第１節 共に生きる社会

③障がいのあるなしにかかわらず地域で安心して暮らせる社会の推進

1

八幡市障がい者計画推進・第
7期障がい福祉計画及び第3
期障がい児福祉計画推進

障がい者やその家族が地域で安心して生活できる
よう、施策の基本的な事項や具体的な取組計画を
定めた計画に基づき、各種施策を実施。 5,720 5,720 0

R5実績：
地域生活支援協議会にて協議を行
い、策定完了

地域生活支援拠点事業

社会福祉法人への委託により、障がい児・者の相談
支援や居室確保、障がい者生活支援事業等を地
域生活支援拠点市内3か所で運営。 22,250 22,247

0 0 －

相談・保健・医療体制の充実 健康福祉部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

障がい児・者とその家族が地域で安心して生活できるよう、地域生活支援拠点を中心とした
相談支援の充実を図る。また、八幡市障がい者計画や第7期障がい福祉計画及び第3期障
がい児福祉計画を策定・推進するとともに、精神科病院に長期入院中の精神障がい者など
の地域移行を進めるため、保健・医療と福祉の連携に取り組む。

R6 R7 R8

◆地域生活支援拠点事業

⇒ ⇒

（障がい者生活支援事業充実）

（相談支援事業充実）

⇒ ⇒

【R5終了】
八幡市障がい者計画推進・第
6期障がい福祉計画及び第2
期障がい児福祉計画推進

R6

障がい者施策及び障がい福祉サービスの推進に向
け策定した計画に基づき、各種施策を実施。

具体的事業名 概要・実績

◆保健・医療・福祉の連携

（精神障がい者支援）

R5実績： 計画に基づき施策推進

（相談対応・情報提供）

18,180 21,085

R5実績： 助成 148件

9,560

R5実績： 1,695人（精神通院以外）

特別障害者手当等給付

20歳以上の在宅重度障がい者及び20歳未満の在
宅重度障がい児等に対し、福祉手当を支給。 61,500 61,142

11,130 10,224

162,930

17,000

1,501,746

R5実績： サービス利用者10,643人

自立支援
（自立支援医療）

障がい児・者が受けた更生医療や育成医療、療養
医療にかかる医療費の一部を給付。 130,470 127,309

自立支援
（障害者福祉サービス）

障がい者が利用した介護や訓練、相談支援等サー
ビス費用の一部を給付。

自立支援
（補装具）

障がい児・者が利用した補装具の支給・修理費用
の一部を助成。

◆地域生活支援拠点事業
・相談支援事業拡充
・障がい者生活支援事業充
実
◆保健・医療・福祉の連携、
精神障がい者支援
・早期退院・地域移行支援
・学校・職域・地域における相
談・カウンセリング機会充実
・本人、家族のニーズに応じ
た相談体制の構築
・障がい特性に応じた相談、
情報提供体制の整備

予算
（千円）

決算見込
（千円）

◆八幡市障がい者計画
推進・第7期障がい福祉
計画及び第3期障がい児
福祉計画推進

⇒ ⇒

障害者福祉サービス等利用
者負担金助成

障害者福祉サービス等利用者負担額の一部を助
成。

予算
（千円）

1,537,900

R5実績： 給付3,456件

22,790

R5実績：
相談支援 延11,268件
居室確保延日数 1,290日

1,512,340

62,000

R5実績： 支給2,606件

R5

12



第１章　ともに支え合う 「共生のまち　やわた」

第１節 共に生きる社会

③障がいのあるなしにかかわらず地域で安心して暮らせる社会の推進

いこいの場50回 延115名
ふれんどでんわ23回 入電１件

在宅で精神に障がいを持つ人に向け、軽スポーツ
や会話等を通じて社会参加のきっかけを得る「いこ
いの場」運営及び傾聴電話を委託により実施。

R5実績： 助成　7件

地域生活支援事業
（重度身体障がい者訪問入浴
サービス）

58

R5実績： 令和6年1月26日開催　42人参加

610 610 610

3,728 5,593

6

44

308

R5実績： 24回/年実施　延 44名参加

障害者介護給付等支給認定審査会において、障
害支援区分認定に係る調査を実施。 2,770 2,023 2,850

回復途上の精神障がい者を対象に、規則的な生活
習慣の振り返りや対人関係づくり等社会参加の促
進を図る取組を実施。 412 216

心身障がい者自助具等助成

心身障がい者に対し、自助具・介護用具・訓練用具
等の購入費の一部を助成。 38

R5実績： 支給 ５人、延べ 277回

地域生活支援事業
（精神障がい者ボランティア団
体支援）

R5実績：

地域生活支援事業
（精神福祉普及）

精神障がいへの理解を目標に、専門家や当事者等
による講演や市事業の紹介を行う「精神保健福祉を
考えるつどい」を開催。 58

4,143

障がい者相談活動

障がい者の抱えている様々な問題や家庭における
生活・養育等に関する相談活動を実施。 214 214

R5実績：

心身障がい者扶養共済掛金
助成

障がい児者補装具自己負担
金助成

歯科衛生士訪問指導

障がい児（者）家庭に歯科衛生士を派遣し、歯科・
口腔内衛生に関する相談・指導、治療等を実施。 8

具体的事業名

自立支援
（自立支援医療特別対策事
業）

障がい者が受けた在宅酸素療法等の治療費の一
部を助成。

900

R5実績：

地域生活支援事業
（精神障がい者集団指導）

訓練等実施271回

地域生活支援事業
（重症心身障がい者生活訓
練）

重症心身障がい者を対象に、PT(理学療法士）及
び看護師による機能訓練等日常生活に必要な訓
練指導を委託により実施。 1,200

地域生活支援事業
（相談支援）

在宅福祉サービスの利用補助等を実施するととも
に、障がい児（者）相談支援事業において生活支
援・相談活動を実施。 150 150 150

R5実績： うぃる 延16件

R5実績： 12回開催、審査員6名

1,200

地域生活支援事業
（障害者介護給付費等支給認
定審査）

予算
（千円）

決算見込
（千円）

R5実績： 実績なし

概要・実績

240 0

R5 R6

R5実績： 助成 51件

52

補装具給付等事業を利用する障がい児・者に対
し、自己負担額の一部を助成。 1,176 1,009 1,086

予算
（千円）

240

介護保険非該当の重度身体障がい者（児）が訪問
による居宅での入浴サービスを利用した場合、申請
に基づき自己負担を超える利用料を支給。

心身障がい者の将来に対する不安の軽減等を図る
ため、京都府心身障害者扶養共済制度に加入した
保護者に対し、掛金の一部を助成。 500

0 17

R5実績： 実績なし

702

R5実績： 助成 29件

749

214

相談員 7名（身体5名 知的2名）

13
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第１節 共に生きる社会

③障がいのあるなしにかかわらず地域で安心して暮らせる社会の推進

身体障害者手帳交付申請時に必要な診断書料に
ついて、申請に基づき助成。 1,050 1,030 1,100

R5実績：

身体障害者手帳等交付申請
用診断書料助成

助成 精神150件 身体311件

具体的事業名 概要・実績
R5

調理が困難な障害者手帳所持者の一部を対象に、
市内の介護老人保健施設等で調理した昼食を届
け、安否確認等を実施。 68 0

R5実績： 実績なし

障がい者配食サービス事業

予算
（千円）

決算見込
（千円）

7

R6

予算
（千円）

14



第１章　ともに支え合う 「共生のまち　やわた」

第１節 共に生きる社会

③障がいのあるなしにかかわらず地域で安心して暮らせる社会の推進

2

（社会参加に向けたプログラ
ムの拡充）

100

R5実績： 実施なし

R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

概要・実績

R5

（就労機会拡充に向けた関係
者間ネットワーク構築）

⇒ ⇒

◆関係機関との連携

95

170

400

2,230 2,173 2,360

R5実績：
前期 16回開催 延 127人参加
後期 19回開催 延 139人参加

1,993

活動助成

159 20

720

R5実績： 会員数106人

障がい児(者)の保護者の親睦等を図るため、キャン
プや学習会等のイベントを行う「TELLs＋親の会京
都八幡」に対し、活動費の一部を助成。 411 411

R5実績：

95

R5実績： 活動助成

点字・声の広報発行事業、障がい者スポーツ大会
開催等により、障がい者の社会参加を支援。

1,632 1,131

実行委員会に対し、12月に定める「障害者週間」に
おいて行う啓発事業費の一部を助成。 95

実行委員会に対し、功労者表彰、手話劇コンクー
ル開催等の事業費の一部を助成。 250

自立・参加支援体制の充実 健康福祉部

⇒ ⇒

障がい児者の社会参加に向け、創造活動や文化・スポーツ活動の推進を図るとともに、関
係機関と連携し、障がいに応じた就労の場の検討や就労機会拡充に向けたネットワークの
構築に取り組む。

◆社会参加への支援
・障がい者スポーツ拡充に向
けた人材育成
◆関係機関との連携

R6

身体障害者団体連合会活動
助成

身体障がい者の社会参加支援等の事業を行う八幡
市身体障害者団体連合会に対し、活動費の一部を
助成。 720

R7 R8

◆社会参加への支援

地域生活支援事業
（自発的活動支援）

障がいのある方やその家族、地域住民が自発的に
行う活動に対し、財政支援等を実施。 100 0

TELLs＋親の会京都八幡活
動助成

地域生活支援事業
（社会参加支援）

地域生活支援事業
（障害者週間啓発事業助成）

山城ろうあ者新年大会助成 250 0

これまでの取組（総括）

R5実績：
スポーツ大会1回開催
卓球バレー1回開催
点字・声の広報作成

主な３年間の取組（総括）

具体的事業名

地域生活支援事業
（手話奉仕員養成研修）

基本的な手話の習得と聴覚言語障がい者との交流
を図るため、手話通訳者の養成講座を開催。

720

ハートフル・フラワー事業
福祉会館及び母子健康センターにて、施設美化及
びプランターによる花の育成管理を実施。

R5実績：

500

R5実績： 育成管理プランター 30個

参加者 203名

500 500

障がい者行事参加支援事業

京都府の実施する障がい者を対象とした行事への
参加について、財政的支援を実施。

R5実績：
参加者 13名
京都府主催ふれあい広場参加

15
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③障がいのあるなしにかかわらず地域で安心して暮らせる社会の推進

5,697 5,411 5,667

R5実績：
助成 113人
日数 16,113日

R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

自立支援
（障がい者福祉サービス・就労
継続支援A型給付）

企業等への就労が困難で、継続的就労の可能な
65歳未満の障がい者が就労継続支援サービスを利
用した場合、1割自己負担を超える利用料を給付。 117,800 109,319 136,700

27,20029,532

支給延人数 177人

自立支援
（障害者福祉サービス・就労
移行支援給付）

一般就労を希望する65歳未満の障がいのある人が
就労移行支援サービスを利用した場合、1割自己負
担を超える利用料を給付。 33,300

具体的事業名 概要・実績

R5実績： 支給延人数557人

障がい者施設通所交通費助
成

公共交通機関で障がい者施設に通所している方を
対象に、交通費の一部を助成。

218,700

R5実績： 支給延人数　1,764人

施設入所者就職支度金給付

214,100

就労移行（継続）支援を受けている人または市内施
設へ入所している人を対象に給付。 36 0 36

R5実績： 実績なし

213,420

R5

自立支援
（障がい者福祉サービス・就労
定着支援給付）

一般就労に移行した人に、就労に伴う生活面の課
題に対応するための支援である就労定着支援を利
用した場合、1割自己負担を超える利用料を給付。 3,200 3,182 3,400

R5実績： 支給延人数102人

自立支援
（障がい者福祉サービス・就労
継続支援B型給付）

就職困難な障がい者または就労移行支援利用者
のうち一般企業へ就労できなかった人などが就労
継続支援サービスを利用した場合、1割自己負担を
超える利用料を給付。

R5実績：

16
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3

地域生活支援事業
（日中一時支援）

家族の就労及び一時的な休息確保を支援するた
め、宿泊を伴わない障がい児者の一時的預かり及
び日中活動の場の提供を行う。 35,970 35,488 36,000

R5実績： 利用者　944人

地域生活支援事業
（重度身体障がい者訪問入浴
サービス）
【再掲】

介護保険非該当の重度身体障がい者（児）が訪問
による居宅での入浴サービスを利用した場合、申請
に基づき自己負担を超える利用料を支給。 4,143 3,728 5,593

R5実績： 支給 5人、延べ 277回

地域生活支援事業
（障害者虐待防止対策支援）

障がい者の虐待に関する通報等及び相談の受付
等を行う障がい者虐待防止センターを設置・運営。 360 304 396

R5実績： 電話受付　11件

地域生活支援事業
（日常生活用具給付）

障がい児者の日常生活を容易にするため、在宅の
重度障がい者に日常生活用具給付等を実施。 22,940 22,793 24,060

R5実績： 給付2,032件

地域生活支援事業
（地域活動支援センター）

市内在住の障がい者を対象とした地域活動支援セ
ンターの運営等を委託により実施。 11,097 11,622 12,131

R5実績： 登録利用者数 19人

地域生活支援事業
（移動支援）

身体・知的・視覚・精神障がい者の移動介護サービ
ス利用料の一部を助成するほか、リフトカー「やすら
ぎ号」運行を実施。 36,280 37,401 39,480

R5実績： 移動介護98件　 リフトカー18件

地域生活支援事業
（意思疎通支援）

手話通訳者・要約筆記者の派遣及び聴覚障がい
者用ファクシミリの運用により、障がい者の意思疎通
を支援。 1,800 681 5,000

R5実績：
派遣 手話通訳 107回
要約筆記103回

300

R5実績： -

【新規】
地域生活支援事業
（視覚障がい者向けパソコン
講座開催助成）

視覚障がい者の情報アクセシビリティ向上のため、
文字入力や情報取得の方法習得を目的としたパソ
コン講座を開催する団体に対し助成。 - -

地域生活支援事業
（成年後見制度利用支援）

知的障がい者及び精神障がい者の後見申立等に
係る費用を助成。 2,210 1,349 2,320

R5実績： 報酬費助成 5件

【充実】
成年後見制度利用促進事業

権利擁護支援・成年後見制度利用促進に係る専門
家による講座を実施するほか、協議会等を設置・開
催し、中核機関の整備を進め、制度利用の啓発を
図る。

50 37 500

R5実績： 講演会１回開催

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

障がいのある人が安心して暮らせるまちづくり 健康福祉部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆成年後見制度の利用支援
◆障害者差別解消法の市民
向け研修を実施

障がい者が地域で安心して暮らせるよう中核機関を整備し、権利擁護事業や成年後見制
度の利用促進強化及び関係団体との連携を図るとともに、市民の障がい者への理解促進
を図るため、障害者差別解消法や障害者情報アクセシビリティ・コミュニケーション施策推進
法に基づいて正しい知識の普及・啓発を進める。

R6 R7 R8

◆成年後見制度の利用促進
及び支援

⇒ ⇒

◆障害者差別解消法の市民
向け研修を実施

⇒ ⇒

17



第１章　ともに支え合う 「共生のまち　やわた」

第１節 共に生きる社会

③障がいのあるなしにかかわらず地域で安心して暮らせる社会の推進

ふれあい福祉センター運営
専任相談員1名を配置し、地域における要援護高
齢者等の各種相談等を福祉会館内にて運営。 189 186 186

R5実績： 利用者数　延　105人

「談活」プロジェクト
【再掲】

地域単位で構築した絆ネットワークを基盤に、地域
福祉における連携と担い手づくりを進めるための座
談会を、社会福祉協議会と連携し実施。 3,863 3,773 3,879

R5実績： 座談会開催 17回

22

R5実績： 実施 2世帯

障害者差別解消法研修
障害者差別解消法の啓発のため、市民向け研修を
実施。 39 30 39

R5実績： 1回開催　参加者58名

地域共生社会実現サポート事
業（障害者対策費）

地域共生社会の実現に向け、社会福祉法人が実
施する社会貢献活動や処遇改善等に助成する。 610 567 820

R5実績： 助成 3法人

自動火災警報器設置等事業
在宅の重度心身障がい者世帯に対し貸付を行なっ
ている自動火災報知器の保守・点検を実施。 22 22

手話言語条例啓発事業

手話をはじめとする聴覚障がい者のコミュニケー
ション手段の普及及び理解の促進を図る。 38 0 0

R5実績： 手話動画作成、DVD・書籍購入

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）
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第１章　ともに支え合う 「共生のまち　やわた」

第１節 共に生きる社会

④地域の絆と支え合いによる共生社会の推進

1

福祉有償運送審査

要介護者等の移動サービスを提供する福祉有償運
送につき、審査を実施。 50 0 60

R5実績： 開催 0回

ヤングケアラー支援事業

法令上の定義がない「ヤングケアラー」の社会的認
知度向上及び気付きの体制を構築するため、関係
機関における研修等を実施。 342 0 114

R5実績：
開催0回（別事業において実施したた
め）

民生委員推薦会運営

推薦会を開催し、民生児童委員にふさわしい人を
厚生労働大臣に推薦。 160 1 229

R5実績： 開催　0回

4,086

R5実績： 活動助成

民生児童委員協議会活動助
成

民生児童委員協議会に対し活動費を助成。
15,365 15,280 17,005

R5実績： 活動助成

福祉委員活動助成

福祉委員会に対し、（社会福祉協議会事業助成を
通じて）活動費の一部を助成。 3,803 3,803

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

社会福祉協議会社会福祉事
業助成

社会福祉協議会に対し、各種福祉事業費の一部を
助成。 72,858 71,000 72,524

R5実績： 活動助成

「談活」プロジェクト

地域単位で構築した絆ネットワークを基盤に、地域
福祉における連携と担い手づくりを進めるための座
談会を、社会福祉協議会と連携し実施。 3,863 3,773 3,879

R5実績： 座談会開催 17回

地域共生社会の実現を目指し、計画に基づく取組
を進めるとともに、地域福祉推進協議会を設置し進
捗管理を行う。 95 55 81

R5実績： 推進協議会　１回

第3次地域福祉推進計画推進

地域福祉推進体制の充実 健康福祉部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆絆ネットワーク構築支援
・男山地域
◆「わたしたちの談活」プロ
ジェクト推進（本格実施）
◆社会福祉協議会社会福祉
事業助成
◆第2次地域福祉推進計画推
進

地域における相互扶助の関係や仕組みづくりに向け、社会福祉協議会との協働により第3
次地域福祉推進計画に基づく「談活」プロジェクト等の取組を推進する。また、ヤングケア
ラーの社会的認知度の向上を目的とした研修を開催し、適切な支援につなげる。

R6 R7 R8

◆社会福祉協議会社会福祉
事業助成

⇒ ⇒

⇒ ⇒

◆「談活」プロジェクト推進

◆ヤングケアラー支援事業 ⇒ ⇒

具体的事業名 概要・実績
R5 R6
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第１章　ともに支え合う 「共生のまち　やわた」

第１節 共に生きる社会

④地域の絆と支え合いによる共生社会の推進

2

875

R5実績： 利用者 4名

生活困窮者自立支援
（家計改善支援）

家計に関する相談、家計管理に関する指導、貸付
のあっせん等を委託により実施。

生活困窮者自立支援
（一時生活支援）

住宅がなく所得等が一定水準以下の生活困窮者に
対し、有期で宿泊場や衣食の提供等を実施。 875 660

生活困窮者自立支援
（住居確保給付金）

住居喪失した又はそのおそれのある生活困窮者に
対し、家賃相当分の給付金を支給するとともに就労
支援を実施。 1,300 1,025 1,300

R5実績： 利用者 10名

⇒ ⇒

◆生活困窮者自立支援推進

（自立相談支援、
就労準備支援等）

⇒ ⇒

1,635 1,635 1,635

R5実績： 利用者 47名

相談件数 277件(延べ393件)

経済問題や家庭問題など、様々な課題を抱えた生
活困窮者に対し、訪問支援や個別支援計画の策定
など、自立に向けた包括的な支援を実施。 27,724 26,622 31,852

R5実績： 相談件数 303件（延べ555件）

直ちに一般就労への移行が困難な生活困窮者に
対し、社会福祉法人等への委託により、一般就労
に必要な知識及び能力の向上に向けた生活訓練・
社会訓練を実施。

R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

生活保護適正化対策

生活保護受給の適正化を図るため、面接相談や調
査体制の整備強化、職員研修、レセプト点検、扶養
義務調査、収入調査の徹底、健康管理等の取組を
実施。

16,602 16,184 19,748

R5実績：

4,060 4,060 4,678

R5実績： 利用者 44名

生活困窮者自立支援
（就労準備支援）

生活困窮者自立支援
（自立相談支援）

生活保護制度運用

生活保護法に基づき、健康で文化的な最低限度の
生活を保障し、その自立を助長することを目的に必
要な扶助等を行うなどの支援を行う。 2,557,800 2,480,119 2,504,100

R5実績： 保護率 20.63‰

生活に困っている方への多様な支援の充実 健康福祉部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆生活保護制度の適正運用
◆生活困窮者自立支援推進
・自立相談支援、就労準備支
援等
・新型コロナウイルス感染症の
影響長期化や物価高騰に対
する支援等

生活保護制度における査察指導員、ケースワーカー、生活困窮者自立支援制度における
主任相談支援員の配置のほか、面接相談員、就労支援員、適正化推進員の各専門職の
配置により、今後も充実した相談体制と緊密な連携体制を図る。

R6 R7 R8

◆生活保護制度の適正運用

具体的事業名 概要・実績
R5
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第１章　ともに支え合う 「共生のまち　やわた」

第１節 共に生きる社会

④地域の絆と支え合いによる共生社会の推進

300 700

R5実績： 貸付件数 10件

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

くらしの資金貸付金

傷病、不測の事故等の理由により一時的に資金を
貸付け、経済的自立等を図る。 1,300 908

生活保護申請者つなぎ立替
金貸付

生活保護申請者で保護決定までの期間の生活資
金がない方に対し、生活費の貸付を実施。 700

低所得世帯物価高騰対策支
援給付金

エネルギー・食料品価格等の高騰による負担増を
踏まえ、低所得世帯に対し給付を実施。
（非課税世帯1世帯当たり3万円、追加給付7万円、
均等割のみ課税世帯1世帯当たり10万円）

1,267,600 1,068,821 698,000

R5実績： 支給世帯数　19,622世帯

1,300

R5実績： 貸付件数 10件

【R5終了】
低所得の子育て世帯に対す
る生活支援特別給付金

低所得のひとり親及びその他子育て世帯に対する
生活支援として、児童1人につき5万円の給付を実
施。 126,000 118,543 －

R5実績： 支給世帯数　1,285世帯
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第１章　ともに支え合う 「共生のまち　やわた」

第２節 協働による地域づくり

①コミュニティ活動による地域づくりの推進

1

自治組織団体未組織地域の
組織化促進

未組織地域の組織化に向け、地域住民との協議や
他の組織化地域への要請。 16 16 16

R5実績： 自治会ハンドブック作成、配布

自治組織団体加入促進資料
作成・配布

自治連合会と連携し、自治組織団体加入促進資料
を作成及び配布。

30 14 33

R5実績：
自治会加入促進リーフレット配布
自治組織 加入率66.1％

コミュニティ助成事業

㈶自治総合センターのコミュニティ助成事業を活用
し、地域での備品整備等への助成を実施。 7,300 7,300 0

R5実績： 助成3団体　テーブル等備品の整備

自治会活動保険加入料助成

自治連合会が加入する自治会活動保険加入料の
一部を助成。 1,153 1,124 1,134

R5実績： 助成 48団体

自治振興助成

自治組織団体による地域づくり活動や交流活動等
を促進するため、活動費の一部を助成。 7,800 5,912 7,800

R5実績： 助成 9地区　48団体

市民自治推進交付金

各自治組織団体と市政推進に関する協定を締結
し、締結した団体に対し交付金の交付を実施。 15,090 14,790 14,940

R5実績： 交付 48団体

自治連合会活動事業助成

行政との連携、市民の交流活動の調整・活性化に
係る自治連合会の活動への助成。 2,000 2,000 2,000

R5実績： 加入自治組織団体 48団体

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

⇒ ⇒

◆地域コミュニティ活動助成 ⇒ ⇒

◆自治組織団体加入促進 ⇒ ⇒

地域コミュニティ活動の充実 政策企画部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆自治組織団体との連携によ
る市政推進
◆地域コミュニティ活動助成
◆自治組織団体加入促進

自治連合会と連携し、自治組織団体への加入促進やコミュニティ活動の充実に関する地域
の取組への支援を行うことで、活発な地域づくりの推進を図る。

R6 R7 R8

◆自治組織団体との連携に
よる市政推進
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第１章　ともに支え合う 「共生のまち　やわた」

第２節 協働による地域づくり

①コミュニティ活動による地域づくりの推進

2

自治会活動室管理運営
自治会活動室を管理し、自治組織団体へ貸出。

191 188 221

R5実績： 貸出65件

自治会広報板設置等助成

自治組織団体が管理する広報板の設置・整備・修
繕等に要する経費の一部を助成。 324 278 569

R5実績： 助成 8基

コミュニティ施設設備整備
事業助成

自治組織団体に対し、集会所等の整備・改修等に
要する経費の一部を助成。 1,217 1,975

R5実績： 助成 1件

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

1,217

⇒ ⇒

◆自治会広報板の設置・
修繕等に対する支援

⇒ ⇒

◆自治会活動室管理運営 ⇒ ⇒

地域コミュニティ活動の基盤整備 政策企画部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆コミュニティ施設の整備・改
修等に対する支援
◆自治会広報板の設置・修繕
等に対する支援
◆自治会活動室管理運営

地域コミュニティ活動が活発に行われるよう、多くの世代の多様な人々が利用する集会所等
や広報板の設置、整備等に係る支援を行う。

R6 R7 R8

◆コミュニティ施設の整備・
改修等に対する支援

23



第１章　ともに支え合う 「共生のまち　やわた」

第２節 協働による地域づくり

①コミュニティ活動による地域づくりの推進

3

地域連携教育活動推進事業
【再掲】

小・中学校区域連携団体への活動費助成等を通じ
て、各団体間の連携強化・活動促進を図る。 4,150 4,150 3,990

R5実績： 助成 12団体

地域学校協働活動推進事業
【再掲】

学校と地域との連携を図る地域コーディネーターの
配置及び活動経費の一部助成を通じて、学校支援
に係る各団体等の連携強化を図る。 3,060 2,513 4,060

R5実績：
コーディネーター 4人、学校支援地域
本部活動助成 4団体

自治連合会活動事業助成【再
掲】

自治連合会への事業助成を通じて、各自治組織団
体間の連携強化を図る。 2,000 2,000 2,000

R5実績： 加入自治組織団体 48団体

3,863「談活」プロジェクト【再掲】

地域単位で構築した絆ネットワークを基盤に、地域
福祉における連携と担い手づくりを進めるための座
談会を、社会福祉協議会と連携し実施。 3,773 3,879

R5実績： 座談会開催 17回

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

⇒ ⇒

◆学校支援関係団体間の
連携強化

⇒ ⇒

◆「談活」プロジェクトを
通じた地域福祉団体等の
連携強化

⇒ ⇒

多様なコミュニティ組織による地域づくり 政策企画部、健康福祉部、こども未来部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆自治組織団体間の連携強
化
◆学校支援関係団体間の連
携強化
◆絆ネットワーク構築支援を
通じた地域福祉団体等の連
携強化

様々なコミュニティ組織により行われている地域づくり活動がさらに発展していくよう、それぞ
れの団体の連携強化に向け、自治連合会や「談活」プロジェクト、学校支援地域本部など多
様な連携組織の一層の連携促進を図る。

R6 R7 R8

◆自治組織団体間の連携
強化
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第１章　ともに支え合う 「共生のまち　やわた」

第２節 協働による地域づくり

①コミュニティ活動による地域づくりの推進

4

防災意識向上促進
（防災備蓄品活用）

賞味期限１年を切った備蓄食料及び水を地域の防
災訓練等に啓発グッズとして提供。 0 0 0

R5実績： 食料:3,294食、　水:2,032本

活動助成　43隊
コミュニティ助成（倉庫、テント等備品
の整備）　2団体　4,000千円

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

◆出前講座を通じた地域の
防災意識向上

⇒ ⇒

◆自主防災推進協議会を
通じた地域防災活動への
支援

⇒ ⇒

自主防災組織活動推進

自主防災推進協議会に対し、活動費の一部を助成
し、自主防災組織の連携強化及び活動支援を図る
とともに、未組織地域への啓発活動等による設立支
援を実施。加えて、地域の防災訓練等の支援を実
施。
また、㈶自治総合センターのコミュニティ助成事業
を活用し、地域の防災資機材等の整備へ助成を実
施。

5,100 4,989 1,060

R5実績：

⇒ ⇒

地域防災体制の充実 総務部、消防本部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆地域の防災訓練参加による
啓発等支援実施
◆出前講座を通じた地域の防
災意識向上
◆自主防災推進協議会を通
じた地域防災活動への支援

地域で実施される防災訓練に参加して防災パネル等の展示による啓発を行うとともに、出
前講座で防災に対する意識の向上を図る。また、自主防災推進協議会を通じて地域防災
活動への各種支援も継続する。

R6 R7 R8

◆地域の防災訓練参加に
よる啓発等支援実施
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第１章　ともに支え合う 「共生のまち　やわた」

第２節 協働による地域づくり

②新たな担い手による地域づくり

1

0 0 0

R5実績：

民間事業者等との連携推進

地域課題の解決に向け、民間事業者等との連携を
推進。 0 0 0

R5実績： 協定締結　1件

0 0市民協働活動事例集の活用

自治組織団体等による事例集の活用を促進すると
ともに、職員による市民協働の実践に向けた研修を
検討。

R5実績： 職員向け研修内容の検討

0

社会福祉協議会社会福祉事
業助成
【再掲】

社会福祉協議会に対し、各種福祉事業費の一部を
助成。 72,585 71,000 72,524

R5実績： 活動助成

地域づくりの担い手（ＮＰＯ・ボランティア等）の育成・拡充 政策企画部、健康福祉部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

各種団体の現状を把握し、ＮＰＯやボランティアなどの担い手組織の育成支援を進める。ま
た、京都府地域交響プロジェクト支援事業を利用し、市内で活動を行う地域づくり団体に対
する助成を行う。

R6 R7 R8

◆市民協働活動センターの
活用促進

⇒ ⇒
（活動の場の提供）

（人材育成支援）

◆市民協働活動センターの活
用促進
・活動の場の提供
・人材育成支援
◆府市協調による地域づくり
団体への支援
◆摂南大学・あいおいニッセ
イ同和損保との包括連携協定
締結 ◆府市協調による地域づくり

団体への支援
⇒ ⇒

◆連携協定締結・推進
協定事業実施

◆連携協定拡大検討 ⇒

市内登録団体 25団体

市民協働活動センター管理運
営

予算
（千円）

1,000

R5実績：

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

2,640

R5実績：
登録団体 15団体
利用人数 延1,426人

市民協働活動事業助成

京都府地域交響プロジェクトを利用する団体に対
し、事業費の自己負担分の一部を助成。 1,000 978

市民活力の醸成と市民自身によるまちづくりを目指
し、ＮＰＯ立上げ、法人化への支援を実施。

2,520 2,520

NPO設立支援

ＮＰＯ等、非営利での市民活動団体の共有スペー
ス及び情報発信拠点として運営を行う。

助成 9団体

未確定
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第１章　ともに支え合う 「共生のまち　やわた」

第２節 協働による地域づくり

②新たな担い手による地域づくり

2

65,916 59,636

8,358
生涯学習センターにおいて、各種講座等の紹介な
ど学習情報の提供を行うとともに、学習相談に応じ
る。

R5実績： 実績なし

生涯学習推進
（講座開設）

生涯学習の機会拡充に向け、多世代・多様な人を
対象とした各種講座等を開設。

R5実績： 開設16講座　延4,000人参加

生涯学習のきっかけづくり等に向け、生涯学習開講
式及び「生涯学習フェスティバル」を開催。

R5実績：
開講式、フェスティバル、文化センター
共催記念講演会  延1,984人参加

生涯学習推進
（学習情報の提供・学習相談）

70,310

R5実績：

予算
（千円）

予算
（千円）

生涯学習センター管理運営

生涯学習の中核施設となる生涯学習センターを運
営。 70,450 81,970

R5実績： 来館 延32,971人

8,440

生涯学習推進
（生涯学習開講式・フェスティ
バル開催）

来館 延116,906人

生涯学習推進
（生涯学習センターだより発
行）

生涯学習に係る情報発信を図るため、「生涯学習セ
ンターだより」を発行。

R5実績： 発行　年6回

生涯学習推進
（生涯学習人材バンクの活用）

生涯学習等を通じて得た知識・技能を有するボラン
ティアを登録し、市民等の要請に応じて紹介。

R5実績： 登録103人　紹介 2人

公民館等管理運営

市民の学習機会の向上や地域活動の場の確保等
を図るため、市内6か所の公民館等を運営。

8,922

市民図書館運営

市民の生涯学習及び生活機能の向上を図るため、
八幡市民図書館及び男山市民図書館を運営し、図
書の充実を図る。

141,645 139,810 151,060

R5実績：

貸出冊数　498,551冊
蔵書数　 243,702冊
購入数　12,445冊
自動車文庫の運行　114回

公民館講座運営

公民館等における各種講座等の開設及び公民館
サークルの活性化に向けた催しを開催。

1,300 809 1,230

R5実績：
開設145講座　延1,729人参加
サークルフェスティバル　一部開催

78,058

具体的事業名 概要・実績

⇒ ⇒

◆生涯学習センター・公民館
講座内容の充実
◆生涯学習人材バンクの活用
促進
◆図書館図書の充実

多様化する学習要求に対応した趣味の講座や地域資源を活かした講座等を実施するな
ど、人生100 年時代を見据え、様々な行政分野も取り入れた生涯学習の充実に努める。ま
た、ホームページ等を活用し、学習意欲のあるサークル等とのマッチングを進めていくなど、
生涯学習人材バンクの利用促進に努める。また、図書館における図書・情報提供の充実を
図る。

R6 R7 R8

◆生涯学習センター・公民
館講座内容の充実

◆生涯学習人材バンクの
活用促進

⇒ ⇒

◆図書館図書の充実

⇒ ⇒

R5 R6

決算見込
（千円）

生涯学習の推進 政策企画部、こども未来部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）
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第２章　総括　

＜施策体系＞

第１節 子育て支援

①

達成
状況

〇

◎

〇

②

達成
状況

◎

〇

※1 各年4月1日現在。

第２節 子どもの生きる力の育成

①

達成
状況

△

〇

②

達成
状況

〇

〇

〇

2 件

10 件

2 件

指標名 単位
計画 前年度

（R9)当初値 実績

中学年 - 9.1 9.9 14.0
やわた放課後学習クラブ参加率

高学年 - 10.2 11.0 14.0

14.3%

71.4%

14.3%

こ
の
章
の

達
成
状
況

目標値を達成（◎）

未
達
成

「前年度実績」より前進または同値（○）

「前年度実績」より後退（△）

5 9

指標名 単位
計画 前年度 目標値

当初値 実績 （R9)

めざす姿 次代を担う子どもたちの「生きる力」が備わっています。

学校教育

-

〇

〇

△

〇

0.7

94.6

92.2 105

現状値
（R5)

全国学力・学習状況調査結果（※2）
（中学校3年生）

国語A

105

105

数学A

105
95.6

99.1

95.6

97.6

96.5

91.3

83.7

76.6 93.3 93.0

76.291.0

保育園の待機児童数(※1) 人 0 0 0 0

現状値
（R5) （R9)

目標値

92.7

基本目標 子どもが輝く「未来のまち　やわた」

めざす姿
妊娠・出産から子育てまで、地域で一貫したサポートが受けられることで、安心して前向きに子育てができる人が
増えています。

妊娠・出産・育児サポート

指標名 単位
計画 前年度 目標値

当初値 実績 （R9)

ファミリーサポートセンター登録会員数 人 345 410 418

こんにちは赤ちゃん訪問事業の訪問率 ％ 95.0

460

３歳児健康診査受診率

現状値

-

※2 調査結果の全国平均を100とした場合の八幡市の状況。計画当初値は平成29年度に実施された調査の結果。令和元年度からいずれの教科も
A・Bの区分が廃止され、一体的な調査となっている。

全国学力・学習状況調査結果（※2）
（小学校6年生）

国語A -

中学生 ％ 5.0 7.1 6.8

99.7

96.0

国語B -

算数B -

算数A -

数学B

就学前教育・保育の充実

（R5)

％ 91.5

指標名 単位
計画 前年度

-

国語B -

当初値 実績

認定こども園の数 園 3 5

94.9

90.4

96.7

93.7

96.9

（R5)
現状値

市内不登校児童生徒出現率
小学生 ％ 0.8 1.6

児童・青少年の健全育成

4.9

2.0

目標値

新・放課後子ども総合プラン実施箇所数 箇所 0 0 0 8
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第２章　総括　

基本目標 子どもが輝く「未来のまち　やわた」

総括（指標の達成状況・今後の方向性）

総合計画検討懇談会の意見

（今後の取組方針）
　令和７年度からの５年間を計画期間ととする第３期子ども・子育て支援事業計画を策定し、子育て支援事業
の総合的な推進を図るとともに、ファミリーサポートセンターにおけるひとり親等への利用料助成や産後ケア事
業における所得制限のない利用料助成導入、民間保育所及び認定こども園に対する幅広い分野での支援
拡充などを通じ、妊娠・出産から子育てまで地域で一貫したサポート体制の構築に向け取り組んでいく。

第
１
節

（めざす姿の実現に向けて実施した取組、指標の達成状況）
　令和５年度は、京都府の「子育てにやさしいまちづくり事業交付金」を活用し南ケ丘保育園及びみその保育
園のプール改修や、「八幡市就学前施設再編の基本方針」に基づき、令和6年度の統合が決定した一部施
設の統合に向けた環境整備等のハード面における取組、第三子以降の３歳未満児に係る保育料無償化制
度の所得制限を市独自で撤廃、産前産後の国民健康保険料免除の先行実施などソフト面における取組の実
施により、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが5類に移行されたことも相まって、指標の状
況は目標達成に向け前進している。
　中でも「保育園の待機児童数」については公立就学前施設の弾力的な運用や私立就学前施設への積極
的な支援等により目標値を達成し続けている。この状況を維持しつつ、引き続き園児数の状況を勘案しなが
ら施設再編を進め、限られた資源を再配分することにより、教育・保育環境の充実に取り組んでいるところ。

第
２
節

（めざす姿の実現に向けて実施した取組、指標の達成状況）
　令和５年度は、全国学力・学習状況調査結果等での課題を踏まえた校長会や各学校での授業改善等の検
討のほか、スタディサポート事業（鳩嶺教室）の継続的な実施、、部活動の段階的な移行に向けた検討開始、
京都府の「子育てにやさしいまちづくり事業交付金」を活用した特別支援教育ソフトの導入や小学校における
水泳指導の民間スポーツクラブへの委託導入、地域ボランティアによる放課後の学習支援等を行う地域によ
る寺子屋事業などに取り組み、指標の状況は概ね目標達成に向け前進している。
　「全国学力・学習状況調査結果」については目標達成には至っていないものの、これまでに取り組んできた
“学び”に関する取組の成果として状況が改善している。また、全国的な傾向と同様に「市内不登校児童生徒
出現率」は年々増加しており、小学生は昨年度を上回る数値となっている。「新・放課後子ども総合プラン実
施箇所数」は計画当初から０箇所のままとなっており、特別講座の実施により対象学年を拡大するなど工夫し
て取り組んでいるが、場所や指導者確保の課題により全ての児童を対象とできていない。

（今後の取組方針）
　公立小中学校給食費の段階的な無償化へ向けて、保護者が負担する学校給食費の一部助成に取り組む
ほか、「学びの土台」となる認知機能を高めるためのアプリや特別支援教育ソフトの導入、各中学校への校内
支援センター（スペシャルサポートルーム）の整備及び人員配置、水泳指導民間委託の拡充、熱中症対策と
しての体育館空調設備整備、「放課後児童対策パッケージ」を活用した放課後児童健全育成施設と放課後
学習クラブとの連携推進などを通じ、次代を担う子どもたちの「生きる力」が育まれるよう取り組んでいく。
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第２章　子どもが輝く「未来のまち　やわた」

第１節 子育て支援

①妊娠・出産・育児サポート

1

⇒

◆子ども・子育て支援事業計
画推進

503

妊娠・出産・子育て環境の整備と充実 健康福祉部、こども未来部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆子ども・子育て支援事業計
画推進
◆妊娠・出産期のサポート
・産後ケア事業開始
◆ファミリーサポートセンター
の円滑な運営による地域子育
て支援の推進
◆市内3か所の子育て支援セ
ンターでの事業推進
◆子はたからプロジェクト
◆さくら近隣公園リニューアル

子ども・子育て支援センターやファミリーサポートセンターの取組を進めるとともに、不妊治
療への支援や産前・産後のケア、各種子育て支援事業の充実など、妊娠・出産から子育て
まで一貫したサポートを受けられる環境整備や支援事業の周知に努める。

R6 R7 R8

（ひとり親家庭を対象に援助
活動利用料を助成）

◆市内3か所の子育て支援
センターでの事業推進

⇒ ⇒

⇒ ⇒
◆妊娠・出産期のサポート支

援事業の周知

◆第三子以降の３歳未満児
に係る保育料の無償化（市独
自で所得制限を撤廃）

⇒ ⇒

⇒

◆ファミリーサポートセンター
の円滑な運営による地域
子育て支援の推進 ⇒

（第３期計画策定）

⇒

3,300

4,500

726

不妊治療給付

R5実績： アンケート調査票の配布・回収

714

R5実績：

【充実】
産後ケア事業
（宿泊型）

出生から生後4ヵ月までの産婦とその乳児が医療機
関に宿泊し、母体・乳児のケア、育児支援を受け
る。また、利用に係る費用の助成について、対象の
拡大を行う。

【充実】
産後ケア事業
（訪問型）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

756

家事や育児を行うことが困難な家庭にヘルパーを
派遣し、生活面の支援等を行う。

延2件

42

具体的事業名

第三子以降の３歳未満児に係
る保育料の無償化（市独自で
所得制限を撤廃）

第三子以降の３歳未満児に係る保育料の無償化に
ついて、市独自で所得制限を撤廃し、多子世帯の
経済的負担を軽減する。

13,500
（歳入減含む）

13,153
（歳入減含む）

R5実績：

R5実績：

子ども・子育て支援総合推進
事業（子ども・子育て支援事業
計画策定）

子育て支援事業の総合的な推進を図るため、令和
７年度から11年度までを計画期間とする第３期子ど
も・子育て支援事業計画を策定する。

3,500
（繰越3,500）

0

産前・産後ヘルパー派遣事業

320
子ども・子育て支援総合推進
事業（子ども・子育て支援事業
計画推進）

183

会議 2回開催R5実績：

3,300 3,221

保険適用の不妊治療（人工受精・不育治療）に係る
負担額の一部を助成。

延187回　延186.5時間

（計画推進）

概要・実績
R5

410 53

R5実績： 2件

産後1歳未満の産婦を助産師が訪問し、授乳指導
やメンタルケア等専門的な支援を行う。また、利用
に係る費用の助成について、対象の拡大を行う。

延人数79人

449

R5実績：

「第2期八幡市子ども・子育て支援事業計画」に基
づき、子育て支援事業の総合的な推進を図る。

R6

240

540

予算
（千円）

13,490
（歳入減含む）

対象　46世帯
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第２章　子どもが輝く「未来のまち　やわた」

第１節 子育て支援

①妊娠・出産・育児サポート

914,790 914,055 1,090,400児童手当支給事業

5,940

利用児童数 延784人

男山地域の地域子育て支援施設「おひさまテラス」
に対し、子育て支援事業費の一部を助成。

育児の援助を行いたい方（有償ボランティア）と援助
を受けたい方との相互援助活動に関する連絡、調
整を行うとともに、ひとり親家庭を対象に援助活動
利用料を助成。（指月児童センター内設置）

登録会員数 418人

子育て世帯の生活安定等を図るため、中学校終了
までの児童の扶養者等に対し定額手当を支給。

5,310

R5実績：

【充実】
地域子育て支援拠点事業費
助成

72,845

R5実績：
支給対象児童実人数 6,979人（令和6
年2月末現在）

4,145 4,025

R5実績：

子育て支援センター運営

【充実】
ファミリーサポートセンター事
業

76,076

市内3か所の子育て支援センターにおいて、育児の
不安解消を目的に、相談や指導、育児支援を実施
する他、子育て中の親子の交流等を促進。

87,000

R5実績：

利用延人数 　23,878人
（あいあい　10,069人 そよかぜ2,048
人　すくすくの杜11,761人）
さくら近隣公園子育てイベント　参加
者約500人

R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

妊娠届出数374人
給付金支給 延724人

『伴走型相談支援』と『出産・子育て応援給付金（や
わたっこ応援給付金）』を一体的に実施。

50,590 45,779 53,270

R5実績：

510

ワークショップ3回開催、参加者28組

子どもとの関わり方を学び、子育てに楽しさを感じる
機会を提供するため、絵本を配布するとともに絵本
を媒体にしたワークショップを開催する。 510 495

具体的事業名 概要・実績

子はたからプロジェクト

出産・子育て応援事業

R5実績：

R5

1,547 1,620
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①妊娠・出産・育児サポート

2

具体的事業名

これまでの取組（総括）

R6 R7
◆新生児訪問による支援
◆乳幼児健康診査の実施及
び受診勧奨
◆乳幼児健診等と併せた各
種相談・教室等の実施

予算
（千円）

概要・実績

726

予算
（千円）

R5

⇒ ⇒◆新生児訪問による支援

子ども・妊産婦の保健体制の充実 健康福祉部、こども未来部

R8

生後4ヵ月までの乳児がいる家庭を訪問し、身体計
測、育児相談を実施。

延187回　延186.5時間

R5実績： -

R6

実施 18回　受診率 93.3％

主な３年間の取組（総括）

10ヵ月児とその保護者を対象に、発達観察、育児
相談、離乳食指導、ふれあい遊び指導を実施。

子育ての不安等の解消に向け、妊産婦、乳幼児への家庭訪問や乳幼児健康診査など、母
子保健事業の充実を図るとともに、乳幼児健診の受診率向上に取り組む。また、産前産後
期間の国民健康保険料を免除するなど、子育て世帯への支援を強化する。

15,47610,270

4ヵ月児とその保護者を対象に、子どもの内科健
診、発達観察、育児相談、離乳食指導を実施。

R5実績：

53

産後1歳未満の産婦を助産師が訪問し、授乳指導
やメンタルケア等専門的な支援を行う。また、利用
に係る費用の助成について、対象の拡大を行う。 410

延2件

R5実績：

ﾏﾀﾆﾃｨｽｸｰﾙ 延6回　84人参加

R5実績：

妊婦を対象に、マタニティスクールを開催。

R5実績：

1歳8ヵ月児とその保護者を対象に、子どもの内科健
診と歯科検診、発達観察、育児相談等を実施。

R5実績：

子育て世帯の仲間づくり・心身の健康づくりの場とし
て、運動と交流をセットとした教室（オンライン含む）
を開催。

R5実績：

【充実】
産後ケア事業
（訪問型）【再掲】

449

R5実績：

【新規】
1ヵ月児健康診査助成

医療機関で実施される1ヵ月頃の乳児を対象とした
身体計測、内科健診等を助成。

産前・産後ヘルパー派遣事業
【再掲】

家事や育児を行うことが困難な家庭にヘルパーを
派遣し、生活面の支援等を行う。 756 714

R5実績：

決算見込
（千円）

延6回　延24人参加

健幸スマイルスタジオ

⇒⇒

⇒⇒
◆乳幼児健康診査の実施

及び受診勧奨

◆乳幼児健診等と併せた
各種相談・教室等の実施

10ヵ月児育児健康相談

実施 13回　受診率 92.8％R5実績：

実施 12回　受診率89.9％

1歳8ヵ月児健康診査

こんにちは赤ちゃん訪問

4ヵ月児健康診査

3歳6ヵ月児とその保護者を対象に、子どもの内科健
診と視力検査（屈折検査）、歯科検診、発達観察、
育児相談等を実施。

マタニティスクール開催

実施 16回　受診率98.2％

訪問実施率 92.7％

12,597

3歳児健康診査
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397人に実施

223

小児神経科医による問診や診察、指導保健師によ
る問診、計測、育児相談を実施。

240

R5実績：

444人に実施

-

28,019

予算
（千円）

192

42

R5実績：

1,270

36,230

R5実績：

2件

503

実施 6回　受診者 延24人

妊娠中の口腔を良好に保つことで早産や低体重児
出産の予防を図る観点から、妊娠中の口腔内の診
察等費用の一部を助成。

予算
（千円）

決算見込
（千円）

29,976

産前産後期間の国民健康保険料を免除することに
より、子育て世帯の保険料負担を軽減する。

きこえの障がいを早期に発見し支援することで、子
どもの言語の発達や母子関係の構築等を促すこと
を目的に、新生児聴覚検査費用の一部を助成。

病児保育を実施する医療機関に対し事業費の一部
を助成するとともに、病児保育を利用する低所得世
帯等に対し利用料を助成。病児保育事業

妊婦保健指導事業
（健康診査）

1,487 1,296

R5実績：

460 -

R5実績：

7,572

延218人利用、延12件助成

8,610

R5実績：

8,600

産後うつの予防や新生児への虐待予防等を図る観
点から、出産後間もない時期の産婦に対し、健康診
査を行う。 2,830

520

R5実績：

2,127 2,780

R5実績：

新生児聴覚検査費用助成

産前産後の国民健康保険料
免除

1,000

948

軽減　38件

265人に実施

乳幼児発達クリニック

【充実】
産後ケア事業
（宿泊型）【再掲】

出生から生後4ヵ月までの産婦とその乳児が医療機
関に宿泊し、母体・乳児のケア、育児支援を受け
る。また、利用に係る費用の助成について、対象の
拡大を行う。

223

妊婦保健指導事業
（歯科検診）

具体的事業名
R6

308

産婦保健指導事業
（健康診査）

-

R5
概要・実績

【新規】
妊婦保健指導事業
（初回産科受診）

住民税非課税世帯の妊婦に対し、医療機関での初
回妊娠判定検査に要した受診料の一部を助成。

73人に実施

妊婦健康診査を実施するとともに、ハイリスクな妊婦
への指導等を行う。

100

R5実績： -
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3 相談・支援体制の充実

これまでの取組（総括）

健康福祉部、こども未来部

具体的事業名 概要・実績

R5

予算
（千円）

◆ヤングケアラー支援事業 ⇒ ⇒

予算
（千円）

⇒

⇒⇒

決算見込
（千円）

◆児童発達支援事業推進
（民間法人による運営）

◆相談体制の充実及び児童
虐待防止の推進

（各機関における役割認識
と連携強化及び児童相談所
との機能強化並びに「子ども
家庭センター」設置）

R6

主な３年間の取組（総括）

◆相談体制の充実及び児童
虐待防止の推進
・虐待対応の基本等の周知
◆児童発達支援事業推進
・児童発達支援ｾﾝﾀｰ整備
・事業の民営化実施

◆就学相談発達検査 ⇒ ⇒

相談件数　809件
児童虐待防止啓発講演会75人参加
要保護児童訪問支援　24回

18,070

R8

ヤングケアラー支援事業【再
掲】

法令上の定義がない「ヤングケアラー」の社会的認
知度向上及び気付きの体制を構築するため、関係
機関における研修等を実施。 342

R7

R5実績：

家庭相談員による相談支援を随時行うほか、要保
護児童の訪問支援や一時的に養育困難になった
子どもの保護、児童虐待に係る啓発、等を行う。

⇒

家庭児童相談室運営 12,314 10,906

全ての妊産婦、子育て世帯、こどもに対し、母子保健・児童福祉の両機能が一体的に相談
支援を行う機関として、「子ども家庭センター」を設置し、切れ目なく、漏れなく対応する。家
庭児童相談室においては相談支援や児童虐待の防止啓発に努めるとともに、要保護児童
対策地域協議会のネットワークを活用し、課題に応じた適切な対応を行う。

1,530

3,600 3,600

6,500

R6

0 114

経済的理由等により出産が困難な妊婦の助産施設
入所に係る費用の一部を助成。 6,500

R5実績：

5,741

R5実績：
開催0回（別事業において実施したた
め）

助産施設入所費助成

助産費助成10人

ｿｰｼｬﾙｽｷﾙﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ15回延119人
親子教室15回延28人　ペアレントト
レーニング13回延29名

3,600

1,530

223

1,221

R5実績： 利用 102人

R5実績：

－

R5実績： 運営助成

発達障害児等早期療育支援
事業

社会福祉法人への委託により、発達障がい児を対
象としたトレーニング等を実施。

【R5終了】
児童発達支援センター施設運
営助成

運営開始後に施設事業が軌道に乗り、支援の推進
が図れるよう運営費用を助成。 2,700 2,700

乳幼児発達クリニック
【再掲】

小児神経科医による問診や診察、指導保健師によ
る問診、計測、育児相談を実施。 223 192

R5実績： 実施 6回　受診者延24人

京都府立八幡支援学校放課
後等健全育成事業助成

京都府立八幡支援学校において、放課後及び長
期休暇期間に障がいのある子どもの活動の場を提
供する社会福祉法人に対し助成。
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230

給付 6,273件

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

R5

障がい児の通所サービス利用等に係る費用や通所
医療費等の一部を給付。

153

助成 4件

軽・中等度難聴児支援事業

427,200 412,553 416,160

129

R6

R5実績： 実施なし

難病患者で身体障害者手帳を持たない児童を対
象に、日常生活用具を給付。 230

障害児施設措置

90

身体障害者手帳を持たない18歳未満の難聴児に
対し、補聴器の購入・修理費の一部を助成。 170

小児慢性特定疾病児童日常
生活用具給付事業

R5実績：

具体的事業名 概要・実績

就学相談発達検査

「談活」プロジェクト
【再掲】

地域単位で構築した絆ネットワークを基盤に、地域
福祉における連携と担い手づくりを進めるための座
談会を、社会福祉協議会と連携し実施。 3,863

264

R5実績： 検査 23件

保護者が子どもの発達や特性に応じて就学先を選
択できるよう民間事業者による就学相談発達検査を
実施。 200 115

3,773 3,879

R5実績： 座談会開催 17回

R5実績：

36



第２章　子どもが輝く「未来のまち　やわた」

第１節 子育て支援

①妊娠・出産・育児サポート

4 ひとり親家庭支援の充実 健康福祉部

母子福祉事業

母子福祉の推進を図る「一路会」及び「綴喜連合母
子会」に対し、活動費を助成。 470 456

具体的事業名

470

R5実績： 活動助成

R5 R6

予算
（千円）

概要・実績 決算見込
（千円）

保護が必要な母子家庭を母子生活支援施設へ入
所させるとともに、生活指導・助言を行い、入所世帯
の自立支援を図る。 20,000

予算
（千円）

20,958 16,000

R5実績： 施設入所 5件

⇒

R6 R7

様々な課題を抱えるひとり親家庭の自立と生活の安定を図るため、就業に有利な資格取得
の支援や医療費助成など、経済的支援に引き続き取り組むとともに、母子福祉活動を行う
団体の活動支援を行う。

◆ひとり親の就業支援
◆母子福祉団体への活動支
援
◆ひとり親家庭への医療費助
成

これまでの取組（総括）

◆ひとり親の就業支援

◆ひとり親家庭への医療費
助成

◆母子福祉団体への活動
支援

⇒ ⇒

⇒ ⇒

R8

⇒

主な３年間の取組（総括）

児童扶養手当支給

父母の離婚等により、父または母と生計を同じくして
いない児童を養育している人を対象に、手当を支
給。 354,000 352,020 360,000

R5実績： 支給延人数　12,814人

母子家庭等対策総合支援

ひとり親家庭の自立支援を目的に、雇用促進を図
るための支援事業を実施。 5,320 4,835 4,340

R5実績： 高等職業訓練 4件　自立支援 5件

ひとり親家庭医療給付
【再掲】

高校卒業相当時点までのひとり親家庭の児童及び
その親に対して医療費一部負担金を給付（所得制
限あり）。 70,010 69,686 72,300

R5実績： 受診件数 延23,708件

母子生活支援施設入所支援
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②就学前教育・保育の充実

1

【充実】
民間保育園振興

民間保育園の振興を図るため、運営費や人件費、
保育内容充実に係る各種事業費の一部を助成。 130,990 133,096 133,190

R5実績： 17事業実施　助成5園　委託1園

施設等利用給付
（保育認定）

幼児教育・保育の無償化に伴い、一定の要件のも
と、預かり保育事業等の利用料を助成する。 6,983 5,470 6,323

R5実績： 給付　延　700人

民間保育園運営

就学前施設の充実を図るため、民間保育園の運営
を社会福祉法人等への委託により実施。また、つぼ
み保育園（京都市）へ広域入所を委託。 755,150 748,585 709,800

R5実績： 6園運営　児童数　延　7,268人

【充実】
公立保育園運営

公立保育園において、保育内容の充実を図るととも
に、若手保育士への巡回相談支援や園児の安全
確保に向けた緊急連絡網メールの配信を実施。 775,915 747,830 710,020

R5実績： 4園運営 児童数  延　4,743人

【充実】
民間認定こども園振興

民間認定こども園の振興を図るため、運営費や人
件費、教育・保育内容充実に係る各種事業費の一
部を助成。 105,800 103,774 111,450

R5実績： 18事業実施　助成　5園

民間認定こども園運営

就学前児童への一体的な教育・保育の提供を図る
ため、民間認定こども園化を促進するとともに、児童
入園に係る費用の一部を助成。 667,870 651,049 639,500

R5実績： 6園運営　児童数 延　8,010人

【充実】
公立認定こども園運営

就学前児童への一体的な教育・保育の提供を図る
ため、公立認定こども園を運営（有都こども園）。 94,289 93,138 294,270

R5実績： 1園運営　児童数 延　1,032人

就学前教育・保育の充実 こども未来部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

職員の知識と技能の向上を図るとともに、公立就学前施設の再編を通じた園児の適正規模
と職員の確保、認定こども園化による機能面の強化や教育・保育内容の充実を図る。加え
て、円滑な就学を図るため、幼小の連携に取り組む。

R6 R7 R8

◆公立就学前施設運営

◆職員等研修実施

◆小学校への円滑な移行を
促進（体験入学等）

⇒ ⇒

⇒ ⇒

◆民間保育園・認定こども園
運営及び振興

⇒ ⇒

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

⇒ ⇒

◆みどりの園庭づくり推進 ⇒ ⇒

◆民間保育園の認定こども園
化促進
◆教育・保育内容の充実化推
進
◆職員等研修実施
◆小学校への円滑な移行

促進（体験入学等）
◆幼児教育・保育の無償化の
円滑な導入及び副食費減免
事業費補助金の創設
◆国・府補助事業に基づく新
型コロナウイルス感染症対策
の実施
◆わかたけ保育園・橋本幼稚
園園庭、みその保育園敷地内
芝生化

（南ケ丘第二保育園・有都こ
ども園プール改修等）

（公立幼稚園預かり保育の時
間拡大・プレ保育導入）
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第２章　子どもが輝く「未来のまち　やわた」

第１節 子育て支援

②就学前教育・保育の充実

7,810 0

R5実績： ロッカー、絵本ラック等整備

みどりの園庭づくり事業
【再掲】

子どもの体力向上や遊びの多様化を図るとともに、
ウォーカブルシティへの先駆けとなるよう、公立就学
前施設園庭の芝生化を図る。 1,000 845 0

R5実績： みその保育園敷地内芝生化

京の木香る園づくり事業

子どもたちが木の香りや温もりを肌で感じることがで
きるよう、公立就学前施設において、府内産木材を
使用した備品を整備する。 8,400

幼小架け橋プロジェクト

円滑な小学校教育への移行を図るため、小学校入
学後のスタートカリキュラムや入学前のアプローチ
カリキュラムの作成に向けた研究・検討を行う。 0 0 0

R5実績： プロジェクト推進

体験入学事業

円滑な小学校教育への移行を図るため、小学校と
幼稚園・保育園が協働し、就学前幼児を対象とした
「小学校のまなび」に関する体験授業等を行う。 159 111 159

R5実績： 508人中、市立小学校入学者462人

公立就学前施設の再編
【再掲】

公立の就学前施設を再編し、運営の効率化と教
育・保育内容の充実を図る。併せて必要な施設整
備等を行う。 0 0 0

R5実績： 一部再編に向けた環境整備等

私立幼稚園助成

私立幼稚園を対象に、健康診断等に係る費用の一
部を助成。 880 584 850

R5実績： 助成 3園

私立幼稚園運営

子ども・子育て支援新制度へ移行した市外の広域
入所受入を行う幼稚園に対し、市内就学前児童の
通園に係る施設型給付費を給付。 2,360 2,420 6,150

R5実績： 1園運営　児童数 延  48人

施設等利用給付
（教育認定）

幼児教育・保育の無償化に伴い、一定の要件のも
と、保育料等の利用料を助成する。 38,280

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

33,522 28,560

R5実績： 給付　延　1,390人

【充実】
公立幼稚園管理運営

公立幼稚園において、就学前の子どもの教育内容
充実を図るとともに、預かり保育等を実施。 182,714 176,020 128,540

R5実績： 4園運営　園児数 延　1,304人

公立幼稚園教職員等研修

指導力向上や学級経営等に係る幼稚園教職員等
への研修を実施。 450 345 270

R5実績： 幼稚園・こども園教育研究会開催
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第１節 子育て支援

②就学前教育・保育の充実

2 公立就学前施設の再編 こども未来部

◆基本方針に基づく認定こど
も園化・施設統廃合の検討

◆認定こども園化推進委員
会の開催

⇒ ⇒

◆公立保育園・幼稚園の認定
こども園化の検討
◆公立保育園・幼稚園の統廃
合推進
◆保護者等説明
◆みやこ保育園廃園（R3.4.1)
◆「八幡市立就学前施設再編
の基本方針」策定

少子化が進行する中において、施設数の適正化及び１施設あたりの園児数の維持を図ると
ともに、職員体制の充実による園運営の安定化を図るため、「八幡市立就学前施設再編の
基本方針（令和3年10月策定）」に基づき、公立就学前施設の再編を推進する。

R6 R7

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

R8

・八幡幼稚園廃園
（みその保育園に統合して認
定こども園に移行し、やわた
こども園を開設）
・八幡第二幼稚園廃園
・八幡第四幼稚園廃園
（八幡第三幼稚園に統合し、
さくら幼稚園を開設）

⇒⇒

公立就学前施設の再編

公立の就学前施設を再編し、運営の効率化と教
育・保育内容の充実を図る。併せて必要な施設整
備等を行う。 0 0 0

R5実績： 一部再編に向けた環境整備等

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）
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第２節 子どもの生きる力の育成

①学校教育

1

【充実】
学校給食運営

全小中学校において市直営による完全給食を実施
するとともに、給食費の段階的な無償化を推進す
る。また、食材を通して地域への理解を深めるた
め、地域の食材を使った献立を実施。

八幡市教育大綱推進

（学習支援員配置）

◆教育大綱推進 ⇒⇒

220,420

R5実績： 学校等訪問 10日

教育委員会の運営を行うとともに、教育委員会広報
紙等の発行による活動報告及び事務事業評価を実
施。 222,700 216,475

216,475 220,420

R5実績： 大綱推進、新大綱策定

456,380
R5実績：

市立小学校の運営を行う。

R5実績：
司書配置 小学校8人 中学校2人
購入 小4,139冊 中2,968冊

学校教育の充実 政策企画部、建設産業部、こども未来部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆新教育大綱策定
◆学習環境充実に向けた人
的支援
・学習支援員配置
・ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ配置
◆各種体験活動等推進
◆八幡浜市との交流実施
◆学校保健特別対策事業

市の教育文化振興等に関する総合的な施策の目標等を定めた八幡市教育大綱に基づく
取組を推進する。また、学力の向上及び子どもの生きる力の育成を図るため、学習環境の
充実に向けた人的支援（学習支援員の配置等）や各種体験活動の実施、スポーツ活動・部
活動への支援に継続的に取り組むとともに、学校給食費の段階的な無償化を推進する。さ
らに、教職員等への研修の充実に取り組む。

R6 R7 R8

◆学習環境充実に向けた
人的支援

◆八幡浜市との交流実施 ⇒ ⇒

（ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ配置）

◆各種体験活動等推進 ⇒ ⇒

⇒ ⇒

149,840
R5実績：

運営 4校60学級
1,619人（R5.5.1現在）

児童生徒の国語力向上に向け、小中学校図書館
に図書館司書を配置し読書活動の推進を図るととも
に、図書資料の充実を図る。 39,701 39,935

市立中学校の運営を行う。

143,489

115,416

八幡市総合教育会議

市長と教育委員会が教育大綱や重点的に講ずべ
き施策等について、意思疎通を図り、教育の課題
やあるべき姿を共有し、教育行政の推進を図る。 0 0

小学校運営

教育委員会及び事務局運営

学校図書運営

137,364

429,857 412,280

中学校運営

運営 8校140学級
3,126人（R5.5.1現在）

R5実績：
給食実施、物価高騰に係る給食費補
助小学校1食30円、中学校1食40円

75,21378,680

38,570

具体的事業名

市の教育文化振興等に関する総合的な施策の目
標等を定めた方針に基づき、各種施策を推進す
る。 222,700

0

R5実績： 開催 3回

概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）
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第２節 子どもの生きる力の育成

①学校教育

小中学校安全対策

全小学校5年生を対象に、現役・ＯＢのスポーツ選
手が自らの実体験を基に「夢先生」として行う講義・
実技指導を実施。（日本サッカー協会へ委託）

学力向上推進事業
（ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ配置）

夢の教室実施事業

児童生徒及び教職員の防犯意識向上に向け、小
学校1年生・4年生を対象とした危機管理プログラム
研修及び各小中学校での防犯訓練を実施。 1,016 859

実績なし

【R5終了】
文化体験活動推進

小中学校の希望校を対象に、地域の伝統や文化を
大切にする心や豊かな人間性をはぐくみ、未来の
創り手となるよう育成を行う。仕事体験活動は令和4
年度に廃止。

R5実績： 職員研修実施、対象児童　983人

670

R5実績：
八幡浜市で交流実施（令和5年8月16
日～18日）

958

学力向上推進事業
（学習支援員配置）

学力向上推進に向けた学習環境充実の取組とし
て、全小中学校に学習支援員を配置し、指導体制
の充実を図る。

八幡市・八幡浜市中学生交流
事業【再掲】

郷土に対する誇りと魅力を再認識し、豊かな人間性
や社会性を育むことを目的として、二宮忠八翁の縁
でつながる愛媛県八幡浜市と本市の中学生による
体験活動を通じた交流を行う。 1,140 1,040

外国人指導助手派遣

小・中学校における英語能力の向上及び国際理解
教育の推進に向け、外国人指導助手を派遣。

3,600

12,580

学校改革推進事業

学校改革プランに基づき、コーディネーターの配置
による小中一貫教育の推進を図るとともに、「子ども
会議」を開催し、市長への提言を実施。 3,500

学力向上推進事業（機動的
児童生徒個別支援事業）

学習環境充実の取組として、困難な家庭環境にあ
る生徒の生活習慣改善と学習習慣定着に向け、全
中学校へスクールソーシャルワーカーを配置。

【R5終了】
eスクール構想
（教育モデル推進事業）

学力向上推進事業
（英語検定受験支援）

R5実績：
CRT購入 小学校 3,086人分

　　　中学校1,616人分

配置 4人（うち市単独 2人）

3,730

R5実績： 子ども会議開催 9回

小中学校での教育モデル推進に向け、基礎学力の
把握を行う学力到達度テスト（CRT）の実施や学校
評価システムの活用による授業改善等を行う。

2,200 2,121 2,660

R5実績： 小学校7校で実施

R5実績： 配置 54人

30,568

13,600

R5実績： 派遣 小学校2人 中学校4人

学力向上推進に向けた学習環境充実の取組とし
て、中学校生徒の英語検定受験に係る受験料を負
担。 3,775 3,712

12,032

80

2,882

-

3,865

31,364

0 -

R5実績：

R5

予算
（千円）

予算
（千円）

決算見込
（千円）

概要・実績

各校の課題に応じて、緊急的な対応ができる環境
を整備することを目的に、必要に応じて非常勤講師
を配置する。 0 525

具体的事業名

23,957

R5実績：

3,858 3,876

R5実績：

延べ3人配置

5,180 4,925

R6

1,800

R5実績： 受験生徒数1,078人
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UDフォント使用

生徒誰もが文字を読みやすくなるよう、文字の形が
分かりやすく誤読が少ないフォントを使用する。 321 321

小学校体育連盟事業助成

児童の陸上運動を通じた親睦と交流を図るため、
小学校体育連盟に対し、府立山城総合運動公園で
開催される記録会及び駅伝競走大会への参加費を
助成。

小中学校において、文化・スポーツに精通した社会
人等による学習支援・部活動指導等を実施。

具体的事業名 概要・実績

中学校部活動支援

R5実績：
派遣　小学校延べ295回

　中学校延べ473回

【R5終了】
楽しい学校づくり支援事業
（小学校）

「楽しい学校」づくりに向け、各小学校において、独
自企画や国府等の事業活用によるスポーツ・文化
芸術活動等の取組を支援。

地域部活動検討委員会を設置し、中学校における
部活動の地域移行に向けた検討を行う。

社会人等による学習支援

陸上交歓記録会のみ実施
その他２大会は今年度大会廃止

農業体験

R5実績： 小学校1校で実施

R5実績： 検討委員会3回実施

予算
（千円）

小学校児童を対象に、八幡農業ボランティアの会
の協力を得て農業体験学習を実施する。

研修 12回

中学校吹奏楽研究会助成
中学校・高等学校の吹奏楽研究会に対し、演奏会
等の開催経費を助成。

中学校体育連盟事業助成

中学校の交流とスポーツ振興・競技力向上を促進
するため、中学校体育連盟に対し、八幡市中学校
体育大会（春季・夏季・秋季）及び綴喜地方大会の
施設使用料を助成。

対象 208人

1,366 1,355 1,341

R5実績： 全小中学校で実施

655 840

R5実績：

1,612 1,503 2,100

1,290 1,212 1,360

【充実】
水泳指導民間委託

小学校における水泳指導を民間スポーツクラブに
委託することにより指導内容の充実を図る。

R5実績：

530 509 803

R5実績： くすのき、さくら、南山小学校で実施

2,239 1,560 2,874

R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

4,250 3,890 4,550

R5実績： 上位大会参加者助成40件

中学校での部活動の振興を図るため、施設使用料
や上位大会参加費の助成及び備品整備を行う。

7,040 6,245 13,860

620

地域部活動検討

720

R5実績： 対象 1,068人

620

R5実績： UDフォント導入

1,100 1,100 1,100

R5実績：

238

教職員等研修

学力向上、学級運営、地域連携・ふるさと意識の推
進を図るため、小中学校教職員及び養護教諭、給
食調理員を対象とした研修等を実施。 860

1,860 783 -

R5実績： 小学校6校で実施

hyper-QU

学級生活における課題解決を図るため、各小・中学
校において「よりよい学校生活と友達づくりのアン
ケート」を実施し、児童・生徒の状況把握及び適正
な指導・支援を実施。
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2

（さくら・橋本小学校）

◆中学校施設設備等整備 ⇒ ⇒

◆子ども達の学習環境整備 ⇒ ⇒

◆みどりの校庭づくり事業

（橋本小学校）

・中学校エレベーター設備等
整備　(男山東学校) （男山東・男山第二中学校）

（男山第二・男山第三中学
校）

・中学校グラウンド改修
(男山第二中学校) （男山第二・男山東中学校） （男山東中学校）

◆小学校施設設備等整備 ⇒ ⇒

⇒ ⇒

◆学校施設等長寿命化計画
策定・推進
・中学校長寿命化改良設計業
務
　（男山第二中学校）
・屋内運動場空調設備等整
備
(小学校6校)
・屋内運動場空調設備等整備
設計業務
(八幡小・有都小)
・トイレ大規模改造工事
(南山小・さくら小)
・小学校給食室改修工事
（八幡小学校）

・小学校特別教室空調設備整
備工事
　（美濃山小学校）
◆小学校施設設備等整備
・橋本小学校芝生化工事
◆中学校施設整備等整備
・東中廊下改修
・東中防球ネット改修工事
◆子ども達の学習環境整備
・小中学校手洗い場等非接
触型水洗化

適切な教育環境の整備に向け、各小学校・中学校の施設管理・補修を行うほか、老朽化対
策を実施する。加えて、学校施設長寿命化計画の改訂に着手する。

R6 R7 R8

◆学校施設等長寿命化計画

（計画改訂の準備） （計画改訂） （実施計画の推進）

・中学校長寿命化改良
（男山第二中学校）

・小学校屋内運動場空調設
備等整備
(八幡・有都小学校)

・小学校トイレ大規模改造
(中央小学校) （中央・橋本小学校）

160,000

013,800

市立中学校について、必要に応じ施設改修等の整
備を行う。

0

R5実績：

153,267 10,200

R5実績：

153,287

大規模改造工事（さくら小）

具体的事業名

学校施設等長寿命化計画策
定・推進

小学校整備

小学校屋内運動場空調設備
等整備

小学校トイレ整備

老朽化が著しく、洋式化率の低い小学校につい
て、乾式化、洋式化等の改修を実施。

実績なし

予算
（千円）

R5実績： 防球ネット改修（東中）

R5実績：

中学校整備

R5実績：

206,000

0

建設産業部、こども未来部

0

概要・実績
R5

決算見込
（千円）

予算
（千円）

主な３年間の取組（総括）

学校教育環境の整備

これまでの取組（総括）

（橋本小学校）

・小学校給食室改修
(さくら小学校)

八幡市公共施策等総合管理計画の基本方針に基
づき、学校施設等の長寿命化計画を推進。 0 0

12,713

市立小学校について、必要に応じ施設改修等の整
備を行う。 0

計画推進

児童の熱中症対策及び避難所としての環境整備に
向け、小学校屋内運動場等の空調設備の整備を実
施。 192,728

中央小・美濃山小学校整備

R6
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R6

予算
（千円）

0

169,267

中学校長寿命化改良

R5実績： 橋本小学校校庭芝生維持管理

給食室改修工事（八幡小）

乾式化が未実施の給食施設について、改修を実
施。

具体的事業名 概要・実績
R5

4,950 4,835

ICT支援員配置、システム保守委託
休業時貸出用ルータ通信費

213,065

みどりの校庭づくり事業
【再掲】

児童用机天板交換

小学校の学習環境の整備を図るため、児童用机天
板の府内産木材化を実施。

体育館長寿命化改良工事（男山第二
中）

R5実績：

決算見込
（千円）

R5実績： 市内中学校3年生593台導入

長寿命化計画に沿って、原状回復だけでなく、機
能・性能の向上も目的として目標耐用年数８０年の
中間年が経過した際に実施。 133,000

R5実績：

予算
（千円）

167,880 9,500

884 1,305

44,800

子どもの体力向上や遊びの多様化を図るとともに、
ウォーカブルシティへの先駆けとなるよう、校庭の芝
生化を図る。

GIGAスクール構想

新たな学びためのICT教育環境の充実のため、児
童生徒1人1台の端末配備と全小中学校の高速ネッ
トワーク整備等を行う。 40,117 46,500

961

R5実績：

214,600

小学校給食室改修
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3

概要・実績 予算
（千円）

スタディサポート教室（鳩嶺教室）、教育支援教室(さつき)を継続実施する。また、療育支援
の中心となる児童発達支援センターによる総合的な支援体制を整備し、継続して生徒や就
学前の幼児をもつ保護者の電話等による教育相談を実施する。さらに、日本語指導を必要
とする児童生徒に対して支援員等の派遣によるサポートを行う。加えて、特別支援教育支
援員の配置を継続実施し、「学びの土台」となる認知機能を高めるためのアプリや特別支援
教育ソフトの導入、不登校生徒専用の教室として校内支援センター（スペシャルサポート
ルーム）を設置することで、きめ細かな教育・指導に取り組む。

◆学力向上推進事業（多様
な学びの場充実・「学びの土
台」育成）

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

◆教育支援センター運営

◆就学援助

◆八幡市いじめ防止対策
委員会開催

不登校解消に向けた学校との連携や不登校児童
生徒の学校復帰のための「さつき教室」を運営。

決算見込
（千円）

障がいのある児童生徒を対象に、学校生活上の介
助や学習支援を行う「特別支援教育支援員」を配置
及び特別支援教育ソフトウェアの導入により特別支
援教育の充実を図る。

15,320

R5実績： 配置21人

17,390

⇒

【充実】
特別支援教育支援員事業

63,47054,779 52,387

360

13,538

委員会 1回開催

28

R5実績：

R5実績：

R6

55,104 60,790

◆スタディサポート教室
（鳩嶺教室）実施

R8

⇒見直しに基づく施策の実施

スタディサポート教室
（鳩嶺教室）

経済的に困難な家庭の小学4年生以上の児童及び
中学生を対象に、民間教育機関による学習機会を
提供。 61,320

具体的事業名

R5実績：
ｿｰｼｬﾙｽｷﾙﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ15回延119人
親子教室15回延28人　ペアレントト
レーニング13回延29名

発達障害児等早期療育支援
事業【再掲】

社会福祉法人への委託により、発達障がい児を対
象としたトレーニング等を実施。

1,530 1,221 1,530

受講者　小学生66人、中学生139人

R5

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆スタディサポート教室（鳩嶺
教室）実施
◆教育支援センター運営
◆八幡市いじめ防止対策委
員会開催
◆民間による児童発達支援事
業実施
◆就学援助
◆特別支援教育就学奨励

⇒

⇒ ⇒

◆民間による児童発達支援
事業実施

⇒

予算
（千円）

R6 R7

◆特別支援教育就学奨励 ⇒ ⇒

配慮が必要な子どもへの支援体制の整備 健康福祉部、こども未来部

八幡市いじめ防止対策委員
会

「八幡市いじめ防止基本方針」に基づく対策の推進
に向け、小中学校における問題行動の未然防止・
早期発見及び対処等に必要な調査・審議を行う「八
幡市いじめ防止対策委員会」を設置・開催。

教育支援委員会運営

心身に障がいのある児童・生徒、就学前の教育相
談及び特別支援教育に対する啓発活動を実施。 362570

さつき教室通級児童・生徒の学校復
帰率 80％

600

R5実績：

360

教育支援センター運営

R5実績：

相談 89件

46



第２章　子どもが輝く「未来のまち　やわた」

第２節 子どもの生きる力の育成

①学校教育

具体的事業名
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

概要・実績 予算
（千円）

特別支援教育就学奨励

特別支援学級に在籍する児童生徒の保護者に対
し、学用品費や給食費、新入学学用品費などの援
助を行う。 2,996 2,758 3,578

R5実績：
支給人数
児童75人、生徒17人

就学援助

経済的理由によって就学困難な児童生徒の保護者
に対し、学用品費や給食費、新入学学用品費など
の援助を行う。

113,424 119,847 103,151

R5実績：
支給人数
要保護：児童13人、生徒12人
準要保護：児童837人、生徒438人

【新規】
学力向上推進事業（多様な学
びの場充実）

【新規】
学力向上推進事業（「学びの
土台」育成）

不登校生徒のための教室として校内支援センター
（スペシャルサポートルーム）を設置、非常勤講師と
支援員を配置することで、不登校生徒への支援体
制を強化する。

- - 25,470

R5実績： -

記憶、言語理解、推論等のトレーニングを行うアプリ
を活用し、児童・生徒の学習の土台となっている認
知機能を高めることで、学習に対してより良い効果
を生み出す。

- - 430

R5実績： -

学力向上推進事業（日本語支
援員・母語通訳者派遣）

日本語指導を必要とする児童生徒に対する日本語
指導のための支援員の派遣や、保護者対応のため
の母語通訳者を派遣する。 840 795 1,000

R5実績：
日本語支援員・母語通訳者派遣　延
201回

【R5終了】
児童発達支援センター施設運
営助成【再掲】

運営開始後に施設事業が軌道に乗り、支援の推進
が図れるよう運営費用を助成。 2,700 2,700 －

R5実績： 運営助成
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1

南ケ丘教育集会所管理運営・
学習活動推進

南ヶ丘教育集会所の学習支援活動。
34,376 33,965 35,180

R5実績： 児童生徒の学習支援

やわた放課後学習クラブ運営

自学自習力と学習意欲の向上を図るため、小学校
5・6年生を対象に、市内全小学校において週2回学
習の場を提供及び支援を実施。 8,400 8,263 9,190

R5実績：
水曜日参加人数　延3,205人
土曜日参加人数　延2,426人

地域による寺子屋事業（家庭
学習応援）

地域のボランティアによる放課後の学習支援や支
援コーディネータによる家庭への働きかけにより、学
力向上と家庭における教育への意識向上を図る。 1,700 754 1,770

R5実績： 2箇所　参加人数　延1,238人

児童センター等運営

児童の健康増進や豊かな情操を育むため、市内6
か所の児童センター等において放課後の遊びの場
や機会を提供。 57,620 51,100 63,000

R5実績： 利用者数 延24,697人

放課後児童健全育成事業

保護者が労働等により昼間家庭にいない小学校児
童の健全育成を図るため、小学校内や児童セン
ターなど市内9施設において居場所の提供や学習
支援等を実施。

203,162 199,797 226,740

R5実績： 9施設　利用者 延152,652人

新・放課後子ども総合プラン
推進

「放課後児童健全育成事業」と「やわた放課後学習
クラブ」の連携を図り、一体的な居場所・学習の場
の提供に向け取り組む。 0 0 0

R5実績：
放課後児童クラブを含む３年生及び４
年生対象の特別講座を実施

◆地域による寺子屋事業実
施

⇒ ⇒

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

◆放課後児童健全育成
事業実施

⇒ ⇒

放課後における児童の健全育成 こども未来部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆新・放課後子ども総合プラ
ン推進
◆放課後児童健全育成事業
実施
◆やわた放課後学習クラブ運
営

すべての児童が放課後を安全・安心に過ごし、多様な体験・活動を行うことができるよう、令
和５年度をもって終了した「新・放課後子ども総合プラン」の理念や目標等を踏まえ、まとめ
られた国の「放課後児童対策パッケージ」を活用し、放課後児童健全育成事業と「放課後
学習クラブ（京のまなび教室）」の連携を促進するなど、総合的な放課後対策の計画的な整
備等を推進し、取組の充実を図る。また、地域のボランティアによる放課後の学習支援や支
援コーディネータによる家庭への働きかけにより、学力向上と家庭における教育への意識
向上を図る。

R6 R7 R8

◆放課後の居場所・学習の
場づくりの推進

⇒ ⇒

◆やわた放課後学習クラブ
運営

⇒ ⇒
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2

青少年活動事業
（ふれあい交流事業開催）

障がい児と幅広い世代の地域住民やボランティアと
の交流を目的に、文化・スポーツを通じた交流事業
を実施する。 280 197 260

R5実績： 参加者 19人

少年少女合唱団事業

小学校1年生から中学校3年生までの児童生徒で
編成する少年少女合唱団に対し、練習等活動費の
一部を助成。 1,170 1,105 1,170

R5実績： 団員 9人

二十歳のつどい開催

新二十歳による実行委員会を組織し、二十歳のつ
どいの式典を開催する。 1,630 1,533 1,720

R5実績： 参加者 499人

子ども会活動助成

子ども会に対し、活動費の一部を助成する。（一人
当たり400円） 929 819 874

R5実績： 18会　2,046人

ＰＴＡ連絡協議会活動助成

公立幼稚園、小中学校、支援学校等に組織される
ＰＴＡ間の相互連携や活動促進に向け、ＰＴＡ連絡
協議会の活動費の一部を助成。 153 39 153

R5実績： ＰＴＡ 18組織

地域連携教育活動推進事業

小・中学校区地域連携団体に対し、連携事業・学
校支援事業・児童生徒のふるさと体験学習・特別体
験学習の推進に向けた活動費の一部を助成。 4,150 4,150 3,990

R5実績： 助成 12団体

具体的事業名 概要・実績

R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

地域学校協働活動推進事業

全中学校区に設置された各学校支援地域本部に
対し、学校と地域との連携を図る地域コーディネー
ターを配置し、活動経費の一部を助成。 3,060 2,513 4,060

R5実績：
コーディネーター 4人、学校支援地域
本部活動助成 4団体

青少年育成補導委員会活動
助成

青少年の非行防止や健全育成に取り組む青少年
育成補導委員会に対し、活動費の一部を助成。

1,035 1,035 1,035

R5実績：
キャンプ1回 参加者88人
スポーツ大会２回 参加者210人
研修会開催 １回

（青少年育成補導委員会、
ＰＴＡ連絡協議会、学校支
援地域本部への活動助成）

◆青少年活動の促進 ⇒ ⇒

⇒ ⇒

青少年の健全育成 政策企画部、こども未来部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆青少年健全育成団体の活
動支援・人材育成
・青少年育成補導委員会
・ＰＴＡ連絡協議会
・学校支援地域本部への活動
助成
◆青少年活動の促進
・子ども会活動助成等

青少年育成補導委員会やPTA、学校支援地域本部等との連携や活動支援を通じ、青少年
健全育成を支える取組を進め、それを担う人材の育成を図る。

R6 R7 R8

◆青少年健全育成団体の
活動支援・人材育成

（子ども会活動助成等）
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子どもわくわく文化教室

伝統文化である華道・茶道等を通して、自主性・協
調性を備えた心豊かな子どもたちを育むことを目的
に開催する。 450 450 450

R5実績： 年10回開催、参加者 309人

子どもわくわくスポーツ教室

サッカーやバスケット等のスポーツを通して、自主
性・協調性を備えた心豊かな子どもたちを育むこと
を目的に開催する。 761 761 761

R5実績： 実施回数 84回、参加者 延1,703人

青少年の主張大会開催

青少年の主張を発表する大会の開催を通じて、同
世代の意識啓発と多くの方々の青少年に対する理
解と関心を深める。 320 290 300

R5実績： 参加者 191人、発表者 14人

具体的事業名 概要・実績

R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）
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第３章　総括　

＜施策体系＞

第１節 健康で幸せのまちづくり

①

達成
状況

-
◎
○
-
-

※1…次回はやわたスマートウェルネスシティ計画改定時（R9）に取得予定。

※2…市が実施する検診の受診者数を対象とし、社会保険加入者の職域受診は含まない。

②

達成
状況

〇
〇

③

達成
状況

-
△
△
△

※3…次回はやわたスマートウェルネスシティ計画改定時（R9）に取得予定。

第２節 医療・介護の連携

①

達成
状況

◎

-

-
※5…366,000円は後期基本計画策定時の最新数値。

※6…936,600円は後期基本計画策定時の最新数値。

②

達成
状況

〇
〇
◎
○

3 件

6 件

3 件

- 518 770 800

- - 5月中 1,660,000

（R9）

（※3） 50.0

548 4,780 5,000

75.0

2

128,271

19,921

目標値
当初値 （R9）

※4…各年12月末現在。（計画当初値は平成28年12月末現在）

ウォーキングマップの認知率

14

25.7

国民健康保険被保険者1人あたり医療費費用額 円 - 372,144 390,756 366,000の8％増
以内に抑制(※5)

現状値
（R5)

19,400

医療基盤の充実

指標名 単位
計画

121,956

18,101

指標名 単位
計画 目標値

運動公園利用者数 人 18,692

168,000市民スポーツ公園利用者数 人 152,868

交通事故発生件数（歩行者関係事故）（※4） 件 21 17 15

計画 目標値
指標名 単位

-％

指標名 単位
計画 目標値

当初値 （R9）

産官学と地域連携によるコミュニティ運動教室参加者数 人 65 157 800

通所型サービスB事業所設置数

実績

136

前年度

3 8事業所

基本目標 誰もが「健康」で「幸せ」な「健幸のまち　やわた」

めざす姿
市民の誰もが健康に関心を持ち、地域のつながりと自然に健康づくりが進むまちの中で、いきいきと幸せを感じな
がら、健康寿命が延びています。

健康づくり習慣の定着促進

指標名 単位
計画 目標値

当初値 （R9）

健康づくりイベント参加者数 人 2,400 1,089 1,000

がん検診受診率（※2） ％ 15.8

定期的に運動をしている市民の割合 ％ 58.9 （※1）

25.0%

50.0%

25.0%

こ
の
章
の

達
成
状
況

目標値を達成（◎）

未
達
成

「前年度実績」より前進または同値（○）

「前年度実績」より後退（△）

※今年度に現状値を把握することができない指標や現状値が未確定の指標については、母数から除外。

2,488

80

（R5)当初値 （R9）

八幡市あんしんネットワーク事前登録者数 人 3 83 180

人 1,408 2,587 4,500認知症サポーター養成講座受講者数

ハイリスクアプローチの実施件数 件 - 366 447 400

ポピュレーションアプローチの関与件数 件

健康づくりインセンティブ事業参加者数

当初値

現状値
（R5)

現状値
（R5)

現状値
（R5)

2

前年度
実績

前年度
実績

490

3,930

-

13.5

健幸につながるまちの基盤づくり

5月中 17.0

健康づくりインセンティブ事業実施による医療費抑制効果額 千円

地域のつながりを活かした健幸づくり

人

現状値

地域包括ケアシステムの推進

めざす姿

後期高齢者医療保険被保険者1人あたり医療費費用額 円 - 次回回答
936,600の5％増
以内に抑制(※6)

国民健康保険料収納率（現年度分） ％ 92.6

前年度

次回回答 95.0

938,964

94.3

前年度
実績

医療・介護の連携が進み、市民が住み慣れた地域で「幸せ」に暮らし続けられる体制が整っています。

実績

未確定

未確定

未確定

未確定

52



第３章　総括　

基本目標 誰もが「健康」で「幸せ」な「健幸のまち　やわた」

総括（指標の達成状況・今後の方向性）

総合計画検討懇談会の意見

（めざす姿の実現に向けて実施した取組、指標の達成状況）
　令和５年度は、子育て世帯の医療費負担軽減に向けた子育て支援医療助成制度（入院分）の対象年齢拡
充や、入院により収入が減少した国民健康保険被保険者に対する入院傷病手当金の支給開始などに特に取
り組み、指標の状況は概ね目標達成に向け前進している。
　「国民健康保険被保険者1人あたり医療費費用額」は目標の枠内に収まっており、引き続き増加抑制に向け
取り組んでいく必要がある。また、「認知症サポーター養成講座受講者数」「八幡市あんしんネットワーク事前
登録者数」ともに前年度からは前進しているものの、依然として目標値との乖離は大きく、地域全体で高齢者を
見守る社会の実現に向け、新たなアプローチを含めた検討が必要である。

（今後の取組方針）
　令和５年12月に見直しを行った「やわたスマートウェルネスシティ計画」に基づき、やわた未来いきいき健幸
プロジェクトをはじめ、歩くことを中心とした働きかけを実施しながら「人」と「まち」の健幸づくりを継続的に図っ
ていくとともに、口腔機能の維持・向上を図るため、オーラルフレイル対策を充実させながら、歯周疾患検診の
若年層への拡充・受診勧奨などを通じ、誰もが健康に関心を持ち、いきいきと幸せを感じながら、健康寿命が
延伸していく社会の実現に向け取り組んでいく。

（今後の取組方針）
　子育て支援医療助成制度における通院医療費助成の対象年齢の18歳までの拡充や、障がい者医療給付
の一部精神障がい者への拡充、外国人の子どもの予防接種に使用する予診票の外国語翻訳、がん患者の方
の就労や社会参加の促進、療養生活の質の向上に資する医療用ウィッグ・補装具等の購入費用助成、若年
末期がん患者の在宅療養に要する費用の一部助成、認知症当事者等の安心確保のための市による認知症
高齢者個人賠償責任損害保険加入などを通じ、市民が住み慣れた地域で「幸せ」に暮らし続けられる体制を
整備していく。

第
２
節

第
１
節

（めざす姿の実現に向けて実施した取組、指標の達成状況）
　令和５年度は、自らの健康に目を向けるきっかけづくりのため、引き続きウォーキングを中心とした運動習慣
の定着を図るやわた未来いきいき健幸プロジェクトに取り組むとともに、新たに児童が高齢者等にスポーツ・健
康づくりの重要性を伝える「キッズ健幸アンバサダー」の養成を開始したほか、若いうちからの健康意識向上に
向け、人間ドック・脳ドックの費用助成の対象年齢拡充の受診促進などに取り組み、指標の状況は概ね目標達
成に向け前進しているが、健幸につながるまちの基盤づくりに係る指標についてはいずれも対前年度比で落
ち込んでいる。
　「健康づくりインセンティブ事業参加者数」については目標達成に向け順調に推移しているが、今後はアク
ティブな参加者をいかに確保していくかが課題。また、「産官学と地域連携によるコミュニティ運動教室参加者
数」は前年度から前進しているものの伸びは鈍く、「市民スポーツ公園利用者数」・「運動公園利用者数」はコロ
ナ禍を契機にスポーツから離れた人が一定数存在するなどの要因もあり、前年度から後退しており、目標達成
に向け新たなアプローチも含め検討が必要である。
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第３章　誰もが「健康」で「幸せ」な「健幸のまち　やわた」

第１節 健康で幸せのまちづくり

①健康づくり習慣の定着促進

1 健康意識の向上促進 政策企画部、健康福祉部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆やわたスマートウェルネスシ
ティ計画推進
・健幸まちづくり条例制定
◆健康づくりインセンティブ
・やわた未来いきいき健幸プ
ロジェクト実施・実施方法の検
討
◆健康づくりイベント等
・健幸マルシェ開催
◆やわたﾍﾙｽﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ
・健幸アンバサダー養成

健康無関心層を含めた市民の健康意識を高め、運動への機運の向上と健康情報を入手し
やすい仕組みを構築するため、インセンティブ事業や健康づくり啓発イベントの開催、健幸
アンバサダー・キッズ健幸アンバサダーの養成等を行う。また、民間事業者等との連携を拡
大し、健康づくりが推進される環境を整える。さらに、歯周疾患検診の受診勧奨・検診及び
後期高齢者歯科健康診査における費用助成の対象年齢を拡充し、幅広い世代の健康意
識の向上を図る。

R6 R7 R8

（人間ドック・脳ドック助成）

◆健康づくりインセンティブ

（効果検証に基づくやわた未
来いきいき健幸プロジェクト更
新）

プロジェクト推進

⇒

◆やわたスマートウェルネス
シティ計画推進

⇒

39,460

◆やわたﾍﾙｽﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ

⇒

R5実績：
イベント開催2回、マップの配布
470名参加

⇒（健幸アンバサダー・キッズ健
幸アンバサダー養成）

⇒

⇒

⇒

◆健康づくりイベント等

（健幸マルシェ開催）

◆健康診断助成事業
⇒

⇒

R6

予算
（千円）

55,400

0

6,450

アンバサダー養成50人　累計586人
キッズ健幸アンバサダー　4校288人

健幸クラウドの分析結果に基づく健康づくり啓発イ
ベントを開催。

地域コミュニティの中で「口コミ」により健康無関心
層にアプローチする「健幸アンバサダー」を養成及
び、児童が高齢者等にスポーツ・健康づくりの重要
性を伝える「キッズ健幸アンバサダー」を養成する。 5,302

R5実績：

285

具体的事業名 概要・実績
R5

予算
（千円）

0

スマートウェルネスシティ推進
（健幸マルシェ開催）

やわた未来いきいき健幸プロ
ジェクト

やわたスマートウェルネスシ
ティ構想・計画推進

やわたヘルスプロモーション
推進事業

R5実績： 2回開催　279名参加

123 30
ウォーキングイベントの開催等を通じ、疾病予防に
効果があるウォーキング習慣のきっかけづくりを行
う。

プロジェクト参加者4,780人
やわたミドルクラブ参加者　99人

決算見込
（千円）

歩数や検診受診等に応じて景品等に交換可能な
ポイントを付与する健幸づくりインセンティブ事業や
スポーツクラブでの運動・栄養補給に関する指導を
実施し、健康意識の向上を図る。

市民が「健康」で「幸せ」を感じ活き活きと暮らすこと
ができるまちをめざす構想及び計画に基づき、各種
施策を推進。 0

R5実績： 計画改定

51,610

R5実績：

6,510

スマートウェルネスシティ推進
（ウォーキング推進事業）
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第３章　誰もが「健康」で「幸せ」な「健幸のまち　やわた」

第１節 健康で幸せのまちづくり

①健康づくり習慣の定着促進

【充実】
健康診査
（歯周疾患検診）

20、30、40、50、60、70歳の節目年齢の方を対象
に、早期に歯周疾患の進行を抑制する目的で、歯
周疾患検診の受診勧奨および検診を実施する。 2,610 1,153 2,960

R5実績： 受診者 159人

特定健康診査事業
【再掲】

市民の健康意識の向上及び国民健康保険の適正
運営に向け、40歳～74歳の被保険者を対象に健診
を実施。

健康診査
（がん検診等）

各種がん検診等を実施するとともに、検（健）診一括
申込制により受診率の向上を図る。

67,156 61,141

1,075

概要・実績

健康診査
（後期高齢者等健康診査）

後期高齢者医療制度加入者等を対象に、指定医
療機関において受診した、健康診査における費用
を助成。 56,396 54,670

【充実】
健康診査
（後期高齢者歯科健康診査）

オーラルフレイル(口腔機能の虚弱)の早期発見に
向け、75歳及び80歳の後期高齢者医療制度加入
者を対象に、指定医療機関において受診した、歯
科健康診査における費用を助成。高齢者保健事
業・介護予防等一体的実施事業とも連携し、オーラ
ルフレイル予防を推進。

具体的事業名
R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

指導率 55.4％（見込）

917 1,681

受診者 ●人

(71,622)

受診率 46.7％（見込）

28,972 35,100

がん検診受診者（胃がん1,025人、乳
がん 1,374人、子宮がん1,547人、肺
がん 2,033人、大腸がん 3,497人、前
立腺がん 2,104人）
骨粗しょう症健診受診者506人
肝炎ウイルス検診受診者399人

R5

R5実績：

予算
（千円）

64,760

R5実績：

R5実績：

R5実績：

R5実績：

58,303

R5実績：
後期高齢者等健康診査 ●●人
生活習慣病予防健康診査 ●人

461

健康教育

健康診断助成事業
（人間ドック・脳ドック助成）

30歳以上の国民健康保険加入者、後期高齢者医
療制度加入者を対象に、指定医療機関において受
診した、人間ドック・脳ドックにおける費用を助成（利
用者負担額を除く）

自殺対策計画推進 378

1,7601,1151,801

「やわた健幸づくり推進連携協定」締結先のスポー
ツジムと連携し、健幸クラウドの分析結果に基づく小
学校区単位での健康教室やセミナーを開催するほ
か、健康手帳の発行や「歯のひろば」を開催。

特定保健指導事業
【再掲】

25,391

(71,721) (61,950)

自殺対策基本法に基づき、「誰も自殺に追い込ま
れることのない社会」の構築に向け、計画に基づく
施策を推進する。

健康手帳発行3件、歯のひろば参加
者309人、健康教室5回開催

市民の健康意識の向上及び国民健康保険の適正
運営に向け、特定健診結果から対象者に保健指導
を実施。 (4,772) (4,384) (5,561)

R5実績：

受診者934人（内併用235人）R5実績：

計画推進

323

未確定

未確定

未確定

未確定
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第３章　誰もが「健康」で「幸せ」な「健幸のまち　やわた」

第１節 健康で幸せのまちづくり

①健康づくり習慣の定着促進

R5実績： 市内1施設延12回実施 相談35人

105

市民ふれあいウォーキング
【再掲】

運動の楽しさや運動が体に及ぼす好影響を体験し
てもらうことを目的に実施。

R5実績： 実施回数2回、参加者30人

67 129

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

高齢者健康相談事業

65歳以上の高齢者を対象に、南ケ丘老人の家・八
寿園・都老人の家・有都福祉交流センターで各種
検査の実施と健康相談窓口を設置。

市民健康相談

15歳から39歳の方で、職場などで健康診断を受け
る機会のない方を対象に、血液検査、血圧測定、
尿検査及び保健師・医師による相談を実施。 950 526 890

R5実績： 受診者80人

125

40
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①健康づくり習慣の定着促進

2

スポーツ推進委員設置

市民のスポーツ振興に向けた実技指導や啓発活動
等を行うスポーツ推進委員を設置。 1,609 1,683 1,592

R5実績： 委員 24人　出務回数 337回

閉じこもり予防支援事業

身体機能の低下がみられる事業対象者等の生活
機能を改善させるため、短期集中の閉じこもり予
防、口腔機能向上、栄養改善の教室を開催。 1,600 1,375 2,540

R5実績： 参加者延136人

閉じこもり予防事業

運動､レクリエーション事業､季節行事等の通所形態
の教室、筋トレ実施方法を指導する教室、認知症予
防の教室を開催。 5,303 4,958 6,780

R5実績： 開催 149回　参加者 延1,508人

設置 2箇所

R8

◆ライフスタイルに応じた各
種教室やイベントの開催

概要・実績

⇒ ⇒

◆市民主体のスポーツ活動
の促進

⇒ ⇒

健幸クラウドの分析結果に基づく健康づくり啓発イ
ベントを開催。

123 30 285

R5実績： 2回開催　279名参加

ウォーキングイベントの開催等を通じ、疾病予防に
効果があるウォーキング習慣のきっかけづくりを行
う。

健康無関心層を含めた市民の運動習慣定着に向け、ライフスタイルに応じた各種教室やイ
ベント等の実施、運動環境の提供、市民スポーツ委員の設置・派遣等、市民主体のスポー
ツ活動を促進する。

R6

主な３年間の取組（総括）

運動習慣の定着促進 政策企画部、健康福祉部

運動器の機能向上

身体機能の低下がみられる事業対象者等の生活
機能を改善させるため、短期集中の運動教室を開
催。 1,160 1,160 1,750

R5実績：

これまでの取組（総括）

1,090

R5実績：

39,460

R6

予算
（千円）

⇒ ⇒

◆グラウンド等、身近で運
動できる場所の確保

やわた未来いきいき健幸プロ
ジェクト【再掲】

歩数や検診受診等に応じて景品等に交換可能な
ポイントを付与する健幸づくりインセンティブ事業や
スポーツクラブでの運動・栄養補給に関する指導を
実施し、健康意識の向上を図る。 55,400 51,610

R5実績：
プロジェクト参加者4,780人
やわたミドルクラブ参加者　99人

◆ライフスタイルに応じた各種
教室やイベントの開催
◆グラウンド等、身近で運動で
きる場所の確保
◆市民主体のスポーツ活動の
促進
◆スケートボードパーク整備

健康コミュニティ推進事業
（生活総合機能改善事業）
【再掲】

具体的事業名 予算
（千円）

決算見込
（千円）

R5

R7

公民館等に音楽機器を設置し、「うたと音楽」による
活動や教室を通じた運動・口腔・認知機能の向上
及び地域コミュニティへの参加促進等を図る。 1,090 1,090

スマートウェルネスシティ推進
（健幸マルシェ開催）【再掲】

スマートウェルネスシティ推進
（ウォーキング推進事業）【再
掲】

R5実績：
イベント開催2回、マップの配布
470名参加

開催60回　参加者 延574人
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学校グラウンド・体育館等開放

旧学校施設（旧四小・五小・東小）を含む学校グラウ
ンド・体育館等、スポーツ利用に係る一般開放を実
施。 1,962 1,966 2,133

R5実績：
利用件数（グラウンド2,606件、体育館
8,596件、格技場1,294件）

体育振興事業

市民がスポーツに接し交流する機会の拡充に向け、イベ
ント開催やスポーツ団体への支援等に取り組む。

17,229 17,203 18,174

R6
具体的事業名 概要・実績 予算

（千円）
予算
（千円）

決算見込
（千円）

R5

R5実績：

体育振興事業
　子どもわくわくスポーツ教室
　　　実施回数 84回　参加者 延1,703人
　八幡市民マラソン大会参加者1,331人

スポーツ協会活動助成　　30加盟団体
スポーツ少年団活動補助金

20団体　669人
　京都府民総合体育大会

総合15位　参加者203人
　市民総合体育大会開催

22大会　参加者1,733人
　市民ふれあいウォーキング

実施回数2回　参加者30人
ノルディックウォーキング教室

実施回数2回　参加者14人
　やわたスポーツカーニバル

来場者1,210人
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①健康づくり習慣の定着促進

3

高齢者栄養改善事業

低栄養状態の恐れがあると認められた人を対象とし
て、低栄養状態の予防・改善に向けた調理実習や
講義等を開催。

配食サービス事業

ひとり暮らし等で調理が困難な高齢者に配食サー
ビスを実施。 3,900 3,700 4,050

R5実績： 利用者 延457人、延5,563食

高齢者口腔機能向上支援事
業

口腔機能低下のおそれがある高齢者に対し、口腔
機能の向上の教育・指導等を実施。 600 446 700

R5実績： 参加者 延49人

140 140 160

R5実績： 参加者 延47人

地元産味噌給食利用促進補
助金【再掲】

八幡市学校給食運営委員会が行う地元産味噌給
食利用促進事業に対し助成。

2,277 2,209 1,939

R5実績： 利用 味噌1,983.4kg、白味噌670.4㎏

食生活改善推進

地域で開催される料理教室等、食生活改善推進員
による、食にかかる健康推進活動の推進。 790 681 660

R5実績： 教室等参加者 1,431人

農産物品評会開催
【再掲】

高品質で安全な農作物の普及啓発を図り、農業に
対する理解を深めるため、農産物品評会を開催。 193 141 183

600 532 628

R5実績： 利用 53,200kg

R5実績： 出品数 142点

安全・安心でおいしいお米生
産事業助成
【再掲】

農業振興・地産地消を推進するため、生産管理さ
れたＪＡ出荷米「こだわり米」及び特別栽培米につい
て、JA京都やましろ八幡市支店に対し助成。 3,500 2,723 2,900

R5実績： 助成 1等米2,004袋、2等米5,734袋

地元産米給食利用促進補助
金【再掲】

八幡市学校給食運営委員会が行う地元産米給食
利用促進事業に対し助成。

◆地元産食材の利用促進 ⇒ ⇒

◆食・生活習慣改善推進 ⇒ ⇒

具体的事業名 概要・実績

R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

健康的な食・生活習慣の定着促進 健康福祉部、建設産業部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆食・生活習慣改善推進
・食生活改善推進員養成
◆地元産食材の利用促進

食・生活習慣改善に向け、料理教室など食に係る健康推進活動を行う「食生活改善推進
員」活動の活性化や各種教室・指導を実施するとともに、地元産食材の利用促進による食
への意識高揚を行う。

R6 R7 R8
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②地域のつながりを活かした健幸づくり

1 地域で支える介護予防の推進 健康福祉部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆産官学と地域連携によるコ
ミュニティ運動教室
・健康コミュニティ推進事業
・元気アップ事業推進
◆地域での介護予防推進
・地域での教室等開催支援
・介護予防に関わる住民サ
ポーターの養成
◆生活支援サービスの実施

地域で支える介護予防の推進に向け、住民自身が主体となるよう、産官学と地域連携によ
るコミュニティ運動教室の拡充に取り組むとともに、地域での各種講座や教室の開催、介護
予防推進員の養成を進める。また、介護予防事業対象者の生活機能等の確認を行いなが
ら、生活支援サービスに取り組む。

R6 R7 R8

◆地域での介護予防推進

◆生活支援サービスの実施 ⇒ ⇒

◆産官学と地域連携による
コミュニティ運動教室

（元気アップ事業の展開）

（健康コミュニティ推進事業） ⇒ ⇒

⇒ ⇒（地域での教室等開催支援）

（住民サポーター養成）

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

高齢者健康長寿普及啓発事
業

運動機能の維持・改善など介護予防に関する情報
提供を行う出前講座と、住民自らが主体的に実施
できる運動方法の指導を各地域で開催。 100 37 120

1,650 1,596 1,020

R5実績：

健康コミュニティ推進事業
(生活総合機能改善事業)

スマートウェルネスシティ推進
事業（元気アップ事業）

教室を展開していく元気アップサポーターの養成講
座及び高齢者の体力測定・分析を実施。

養成講座24名修了　体力測定 81人

公民館等に音楽機器を設置し、「うたと音楽」による
活動や教室を通じた運動・口腔・認知機能の向上
及び地域コミュニティへの参加促進等を図る。 1,090 1,090 1,090

訪問型サービスB事業

登録事業者の協力員等による簡易的な訪問介護
サービスを提供。 700 80 560

R5実績： 利用者回数 計96回

閉じこもり予防事業
【再掲】

1,375 2,540

R5実績： 参加者延136人

高齢者口腔機能向上支援事
業【再掲】

口腔機能低下のおそれがある高齢者に対し、口腔
機能の向上の教育・指導等を実施。 600 446

通所型サービスB事業

登録事業者による通いの場の確保や介護予防・閉
じこもり予防を目的としたサービスを提供。

700

R5実績： 参加者 延49人

閉じこもり予防支援事業
【再掲】

身体機能の低下がみられる事業対象者等の生活
機能を改善させるため、短期集中の閉じこもり予
防、口腔機能向上、栄養改善の教室を開催。 1,600

運動､レクリエーション事業､季節行事等の通所形態
の教室、筋トレ実施方法を指導する教室、認知症予
防の教室を開催。 5,303 4,958 6,780

R5実績： 開催 149回　参加者 延1,508人

R5実績：
出前講座　5団体90人
運動普及　4団体

2,300 1,940 2,860

R5実績： 利用者 延1,392人

R5実績： 設置 2箇所
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介護支援サポーター事業

認定を受けていない65歳以上の高齢者の介護施
設等でのボランティア活動に対してポイントの付与
と換金を行う。 2,400 2,200 2,400

R5実績：

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

対象者　36人

高齢者健康相談事業
【再掲】

65歳以上の高齢者を対象に、南ケ丘老人の家・八
寿園・都老人の家・有都福祉交流センターで各種
検査の実施と健康相談窓口を設置。 40 5 10

R5実績： 市内1施設延12回実施 相談35人

予算
（千円）
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2

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

8,690 8,399 8,420

スマートウェルネスシティ推進
事業（やわたスマートウェルネ
スシティ推進協議会）

「スマートウェルネスシティ」の実現に向けて課題の
解決や、健康づくり施策の実施について議論。

R5実績： 協議会2回開催

スマートウェルネスシティ推進
事業（健幸クラウドシステム運
用）

国民健康保険等のデータを一元化し自治体が抱え
る健康課題を分析し、施策立案を実施。

R5実績： 令和4年度データ分析

スマートウェルネスシティ推進
事業（元気アップ事業）
【再掲】

教室を展開していく元気アップサポーターの養成講
座及び高齢者の体力測定・分析を実施。

R5実績： 養成講座24名修了　体力測定 81人

R8

◆産官学の連携推進

◆健幸クラウドシステム活用

（産官学民が健幸づくりに主
体的に取り組むようになる体
制・仕組みの検討）

（やわた健幸づくり推進連携
協定に基づく取組推進）

R6 R7

（新たな健幸づくり推進連携
協定締結先の検討）

⇒ ⇒

⇒ ⇒
（分析結果の活用）

（産官学と住民の連携による
新たなプログラム開発検討）

◆産官学の連携推進
・SWC推進協議会開催
・産官学民が健幸づくりに主
体的に取り組むようになる体
制・仕組みの検討
・産官学と住民の連携による
新たなプログラム開発検討
・やわた健幸づくり推進連携
協定に基づく取組推進
・新たな健幸づくり推進連携
協定締結先の検討
◆健幸クラウドシステム活用
・分析結果の活用

産官学の連携と市民協働の仕組みづくりに向け、健幸クラウドでの分析結果を活用しなが
ら、産官学と市民が連携した健康づくりの事業創出を進める。また、平成30年に締結した
「やわた健幸づくり推進連携協定」に基づき、民間スポーツクラブと連携した取組を進めると
ともに、新たな連携先についても検討を進め、産官学の連携体制を拡大する。

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

産官学の連携と市民協働の仕組みづくり 健康福祉部

6,510 5,302 6,450

R5実績：
アンバサダー養成50人　累計586人
キッズ健幸アンバサダー　4校288人

スマートウェルネスシティ推進
（健幸マルシェ開催）
【再掲】

健幸クラウドの分析結果に基づく健康づくり啓発イ
ベントを開催。

R5実績： 2回開催　279名参加

スマートウェルネスシティ推進
（ウォーキング推進事業）
【再掲】

ウォーキングイベントの開催等を通じ、疾病予防に
効果があるウォーキング習慣のきっかけづくりを行
う。

R5実績：
イベント開催2回、マップの配布
470名参加

やわたヘルスプロモーション
推進事業【再掲】

地域コミュニティの中で「口コミ」により健康無関心
層にアプローチする「健幸アンバサダー」を養成及
び、児童が高齢者等にスポーツ・健康づくりの重要
性を伝える「キッズ健幸アンバサダー」を養成する。
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3

「談活」プロジェクト【再掲】

地域単位で構築した絆ネットワークを基盤に、地域
福祉活動やボランティア活動への参加促進のため
の座談会を、八幡市社会福祉協議会と協働で提
供。

3,863 3,773 3,879

R5実績： 座談会開催　17回

都老人の家運営

60歳以上の高齢者の憩いと交流を目的とし、高齢
者福祉の増進に向けた事業の実施拠点となる都老
人の家を運営。 1,290 1,223 1,290

R5実績： 利用者　延1,201人

南ケ丘老人の家運営

60歳以上の高齢者の憩いと交流を目的とし、高齢
者福祉の増進に向けた事業の実施拠点となる南ケ
丘老人の家を運営。 10,010 10,018 11,400

R5実績： 利用者　延4,094人

八寿園管理運営

60歳以上の高齢者の憩いと交流を目的とし、高齢
者サークル活動や老人クラブ活動の拠点となる八
寿園を運営。 10,610 10,609 10,950

R5実績： 利用者　延13,590人

老人クラブ活動助成事業

老人クラブ連合会活動事業と高齢者健康づくり推
進事業への助成。

11,040 9,326 11,100

R5実績：
老人クラブ連合会会員3,615人
高齢者健康づくり推進事業(施設利用
補助)：延 244回

シルバー人材センター運営

高齢者に就業機会の提供等を行う市シルバー人材
センターに対し、運営費等の一部を助成。 12,400 12,400 10,700

R5実績： 会員数 599人 受託件数 延4,855件

敬老のつどい・長寿祝い事業

「敬老のつどい」を開催しレクリエーション等を行う
各地域の実行委員会に対し、開催経費の一部を助
成。また、最高齢者や百歳以上となられた人等へ長
寿を祝う記念品を贈呈。

16,380 12,374 15,670

R5実績： 28ヵ所開催

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

健康コミュニティ推進事業
(生活総合機能改善事業)
【再掲】

公民館等に音楽機器を設置し、「うたと音楽」による
活動や教室を通じた運動・口腔・認知機能の向上
及び地域コミュニティへの参加促進等を図る。 1,090 1,090 1,090

R5実績： 設置 2箇所

⇒ ⇒

◆高齢者の活動・交流の場の
提供
◆「わたしたちの談活」プロ
ジェクト推進
・福祉活動やボランティア活
動への参加促進

◆「談活」プロジェクト推進

社会的活動への参加促進 健康福祉部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

社会的活動への参加促進を行うため、高齢者の活動・交流の場の提供とともに、住民、地
域福祉活動者、福祉専門職等が集い地域課題や福祉課題について語り合う場である「談
活」プロジェクトを推進する。

R6 R7 R8

◆高齢者の活動・交流の場
の提供

⇒ ⇒（福祉活動やボランティア
活動への参加促進）
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第３章　誰もが「健康」で「幸せ」な「健幸のまち　やわた」

第１節 健康で幸せのまちづくり

③健幸につながるまちの基盤づくり

1

125

八幡市バリアフリー基本構想
推進【再掲】

市民ふれあいウォーキング
【再掲】

運動の楽しさや運動が体に及ぼす好影響を体験し
てもらうことを目的に実施。

156,571

0

国道１号歩道整備事業
＜国事業＞
【再掲】

国が進める国道1号の歩道整備事業の用地事務の
一部を受託。 2,000 892

具体的事業名

交通安全施設整備
【再掲】

スマートウェルネスシティ推進
（ウォーキング推進事業）
【再掲】

市道維持補修（市道・下排水
路等維持補修）
【再掲】

安全で快適な道路環境の整備に向け、排水路の浚
渫や道路舗装の維持補修等を実施。

橋本駅周辺拠点整備事業
【再掲】

交流拠点として京阪橋本駅前広場及び周辺道路を
整備し、都市機能の誘導を図る。

R5実績： 関係機関協議、工事（電線共同溝含む） (繰越:149,800

歩道整備事業
＜京都府事業＞

歩きやすい道づくりのため、長尾八幡線、八幡木津
線、八幡城陽線の歩道を整備。

R5実績： 構想推進

市内の旅客施設を含む生活関連施設及びこれらの
間の経路を構成する道路等の施設の現状の把握、
重点整備地区の設定を行う。 0

歩きやすい、歩いて楽しい道づくり 政策企画部、健康福祉部、建設産業部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

歩くきっかけとなるウォーキングイベントの実施やウォーキングコースの普及啓発等に努める
とともに、歩きやすい環境の整備として、歩道の整備やバリアフリー化に取り組む。

R6 R7 R8

◆ウォーキングコースの普
及啓発

◆ｳｫｰｷﾝｸﾞｺｰｽの普及啓発
◆歩行環境の整備
・道路舗装及びバリアフリー化
工事

⇒ ⇒

◆歩行環境の整備 ⇒ ⇒

（国道１号用地取得及び
歩道整備工事促進）

（国道１号用地取得及び
歩道整備工事促進）

（国道１号用地取得及び
歩道整備工事促進）
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212,000

0 0 0

R5実績： 関係機関協議

129

R5実績： 実施回数2回、参加者30人

17,690

R5実績：
バリアフリー化　1か所、水珀（南行き）
バス停整備

R5実績： 道路・側溝等の維持管理

交通安全施設の新設及び維持補修を実施。特に、
歩道の安全対策に向けたバリアフリー化や児童生
徒の交通安全確保に向けた「ゾーン30（30km制限
区域）」の設置を進める。

1,430

R5実績： 用地事務受託による用地取得

26,600 25,608

0

185,755
（繰越：12,000）

184,821

284,500190,300

R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

130

R5実績：

573

イベント開催2回、マップの配布
470名参加

ウォーキングイベントの開催等を通じ、疾病予防に
効果があるウォーキング習慣のきっかけづくりを行
う。

概要・実績
R5
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第１節 健康で幸せのまちづくり

③健幸につながるまちの基盤づくり

2 出かけたくなる都市環境の整備

主な３年間の取組（総括）

⇒ ⇒

◆公共施設等のバリアフリー
化等の推進
◆交通ルール・マナーの啓発
◆八幡市地域公共交通会議
設置・開催
◆わかたけ保育園・橋本幼稚
園園庭芝生化
◆みその保育園敷地内芝生
化
◆橋本小学校校庭芝生化

放置自転車等対策（放置自転
車等撤去移送）
【再掲】

自転車放置禁止区域内の放置自転車の撤去・保
管および返却を実施するとともに、放置防止の啓
発・指導を行う。 5,140 5,019 5,747

市民スポーツ施設・都市公園
等管理

歩道や公園、公共施設等のバリアフリー化や適切な維持・管理とともに、就学前施設及び
小学校の芝生化による子どもの体力向上に努める。また、交通安全啓発の実施や地域公
共交通会議における議論によって、安心して歩行でき、出かけたくなる都市環境の整備を
推進する。

概要・実績
R5 R6

◆交通ルール・マナーの
啓発

⇒

◆八幡市地域公共交通会議
の開催

⇒

健康福祉部、建設産業部、こども未来部

具体的事業名

⇒

◆みどりの校庭づくり推進

受動喫煙対策

健康増進法を踏まえ、市内事業所への啓発や公共
施設等での受動喫煙防止に取り組む。 0

これまでの取組（総括）

17,690

R5実績： バリアフリー化　1か所

R5実績： ポスター掲示、チラシ配布、広報掲載

0

28

R5実績： 路面ステッカー11枚撤去

交通安全施設整備
【再掲】

美しいまちづくり条例啓発用
路面ステッカー取付委託事業
【再掲】

市内の歩道にポイ捨て禁止啓発のステッカーを設
置。 301

R7 R8

◆公共施設等のバリアフ
リー化等の推進

⇒ ⇒

◆みどりの園庭づくり推進 ⇒

35,500 30,844 47,243

R5実績： 計画推進

R5実績： 撤去回数64回、撤去台数21台

R5実績： 管理・運営

226,080

予算
（千円）

決算見込
（千円）

R6

⇒ ⇒

予算
（千円）

73

交通安全施設の新設及び維持管理補修を実施。
特に、歩道の安全対策に向けたバリアフリー化や児
童生徒の交通安全確保に向けた「ゾーン30（30km
制限区域）」の設置を進める。

26,600 25,608

R5実績： 指導員配置 14人

八幡市公園施設長寿命化計
画推進

市管理都市公園の効率的・効果的な維持管理に向
け策定した計画に基づき、公園施設の計画的な維
持補修等を実施。

6,542 6,943

4,523
交通安全指導員による通園通
学安全指導
【再掲】

放置自転車等対策（駐輪場管
理運営）
【再掲】

R5実績：

0

利用率　自転車18.4％、バイク20.6%

市民の健康づくりやふれあいの拠点となる市民ス
ポーツ公園・都市公園等を指定管理及び自治会等
への委託により管理運営するとともに、公園施設等
の維持補修を行う。

220,957 219,398

放置自転車等対策として石清水八幡宮自転車駐
車場の管理運営を行う。 6,960

市内通学路各所において、交通安全指導員を配置
し、見守りや交通指導を実施。 4,553 4,402
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第１節 健康で幸せのまちづくり

③健幸につながるまちの基盤づくり

みどりの校庭づくり事業 884 1,305

R5実績：

R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

具体的事業名

みどりの園庭づくり事業

みその保育園敷地内芝生化

子どもの体力向上や遊びの多様化を図るとともに、
ウォーカブルシティへの先駆けとなるよう、公立就学
前施設園庭の芝生化を図る。 1,000

交通対策の検討及び交通安全教育・啓発運動を行
う交通安全対策協議会に対し、活動費の一部を助
成。 990 990

バス交通対策事業
（地域公共交通会議）
【再掲】

474

R5実績：

橋本小学校校庭芝生維持管理

961

子どもの体力向上や遊びの多様化を図るとともに、
ウォーカブルシティへの先駆けとなるよう、校庭の芝
生化を図る。

844 0

R5実績：

概要・実績
R5

990

R5実績： 構成　27団体

地域の需要に応じた住民の生活に必要なバス等の
旅客輸送の確保及び利便の増進等に必要なる事
項を協議。

地域公共交通計画推進
【再掲】

持続可能な公共交通の実現に向け、今後の地域公
共交通の方向性を明確にするため、地域公共交通
計画を推進。 0 0 0

R5実績： 地域公共交通計画推進

八幡市バリアフリー基本構想
推進【再掲】

市内の旅客施設を含む生活関連施設及びこれらの
間の経路を構成する道路等の施設の現状の把握、
重点整備地区の設定を行う。 0 0 0

R5実績： 構想推進

交通安全対策協議会活動助
成【再掲】

455 198

本会議 3回、幹事会　1回開催
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第２節 医療・介護の連携

①医療基盤の充実

1

母子健康センター管理運営

母子保健に係る様々な相談・検診等を行う母子健
康センターを管理運営。 1,700 1,412 1,540

R5実績： 施設の管理運営

骨髄ドナー助成

市内在住で骨髄等の提供を行った方に対し、その
負担軽減として助成。 140 0 140

R5実績： 実績なし

献血対策事業

献血に関する知識等の普及啓発及び市内での献
血バスによる献血促進。

250 250 250

R5実績：
市内9カ所において年14日実施
献血者 489人

小児救急の拡充要望

現在、週１回市内の医療機関で実施されている小
児救急医療体制の拡充を京都府へ要望。 0 0 0

R5実績： 京都府へ要望

病院群輪番制運営事業

山城北医療圏における2次救急医療体制の整備を
図るため、輪番制病院運営に係る補助金を負担。 1,920 1,920 1,920

R5実績： 受入人数 ●人

休日応急診療所

休日における１次医療体制の整備を図るため、内
科・小児科の休日応急診療を実施。 27,500 22,915 27,300

R5実績： 受診者数　医科1,124人

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

地域医療活動助成

八幡市、京田辺市、宇治田原町、井手町の2市2町
の医師会で構成する綴喜医師会に対し、地域医療
活動費用の一部を助成。 90 90 90

R5実績： 活動助成

決算見込
（千円）

予算
（千円）

八幡市国民健康保険データ
ヘルス計画推進

健康・医療情報を活用した効果的・効率的な保険
事業の実施に向け策定した計画に基づき、各種施
策を推進。 4,224 4,257 0

R5実績： 計画改定

地域医療・救急医療体制の確保 健康福祉部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆他団体等との連携による広
域的な医療体制の確保
◆小児救急医療体制の確保

他団体等との連携により、地域医療・救急医療体制をこれまでと同様に確保するとともに、
年々需要が減少している休日における１次医療を実施する休日応急診療所の運営方法に
ついて、最善の形を検討する。また、引き続き、京都府に対して小児救急医療体制の実施
拡大要望等を行う。

R6 R7 R8

◆他団体等との連携による広
域的な医療体制の確保

⇒ ⇒

◆小児救急医療体制の確保 ⇒ ⇒

未確定
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第２節 医療・介護の連携

①医療基盤の充実

2

161,599 104,396 134,120

R5実績：

四種混合●人　二種混合●人　不活
化ポリオ●人　麻しん風しん●人　日
本脳炎●人　BCG●人　ヒブ●人　小
児肺炎球菌●人　子宮頸がん●人
水痘●人　B型肝炎●人　ロタ●人

大人の風しん予防接種助成
事業（任意）

風しんの流行拡大と先天性風しん症候群の発生を
防止するため、予防接種費用を助成するとともに、
広報等により予防啓発等を実施。 395 269 395

R5実績： 助成 39人

高齢者予防接種事業
（定期）

国が法律で定める肺炎球菌及びインフルエンザの
高齢者への予防接種を行うとともに、広報等により
予防啓発等を実施。 52,877 46,556 49,890

R5実績：
高齢者インフルエンザ 10,289人
高齢者肺炎球菌　633人

高齢者肺炎球菌予防接種助
成事業（任意）

高齢者の健康保持増進を図るため、肺炎球菌予防
接種を受ける高齢者に費用を助成するとともに、広
報等により予防啓発等を実施。 200 144 400

感染症対策の推進 健康福祉部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

様々な感染症から市民の健康を保持するため、国が法律で定める予防接種を実施すること
に加え、大人の風しん流行拡大と先天性風しん症候群の発生を防止するため、予防接種
費用を助成するなど任意接種に対する助成を継続して実施する。また、直近の3年間で大
流行した新型コロナウイルス感染症においては、令和5年5月をもって感染症法上の位置付
けが、季節性インフルエンザ等と同等の5類に引き下げられるが、国から示される期間にお
いて迅速かつ適切にワクチン接種ができるよう接種体制を確保するなど、必要な対策を実
施する。加えて、子宮頸がん予防ワクチンの接種率向上に向けたキャッチアップ接種事業
を実施する。

R6 R7 R8

◆定期予防接種事業 ⇒ ⇒

R5実績： 助成36人

◆子宮頸がんキャッチアップ
接種事業

廃止

◆定期予防接種事業
◆任意予防接種事業
・再度予防接種事業開始
・大人の風しん予防接種

子宮頸がんキャッチアップ接
種事業

平成25年から差し控えていた積極的勧奨が再開さ
れたことを受け、積極的勧奨の差し控えにより未接
種者となった方への接種機会を確保するため、
キャッチアップ接種を実施。

28,885 11,066 18,850

R5実績： ●人に実施

（再度予防接種事業開始）

◆任意予防接種助成事業
⇒ ⇒

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

【充実】
乳幼児予防接種事業
（定期）

国が法律で定めるＢ型肝炎等の乳幼児への予防接
種を行うとともに、広報等により予防啓発等を実施。
また、外国人の予防接種が適切に行われるよう、予
診票の外国語翻訳を実施。

未確定

未確定

未確定

未確定
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（R6繰越:5,000）

概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

大人の風しん予防接種助成
事業（追加対策）

風しんの流行拡大と先天性風しん症候群の発生を
防止するため、特定の年代の男性に対して、クーポ
ン券を送付し、抗体値検査および抗体化検査の結
果が低かった方への予防接種にかかる費用の助成
を実施。

4,155 679 5,503

具体的事業名

新型インフルエンザ等対策行
動計画推進

新型インフルエンザの脅威から市民の健康を守り、
健康被害や社会経済機能の低下を抑えるため策
定した行動計画に基づき、各種施策を推進。 0 0 0

R5実績： 計画推進

160,246
新型コロナウイルスワクチン接
種体制確保事業

新型コロナウイルスワクチンの実用化に際し、迅速
かつ適切に市民への接種が開始できるよう、実施
体制の整備を図る。

R5実績： 抗体検査助成99人、接種助成31人

再度予防接種助成事業
（任意）

骨髄移植等医療行為により抗体喪失した子どもに
対し、再度予防接種に係る費用を助成。 100 0 100

R5実績： 助成0人

0

R5実績： 新型コロナウイルスワクチン接種実施

【R5終了】
入所施設等感染防止対策支
援事業

高齢者施設等の新規入所者に対するＰＣＲ検査等
費用を全額助成 150 8 -

R5実績： 助成 1人

190,970
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①医療基盤の充実

3

◆医療費の貸付 ⇒ ⇒

がん患者支援制度推進 ⇒◆がん患者支援制度の充実

入院傷病手当金支給

国民健康保険被保険者の入院による収入減少に
対する傷病手当金を支給。 16,850 549 2,000

R5実績： 給与所得者　3件、個人事業主　7件

高額医療費貸付事業

国民健康保険被保険者の高額療養費の対象となる
医療費を貸付。 300

R5実績： 実績なし

未熟児養育医療給付

身体の発育が未熟なまま生まれ、入院が必要な新
生児等の医療費を助成。 3,840 2,465 3,060

R5実績： 受診件数 延21件

300 0

老人医療負担金貸付金

65歳～69歳の老人医療受給者、後期高齢者被保
険者で要件に該当する方に入院医療費を貸付。 150 0 150

R5実績： 実績なし

ひとり親家庭医療給付

高校卒業相当時点までのひとり親家庭の児童及び
その親に対して医療費一部負担金を給付（所得制
限あり）。 70,010 69,686 72,300

R5実績： 受診件数 延23,708件

【充実】
子育て支援医療給付

高等学校を卒業する18歳までの子どもの入院・通
院に係る医療費一部負担金を助成。 249,350 240,870 276,830

R5実績： 受診件数 延109,914件

【充実】
重度心身障害者医療給付

身体障害者手帳1～3級、療育手帳A・Bの所持者
及び精神障害者保健福祉手帳1級及び一部2級保
持者を対象に医療費一部負担金給付（所得制限あ
り）。

146,500 142,569 147,990

R5実績： 受診件数 延24,230件

22,000 19,462 21,650

R5実績： 受診件数 延9,359件

決算見込
（千円）

予算
（千円）

【充実】
重度心身障害老人健康管理
事業助成

高齢者の医療の確保に関する法律等に基づく本人
一部負担金を助成（所得制限あり）。 92,308 87,587 92,280

R5実績： 受診件数 延28,149件

医療費助成制度の適正運用 健康福祉部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆医療費の助成
◆医療費の貸付

京都府と連携している各医療助成制度を適正に運用し、子育て支援医療給付の制度拡充
など子育て世代や低所得者世帯の医療費の負担軽減に取り組む。また、市独自で実施す
る入院医療費の支払いが困難な方を対象とした医療費一部負担金貸付や入院傷病手当
金の支給等に取り組む。その他、がん患者の社会参加の促進、療養生活の質の向上等を
図るため、補装具等の購入費用の一部助成や在宅療養を希望する若年層の末期がん患
者に対する助成を実施する。

R6 R7 R8

◆医療費の助成 ⇒ ⇒

◆入院傷病手当金の支給 ⇒ ⇒

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

老人医療給付

65歳以上70歳未満の方を対象に、医療費一部負
担金を助成（所得制限あり）。
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具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

【新規】
がん患者補装具購入費助成

治療の影響による外見の変化から社会参加への不
安や精神的なストレスを持つがん患者の方に対し、
ウィッグ等の補装具購入費用を一部助成。 - - 1,000

R5実績： -

【新規】
若年がん患者在宅療養支援
事業

介護保険制度及び小児慢性特定疾病の医療費助
成が利用できない年齢である、18歳以上40歳未満
の在宅療養希望の末期がん患者へ在宅療養費を
助成。

- - 900

R5実績： -
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4

後期高齢者医療保険料収納
率向上対策

後期高齢者医療制度の適正運営に向け、保険料
の収納率向上に取り組む。 1,641 1,549 1,750

R5実績： 現年度 ●％　過年度 ●％

後期高齢者医療保険制度運
営

後期高齢者医療制度に関する事務を共同処理す
る京都府後期高齢者医療広域連合と連携し、制度
の適正運営に向け取り組む。 2,340,730 2,281,521 2,473,930

R5実績： 被保数 ●人

特定保健指導事業

市民の健康意識の向上及び国民健康保険の適正
運営に向け、特定健診結果から対象者に保健指導
を実施。 (4,772) (4,384) (5,561)

R5実績： 指導率 55.4％（見込）

特定健康診査事業

市民の健康意識の向上及び国民健康保険の適正
運営に向け、40歳～74歳の被保険者を対象に健診
を実施。 (71,721) (61,950) (71,622)

R5実績： 受診率 46.7%（見込）

医療費通知

医療費及び国民健康保険事業に関する市民の意
識啓発等を図るため、年6回、個人または世帯単位
での医療費通知等を行う。 (2,068) (2,092) (2,537)

R5実績： 通知 35,012枚

後発医薬品利用差額通知事
業

医療費の自己負担を軽減するとともに、医療費の適
正化に取り組む。 (1,061) (991) (1,109)

R5実績： 後発品使用割合 （数量）82.2％

国民健康保険料収納率向上
対策

平成30年度より京都地方税機構と連携し、国民健
康保険料の収納率の向上に取り組む。 (23,855) (23,589) (24,139)

R5実績： 現年度●％　過年度 ●％

国民健康保険給付
国民健康保険被保険者に対し、療養費等の保険給
付を行う。 (5,354,956) (5,346,563) (5,390,612)

R5実績： 適正な保険給付実施

国民健康保険制度運営
保険者として、被保険者の管理・保険給付費の支
給、適正運営に向けた取組を実施。 7,527,371 7,415,455 7,530,100

R5実績： 国保特会の黒字決算

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

八幡市国民健康保険特定健
康診査等実施計画推進

特定健康診査・特定保健指導の効率的・効果的実
施に向け策定した計画に基づく事業の推進。 0 0 0

R5実績： 計画改定

医療保険制度の健全運営 健康福祉部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆国民健康保険制度の運営
・国民健康保険料滞納分の
徴収業務移管（京都地方税機
構）
・保険料収納率向上推進
◆医療費通知・後発医薬品勧
奨による意識啓発

医療保険制度の健全運営のため、京都地方税機構や京都府国民健康保険団体連合会等
関係機関と連携し、市民へ後発医薬品への切替勧奨や医療費通知、効果的な保健指導を
行うとともに、保険料収納率の向上に取り組む。

R6 R7 R8

◆国民健康保険制度の運営

◆医療費通知・後発医薬品
勧奨による意識啓発

⇒ ⇒

（保険料収納率向上推進）
⇒ ⇒

未確定

未確定

未確定

未確定

未確定

72



第３章　誰もが「健康」で「幸せ」な「健幸のまち　やわた」

第２節 医療・介護の連携
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※（　　）内の数値は内数。

【充実】
高齢者の保健事業と介護予
防の一体的な実施

ＫＤＢ（国保データベース）システムを活用し、高齢
者のフレイル予防に向けた個別訪問・通いの場等
における医療専門職の関与。後期高齢者歯科健康
診査との連携。 7,100 5,730 9,680

R5実績：
訪問実人数　326人
通いの場等　29会場　延770人

京都府後期高齢者医療広域
連合負担金

後期高齢者医療制度に関する事務を共同処理す
る京都府後期高齢者医療広域連合に対し、市の負
担割合に基づき運営費を負担。 20,590 20,586 21,660

R6

R5実績： 運営費負担

具体的事業名 概要・実績
R5

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）
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②地域包括ケアシステムの推進

1

地域包括支援センター運営事
業

270

R5実績： 開催 47回

会議開催 8回

認知症サポーター養成講座を開催。
130 48

4,800

地域包括支援センターに「認知症初期集中支援
チーム」を配置し、認知症初期集中支援を実施する
とともに、「認知症地域支援推進員」を配置し、若年
性認知症や支援困難症例への対応、地域の認知
症対応力向上等を図る。

在宅医療介護連携支援センター委託

多職種連携在宅療養支援事業協議会を設置し、在
宅医療における医療職、介護職による高齢者在宅
療養での連携に向けた各種取組を推進。 4,790 4,420

多職種連携在宅療養支援事
業

認知症初期集中支援推進事
業

認知症サポーター養成事業
R5実績： 養成講座開催4回 参加 延 99人

オレンジカフェ事業

認知症の方とその介護者を支援するため、市内各
所において認知症カフェを開催。

地域ケア会議推進

相談件数　延 2,495件R5実績：

地域包括ケアシステムの構築 健康福祉部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆関係機関の連携強化
・多職種連携在宅療養支援
・地域ケア会議開催
◆地域包括支援センターを核
とした高齢者の見守りネット
ワークを構築
◆認知症対策の拡充
・あんしんネットワーク推進
・認知症初期集中支援事業
・見守り支援対象把握

【充実】
八幡市あんしんネットワーク事
業

認知症高齢者等の情報を事前登録し、行方不明等
の際に関係機関の協力を得られるネットワークを構
築することで、早期の発見・保護につなげるほか、
認知症高齢者個人賠償責任損害保険に市が加入
することで、当事者等の安心を確保する。

700 107 890

R5実績： 登録事業所116箇所

63,70062,46963,890

地域包括支援センター（ほっとあんしんネット）を中心に、「住まい」、「医療」、「介護」、「予
防」、「生活支援」が一体的に提供される地域包括ケアシステムの推進に取り組む。また、多
職種の人員による地域ケア会議を開催し、給付費の適正化や利用者の自立支援・重度化
防止に資する質の高い介護サービスの実現を目指す。

R6 R7 R8

◆関係機関の連携強化

具体的事業名
R5 R6

予算
（千円）

270 218

R5実績：

140

（多職種連携在宅療養支援）

（地域ケア会議開催）

◆認知症対策の拡充

⇒ ⇒

地域包括ケアの拠点として市内4か所に設置する地
域包括支援センターの地域窓口を運営する。

決算見込
（千円）

予算
（千円）

250

R5実績：

⇒

250 95

概要・実績

多職種の人員による地域ケア会議を開催。
10,000 10,000 10,000

R5実績： 会議開催　１７回

（あんしんネットワーク推進）

（認知症初期集中支援事業）

（見守り支援対象者把握）

⇒
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R5実績： 講演会１回開催

成年後見制度利用支援

介護・認知症啓発事業

男山地域再生・地域包括ケア
事業助成

地域包括ケア推進拠点用地賃借料の助成。
1,310

養護老人ホーム入所措置

市内の旅客施設を含む生活関連施設及びこれらの
間の経路を構成する道路等の施設の現状の把握、
重点整備地区の設定を行う。 0 0

見守り支援対象者把握事業

ひとり暮らしの65歳以上高齢者及び障害等級1・2
級の人を対象に緊急通報システムの設置と月1回
の電話による健康状態等の把握を行う。 6,790

八幡市バリアフリー基本構想
推進

生活機能低下対象者 1,325人

0

R5実績： 構想推進

65歳以上の高齢者（要介護者及び要支援者を除
く）を対象にチェックリストを送付し生活機能の確認
を行う。

【充実】
成年後見制度利用促進事業
【再掲】

権利擁護支援・成年後見制度利用促進に係る専門
家による講座を実施するほか、協議会等を設置・開

催し、中核機関の整備を進め、制度利用の啓発を
図る。

50 37 500

具体的事業名 概要・実績
R5

助成 1箇所

1,850 1,593

3,998

シルバーライフラインシステム
整備

R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

R5実績：

6,790

R5実績： 設置台数　●台

5,810

R5実績： 申立 0件　費用助成 18件

1,299

入所者 1人

1,920

入所が適当と判断された65歳以上の高齢者等を対
象に、老人ホーム洛南寮等への入所手続き等必要
な措置を行う。

R5実績：

1,310

認知症等高齢者のうち、成年後見審判の申立が必
要な人に対し、成年後見審判の代理申立や審判等
に係る費用の一部を助成。 8,400

2,230 1,898 4,560

R5実績：

R5実績：

介護の日講演会「地域でみよう認知
症」実施
さくらであい館展望塔オレンジライト
アップ開催

介護及び認知症に対する意識啓発を図るため、
「介護の日講演会」や「さくらであい館展望塔オレン
ジライトアップ」を開催。

800 462 490

6,770

未確定
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第２節 医療・介護の連携

②地域包括ケアシステムの推進

2

介護保険制度運営

介護保険制度の保険者として、被保険者の管理や
保険給付費の支給、運営を実施。（一般管理費） 6,500 5,269 6,600

R5実績：

◆高齢者健康福祉計画・介護
保険事業計画推進
・第8期計画策定
◆各種給付の適正支給
◆各種介護保険サービスの

提供
◆サービス利用者、介護者等
への支援
◆介護職員研修助成

引き続き、各種介護保険の適正な給付を図るとともに、サービス利用者や介護者への支
援、介護職員研修への助成を行うことで、サービスの充実に取り組む。

⇒

これまでの取組（総括）

高齢者介護用品助成事業

市民税非課税世帯に属する要介護3、4、5又はこれ
に相当する在宅高齢者等を介護している家族に介
護用品（紙おむつ等）の経費の一部を助成。

R5実績： 利用者88人

4,200 4,010

R5実績： 第9期計画策定

具体的事業名 概要・実績
R5

予算
（千円）

決算見込
（千円）

八幡市高齢者健康福祉計画・
介護保険事業計画策定・推進

高齢者の保健福祉事業の供給体制及び介護保険
給付・サービス量について定めた事業計画を策定
し、計画に基づく各種施策を推進。 6,650 6,382

R6

◆各種介護保険サービスの
提供

⇒

（第9期計画推進）

介護保険サービスの充実 健康福祉部

主な３年間の取組（総括）

R7 R8

⇒

（第9期計画推進、第10期計
画策定）

被保険者　22,308人

◆介護職員研修助成 ⇒ ⇒

⇒

◆サービス利用者・介護者
等への支援

⇒ ⇒

◆高齢者健康福祉計画・
介護保険事業計画推進

予算
（千円）

0

R5実績：

介護保険サービスの適正利用を図るため、介護認
定調査員による訪問調査及び介護認定審査会によ
る要介護・要支援認定等を行う。 40,800 37,538 38,000

地域包括ケアの拠点として市内4か所に設置する地
域包括支援センターの地域窓口を運営するととも
に、多職種の人員による地域ケア会議を開催。 63,890 62,469 63,700

R5実績： 相談件数　延 2,495件

R5実績： 委員会開催130回　認定 延3,745件

R6

家族介護者交流事業

要介護者等を在宅で介護している方を対象に、介
護知識・技術を習得するための教室及び交流事業
を実施。 930 273 1,290

介護保険料収納率向上対策

介護保険制度の適正な運営に向け、保険料収納
率の向上に取り組む。（賦課徴収費） 6,200 5,252 7,050

R5実績： 現年度●％　過年度 11.0％

地域包括支援センター運営事
業【再掲】

介護認定審査

介護保険給付

介護保険被保険者に対し、各種サービス等(訪問・
通所相当サービス含む）の保険給付を行う。 6,329,850 6,259,339 6,411,040

R5実績： 適正給付

4,710

日帰り交流会１回・介護者教室開催１
回

未確定
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②地域包括ケアシステムの推進

社会福祉法人等介護保険利
用者負担軽減助成事業

低所得で生活困難な介護老人福祉施設サービス
利用者の負担軽減を実施した社会福祉法人等に
対する助成。 69 100

R5実績： 助成 2件

具体的事業名 概要・実績
R5

通知 3,694件

予算
（千円）

決算見込
（千円）

地域密着型サービス等施設
整備等助成事業

京都府地域密着型サービス等施設整備等交付金
要綱に基づき市内介護保険事業所等へ助成する。 81,847 81,788

日常生活用具給付等事業

おおむね65歳以上のひとり暮らし高齢者等に日常
生活用具の給付等を実施。

730

R5実績： 対象者 2人

552

短期入所事業

高齢者の介護者が一時的に介護が困難となった場
合に、当該高齢者を短期間入所させる。 140

介護給付費等適正化事業

支援 2件

R5実績： 助成5件

R5実績： 利用者0人

介護職員初任者研修受講料
助成事業

介護職員初任者研修受講料の助成。

地域共生社会実現サポート事
業（老人福祉一般総務費）

R5実績：

家族介護者慰労金助成事業

福祉用具・住宅改修支援事業

360 318

R5実績：

730

R5実績：
電磁調理器5件　高齢者用電話1件火
災報知器0件　自動消火器0件

160

90 48 90

R5実績： 助成 2人

490

地域共生社会の実現に向け、社会福祉法人が実
施する社会貢献活動や処遇改善等に助成する。 435 400

0

0

140

475

100

適正な福祉用具・住宅改修利用促進を目的に相
談・情報提供等の支援を実施。 160 160

R5実績： 支援 延15件

適正な介護保険サービス利用を促進するため、介
護保険利用者に対し給付費の通知を送付。

高額介護予防サービス費相
当給付

総合事業の現行相当訪問介護サービスおよび現
行通所介護サービスの利用に係る自己負担額が一
定額を超えた場合、基準により超えた分を支給。 550 391 520

R5実績：

寝具乾燥等サービス事業

本人および家族等が寝具の乾燥消毒や丸洗いを
することが困難である、65歳以上の要介護・要支援
認定を受けている方に寝具乾燥等サービスを実
施。

650 458 670

R5実績： 乾燥 36人　丸洗い 41人

延139件

介護予防ケアマネジメント事
業

介護予防・生活支援サービス事業の利用にあたり、
地域包括支援センターにおいてケアプランを作成
した場合、その利用料を給付。 18,000 17,459 20,000

R5実績： 延3,674人

500

要介護者が市民税非課税であり、過去1年間介護
保険サービスを利用していない要介護4、5又はこ
れに相当する在宅高齢者等を介護している家族に
介護慰労金を助成。

500 200

R6

予算
（千円）
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高額医療合算介護予防サー
ビス費相当給付

医療保険と総合事業の現行相当訪問介護サービス
および現行通所介護サービスの1年間の自己負担
額の合計が一定額を超えた場合、基準により超え
た分を支給。

450 490 450

R5実績： 延26件

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）
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第４章　総括

＜施策体系＞

第１節 シビックプライドの醸成

①

達成
状況

○

②

達成
状況

○

③

達成
状況

○

-
※1…第6次八幡市総合計画策定時（令和9年）に、当該年度の現状値を取得予定。

第２節 幸せと出逢う観光まちづくり

①

達成
状況

○

○

△

○

②

達成
状況

△

○

○
※2…74人は後期基本計画策定時の最新数値。

0 件

8 件

3 件

計画 目標値

豊かな自然・歴史との触れ合い

指標名 単位

前年度

お茶のある幸せの風景の創出

指標名

松花堂庭園茶室利用者数 人 3,500

270

％ 49.9 （※1） 60.0

お茶学習参加者数 人 32 28 100

単位
当初値

前年度
実績

66,285

当初値

△2,079
(H26~28平均)

2,753

（R9）実績

中止

前年度

「前年度実績」より前進または同値（○）

観光情報ハウスへの外国人来訪者数 人 754

基本目標 自然と歴史と文化が織りなす「観幸のまち　やわた」

めざす姿
市民が八幡市の自然や歴史、文化芸術に触れる機会を通じて、生活が豊かになるとともに、まちへの愛着と誇り
が高まっています。

文化芸術活動の振興

指標名 単位
計画 目標値

当初値 （R9）

文化センター利用者数 人 155,720 88,826 165,000

2,243

計画 目標値

-

「前年度実績」より後退（△）

計画 目標値
当初値 （R9）

ボランティアガイド人数 人 59 74 74より高い
(※2)

人 2,065,319 1,846,955 2,610,000

千円 631,183 544,255観光消費額　

（R5)
単位

こ
の
章
の

達
成
状
況

目標値を達成（◎）

未
達
成

3

指標名

323

現状値
（R5)

現状値
（R5)

現状値
（R5)

現状値
（R5)

現状値

0.0%

72.7%

27.3%

プロモーション（商談会）参加件数 件 5 3 9

わがまち・八幡への愛着や誇りを感じる市民の割合

目標値

自然と歴史と文化が織りなす「出逢いの物語」観光の推進

（R9）

市内産農作物収穫体験参加者数 人 293 312 320

めざす姿 多くの人が八幡市を訪れ、その豊かな自然と歴史・文化芸術に出逢い、幸せを感じられる環境が整っています。

「観幸のまち　やわた」のブランド構築

実績

953 1,200

前年度
実績

1

4

当初値 （R9）

商品開発数（累計） 商品 1 1

※今年度に現状値を把握することができない指標については、母数から除外。

やわたブランド「ヤワタカラ」の認知度 ％ - 10.0 14.0 20.0

指標名 単位
計画

675,000

前年度
実績

1,888,678

537,373

73

観光入込客数　
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第４章　総括

基本目標 自然と歴史と文化が織りなす「観幸のまち　やわた」

総括（指標の達成状況・今後の方向性）

総合計画検討懇談会の意見

第
１
節

（めざす姿の実現に向けて実施した取組、指標の達成状況）
　令和５年度は、引き続き徒然草エッセイ大賞及び松花堂昭乗イラストコンテストの開催、八幡西車塚古墳の
保存活用に向けた取組、石清水八幡宮や門前町の魅力向上及び茶文化発信に向けた新・空中茶室プロ
ジェクトの推進などに特に取り組み、指標の状況は前年度より前進している。
　「松花堂庭園茶室利用者数」については、月平均で見るとコロナ禍と比較し回復傾向にあるが、空調工事に
より４ヵ月間貸出を停止していたため前年度を下回る結果となった。また、「お茶学習参加者数」については、
中止となっていた前年度からは前進したものの、主体となる団体の活動自粛の影響もあり、目標達成に向け
ては新たなアプローチを含めた検討が必要である。

（今後の取組方針）
　本市を代表する文化遺産の一つである国指定名勝松花堂及び書院庭園の大阪北部地震における被害か
らの災害復旧工事及び活用に向けた整備などに加え、徒然草エッセイ大賞の開催や茶事体験事業の開催
等による本市の文化芸術の体験及び発信を通じ、市民の生活が豊かになり、八幡市への愛着と誇りが高まる
よう取り組んでいく。

第
２
節

（めざす姿の実現に向けて実施した取組、指標の達成状況）
　令和５年度は、石清水八幡宮を活かした交流拠点づくりや茶文化発信の強化により、文化観光を経済の好
循環につなげるための取組を定める新たな観光基本計画の策定をはじめ、観光庁の「将来にわたって旅行
者を惹きつける地域・日本の新たなレガシー形成事業」を踏まえた石清水八幡宮を核とした交流拠点の充実
検討、2025年大阪・関西万博を好機と捉えた淀川舟運の更なる活性化に向けた取組や男山魅力探求発信
事業に特に取り組み、指標の状況は目標達成に向け前進している。
　「観光入込客数」は、屋内イベントの自粛要請等が解除された結果、観光客が分散したと考えられることや、
団体旅行より個人旅行が増加傾向にあるなど、コロナ禍を経たライフスタイルの変化などが要因となり、前年
度実績から後退となったと考えられる。一方で、コロナによる行動制限が解除されたことにより、「観光情報ハ
ウスへの外国人来訪者数」は回復傾向にある。また、「やわたブランド「ヤワタカラ」の認知度」については、イ
ベント等における積極的なPRにより、市内認知度は着実に向上している。

（今後の取組方針）
　新たな観光基本計画及び令和４年度に策定した「八幡市歴史的資源を活用した文化観光未来戦略」に基
づき、文化観光を核として、「神仏習合の聖地」の創造や、東高野街道の保存整備、かわまちづくりの実現に
取り組むとともに、これまでの観光庁のレガシー形成事業の成果を踏まえた新・空中茶室創造事業や、観光
まちづくりの体制づくりを関係機関との連携により進めていく。また、2025年大阪・関西万博を見据え、本市な
らではの魅力を発信し、国内外から訪れていただけるイベントの造成に取り組む。加えて、本市のブランド構
築を目指し、ヤワタカラの拡充に努める。こうした取組を通じ、多くの人が八幡市を訪れ、豊かな自然と歴史・
文化芸術に出逢い、幸せを感じられる環境の整備を図っていく。
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第４章　自然と歴史と文化が織りなす「観幸のまち　やわた」

第１節 シビックプライドの醸成

①文化芸術活動の振興

1 市民が文化芸術に接し交流する機会の拡充 政策企画部、こども未来部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

徒然草エッセイ大賞及び松花堂昭乗イラストコンテストの実施により、市民及び来訪者が文
化芸術に接し交流する機会の拡充を図る。また、文化センター及び松花堂庭園・美術館に
おいて、美術品や歴史資料等を活用するなど、文化芸術に係る各種事業を実施し、文化
交流の促進を図る。

R6 R7 R8

◆徒然草エッセイ大賞実施

◆徒然草エッセイ大賞実施
◆文化施設の運営（文化セン
ター、松花堂庭園・美術館）
◆やわた市民文化事業団主
催事業への助成
◆アーティスト・イン・レジデン
ス事業実施

⇒ ⇒

（松花堂庭園・美術館運営）

（文化センター運営）

◆文化施設の運営

◆やわた市民文化事業団主
催事業への助成

⇒ ⇒

⇒ ⇒

◆松花堂昭乗イラストコンテ
スト実施

⇒ ⇒

具体的事業名 概要・実績
R5

341,500

R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

徒然草エッセイ大賞

徒然草の52段に因み、優れたエッセイを全国に募
り、本市の文化芸術に接し交流する機会を創出。

12,000 12,000 12,700

R5実績：
応募点数　計 2,404点
（一般の部1,161点、中学生の部744
点、小学生の部499点）

【充実】
松花堂庭園管理運営

148,790

（繰越：1,500）利用790件　19,147人

135,480

124,219

R5実績：

文化センター、松花堂庭園・美術館で実施されるや
わた市民文化事業団主催・共催事業に助成。 3,000

松花堂昭乗イラストコンテスト

小・中・高校生を対象としたイラストコンテストを実施
し、本市の文化芸術に触れる機会を創出。

10,000 8,724 10,000

R5実績：
応募点数　計 588点
（小学生の部308点、中学生の部197
点、高校生の部83点）

3,000 3,000

R5実績： 実施60事業　来場者22,879人

文化センター管理運営

文化芸術の公開、創造活動の奨励及び育成と市民
交流の促進を図る。 129,570 162,670

R5実績： 利用2,492件　88,826人

松花堂昭乗に関係する文化財を中心とした美術品
や歴史資料等の保存活用、文化の創造活動の奨
励及び育成並びに文化交流の促進を図る。

やわた市民文化事業団主催
事業助成
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2

郷土史会活動助成

八幡市・八幡浜市中学生交流
事業

R5実績： 会員数 60人

郷土の歴史を研究し、普及活動や史跡保護等を行
う郷土史会に対し、活動事業費の一部を助成。

郷土に対する誇りと魅力を再認識し、豊かな人間性
や社会性を育むことを目的として、二宮忠八翁の縁
でつながる愛媛県八幡浜市と本市の中学生による
体験活動を通じた交流を行う。 1,140

市民による文化芸術活動の促進

670

R8

◆市民主体の文化芸術活動
促進

200

R6

予算
（千円）

具体的事業名

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆市民主体の文化芸術活動
促進
・八幡市民文化祭開催
・音の祭典 in YAWATA等の
開催
◆国内の市民交流促進
・八幡浜市との中学生交流

二宮忠八の生誕地である愛媛県八幡浜市の中学生との交流を継続実施することにより、本
市の中学生らの郷土愛を深めるとともに、地域の祭礼や伝統行事を含め、市民が主体的に
行う様々な文化芸術活動の振興を促進する。また、八幡市民文化祭及び音の祭典 in
YAWATAの開催や文化協会の活動助成により、市民の文化活動への参加機会の確保と交
流の促進を図る。さらに、本市との友好都市であり「エジソン」のつながりもあるアメリカ合衆
国オハイオ州マイラン村との交流を進める。

R6

（八幡市民文化祭開催）

◆国内の市民交流促進

八幡浜市との中学生交流

R7

文化振興事業

市民が文化芸術に接し交流する機会の拡充に向
け、イベント開催や文化団体への支援等に取り組
む。

11,220 11,220

R5実績：

市民文化祭開催　舞台発表　42団体
作品展示　408点

音の祭典 in YAWATA開催
参加10団体　1,050人

子どもわくわく教室　3教室　309人
佐藤康光杯争奪将棋大会開催

参加者 236人
文化協会活動助成　助成　30部門

部会　2,051人

200 200

R5実績： 参加者数　約100人

0

11,797

ずいきみこし保存会活動助成

1,040

八幡浜市で交流実施（令和5年8月16
日～18日）

政策企画部、こども未来部

R5実績： 実績なし

0

⇒

概要・実績
R5

予算
（千円）

決算見込
（千円）

⇒

90

伝統文化の保存継承を図るため、京都府無形民俗
文化財に登録されたずいきみこしの保存会に対し、
活動事業費の一部を助成。 90 90

（音の祭典 in YAWATA
等の開催）

⇒ ⇒

R5実績：

市民による友好都市交流促進

アメリカ合衆国マイラン村及び中国宝鶏市との市民
主体の交流を促進する。 0
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3 文化財の保存及び活用

0

R8

（整備検討委員会開催）

（災害復旧工事）

（整備検討委員会開催）

（災害復旧等工事）

（災害復旧工事設計監理）

◆名勝松花堂及び書院庭園
保存活用事業

（保存活用計画推進）

（整備検討委員会開催）

これまでの取組（総括）

◆名勝松花堂及び書院庭園
保存活用事業
・保存活用計画策定
・災害復旧工事基本設計
・災害復旧工事設計監理
・災害復旧工事
・整備工事実施設計
◆各種文化財の保存・活用
・文化財調査・発掘等
・文化財所有者への支援
・八角堂内見学及び期間限
定公開

（保存活用計画推進）

（災害復旧工事設計監理）

八角堂内見学及び期間限定
公開

平成26年度から実施してきた保存整備工事が平成
30年度に完了したことに伴い、建物内部の見学（事
前申込）及び期間限定での公開を実施する。

こども未来部

◆名勝松花堂及び書院庭園
保存活用事業

主な３年間の取組（総括）

（整備工事実施設計）

（整備工事実施設計）

（整備工事）

名勝松花堂及び書院庭園保存活用計画に基づき、災害復旧工事や同庭園の活用に向け
た整備工事等を進めるとともに、史跡石清水八幡宮境内の八角堂について、適切な保存・
活用に向けた取組を推進する。また、史跡綴喜古墳群（八幡西車塚古墳）の買上げを行う。
その他、文化財や歴史資料の常設展示等を行うふるさと学習館への来館促進に努め、市
民のふるさと意識高揚を図る。

R6

（整備工事実施設計）

予算
（千円）

概要・実績

（保存活用計画推進）

1,561 1,840

市内の文化財を調査し、文化財保護審議会の答申
に基づき検討し、市文化財の指定を行う。

市内の社寺旧家等が保有する美術工芸品につい
て調査する。

開発に伴う緊急の試掘確認調査及び、史跡等の範
囲確認調査を国庫補助により行う。

除草実施 3カ所、機械警備、点検、保
全、光熱水費等

22,010

R5実績：

73

00

R5実績：

（整備工事） （整備工事）

（文化財調査・発掘等）
⇒

0

19,006

決算見込
（千円）

73

（文化財所有者への支援）

19,010

R5

文化財の保存地となる土地について、定期的に除
草等の保全作業を行うとともに、史跡・名勝等の記
念物の現状を維持し、適切な保全を行う。

R5実績： 実績なし

2,963

◆各種文化財の保存・活用

（史跡買上げ事業）

文化財保存地・史跡等記念物
保全

美術工芸品調査

具体的事業名

文化財指定

市内遺跡調査

予算
（千円）

R6

堂内見学：1回、延7人
期間限定公開：1回（年2日）、 延348
人

史跡石清水八幡宮境内（第６次）、西車塚
古墳（第８次）、石清水八幡宮遺跡（第７
次）、橋本陣屋跡（第３次）現地調査、史跡
石清水八幡宮境内遺物写真撮影、国庫
補助事業発掘調査報告書（第73集）作成

2,901

⇒

（八角堂内見学及び期間限
定公開）

R5実績： 市内旧家社寺等調査

9,053

R5実績：

R7

◆名勝松花堂及び書院庭園
保存活用事業

1,620
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0

文化財保護事業
（文化財を守り伝える京都府
基金等事業費助成）

R5実績：

助成 5件

助成 3件

府指定・登録文化財等維持管理費補助金を受けて
文化財等の維持管理を行った所有者に対し、自己
負担となった経費の一部を助成。

R5実績：

助成 2件

0

R5実績：

692

3,5003,347

0

0

R5実績：

R5実績：

実績なし

220

実績なし

文化レジリエンス事業費補助金を受けて、文化財の
適正な保存・継承に係る事業を行った所有者に対
し、自己負担となった経費の一部を助成。 0

R5実績： 実績なし

府社寺等文化資料保全補助金を受けて文化資料
の保全を行った所有者に対し、自己負担となった経
費の一部を助成。

1,128

945

R5実績：

454

国指定文化財維持管理費補助金を受けて文化財
の維持管理を行った所有者に対し、自己負担と
なった経費の一部を助成。

7,0000

R5実績： 実績なし

0

R5

助成 3件

文化財保護事業
（文化レジリエンス事業費助
成）

実績なしR5実績：

文化財を守り伝える京都府基金等事業費補助金を
受けて文化財の保存修理等を行った所有者に対
し、自己負担となった経費の一部を助成。

R5実績： 実績なし

文化財保護事業
（府社寺等文化資料保全助
成）

文化財保護事業
（文化資源活用事業費助成）

文化資源活用事業費補助金を受けて、活用のため
の文化財の整備等を行った所有者に対し、自己負
担となった経費の一部を助成。

助成 3件

府指定・登録文化財等補助金を受けて文化財等の
保存を行った所有者に対し、自己負担となった経
費の一部を助成。

文化財保護事業
（国指定文化財維持管理費助
成）

文化財保護事業
（府指定登録文化財等助成）

文化財保護事業
（府指定登録文化財等維持管
理費助成）

文化財保護事業
（国宝重要文化財等防災施設
整備費助成）

国宝重要文化財等防災施設整備費補助金を受け
て文化財等の防災施設整備を行った所有者に対
し、自己負担となった経費の一部を助成。

文化財保護事業
（市指定文化財保護事業費助
成）

R5実績：

市指定文化財の保護を行った所有者に対し、自己
負担となった経費の一部を助成。

国宝重要文化財等保存・活用事業費補助金を受け
て文化財等の保存修理を行った所有者に対し、自
己負担となった経費の一部を助成。

具体的事業名

文化財保護事業
（国宝重要文化財等保存・活
用事業費助成）

緊急発掘調査事業
（開発事前調査）

宅地造成等土木工事に伴う埋蔵文化財の緊急発
掘調査。（開発業者より委託を受け実施する）

概要・実績
R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）
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68,177

0

149,150

R5実績：
災害復旧工事、同工事設計監理、第5
回・第6回整備検討委員会、整備工事
実施設計、支障木伐木工事

史跡買上げ事業

国史跡「綴喜古墳群」を構成する「八幡西車塚古
墳」の保存活用のため、前方後円墳の前方部を買
上げ、文化財の保護と活用につなげる。

文化財講座等開催

4,340

具体的事業名 概要・実績
R5

予算
（千円）

決算見込
（千円）

名勝松花堂及び書院庭園保
存活用事業

令和元年度に策定した名勝松花堂及び書院庭園
保存活用計画の推進を図るとともに、大阪府北部
地震によるき損の復旧、同庭園の活用に向けた整
備工事を行う。また、これらの工事に関連し、年に2
回の整備検討委員会を開催する。 68,190

4,408 7,050

R5実績：
来館者575人
体験学習参加者　延38人

2,844 0

R5実績：
買上げ面積の測量、地積更正登記、
不動産鑑定

市民のふるさと意識や文化財保護意識の高揚を図
るため、文化財や民具等の資料整備及び常設展
示・公開等を行う。また、ふるさとの文化財をより身
近に感じてもらうため、埋蔵文化財や民具を用いた
体験学習を実施。

R6

予算
（千円）

63,575
(繰越：60,732)

R5実績：

0

講座等開催 3回

0

ふるさと学習館管理運営等

文化財保護意識の高揚を図るため、市内文化財等
の周知を目的とした出前講座等を開催。
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②お茶のある幸せの風景の創出

1

⇒

お茶席体験参加人数80人
お茶学習参加人数28人

空中茶室体験ＶＲコンテンツの活用など、八幡の茶
文化の発信とお茶に親しむ機会の創出を行う。

0 0 0

R5実績：
松花堂庭園・美術館への貸出、観光イ
ベントでの活用

⇒
◆空中茶室「閑雲軒」体験Ｖ
Ｒコンテンツの活用と展開

マーケティング調査、地域づくり専門
人材配置、情報発信・プロモーション

R5実績：

R5実績：

450 450

お茶に親しむ機会の創出 政策企画部、建設産業部、こども未来部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

お茶の京都の取組を引き継ぎ、松花堂の茶会や、かつて石清水八幡宮の山中にあった空
中茶室「閑雲軒」を活用した取り組みなど、市内で開催される茶会や茶文化に関するイベ
ントを通じた情報発信により、本物志向・知的好奇心のある観光客の誘致を図るとともに、
市内小学校のお茶学習や関係団体と連携し、子どもたちがお茶に親しむ機会を創出す
る。

R6 R7 R8

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

◆お茶に親しむ機会の創出
・茶会
・茶香服大会
・お茶学習の開催
◆子どもわくわく文化教室
◆「新・空中茶室　そら」を活
用したイベント等の開催
◆空中茶室の活用方法検討
◆Chazz in YAWATA開催

◆お茶に親しむ機会の創出

（茶会・お茶学習の開催）
⇒ ⇒

◆子どもわくわく文化教室 ⇒ ⇒

お茶の京都普及啓発事業
（体験ＶＲコンテンツ活用等）

八幡産てん茶普及啓発事業

松花堂等で茶会、市内小学校でお茶学習を実施
することにより、お茶に親しむ機会を創出する。

1,150 1,063 1,200

R5実績：

年10回開催、参加者309人

子どもわくわく文化教室
【再掲】

伝統文化である華道・茶道・将棋を通して、自主性・
協調性を備えた心豊かな子どもたちを育むことを目
的に開催する。

お茶の京都DMO

「お茶の京都DMO」と連携し、観光地域づくりに取り
組む。

6,570 6,563 6,480

450
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②お茶のある幸せの風景の創出

2 茶文化の発信

◆お茶に親しむ機会の創出

◆新・空中茶室プロジェクト推
進

⇒ ⇒

（運営体制検討） （基本設計） （実施設計）

159 211

R5実績： 仮設トイレ 11基

2,100 2,100 1,000

0

R5実績：
松花堂庭園・美術館への貸出、観光イ
ベントでの活用

やわた市民文化事業団主催
事業助成
【再掲】

文化センター、松花堂庭園・美術館で実施されるや
わた市民文化事業団主催・共催事業に助成。 3,000

⇒ ⇒

⇒
⇒

◆松花堂庭園茶室利用促進

◆「新・空中茶室　そら」を活
用したイベント等の開催
◆空中茶室の活用方法検討
◆Chazz in YAWATA開催
◆お茶に親しむ機会の創出
・茶会
・茶香服大会
・お茶学習の開催
◆松花堂庭園茶室利用促進
◆モニターツアーでの空中茶
室ＶＲ活用
◆京都やましろ地域と東京し
ぶや連携交流事業

八幡の茶文化のPRに努めるとともに、新たな観光地の創造に向け、「新・空中茶室」創造の
ため策定した基本構想に基づき、運営体制と活用方法を検討する。また、松花堂庭園・美
術館の設置・運営及び松花堂での茶会、市内小学校でのお茶学習を実施することにより、
市民が茶文化に接する機会を促進する。

R6 R7 R8

◆空中茶室「閑雲軒」体験Ｖ
Ｒコンテンツの活用と展開

⇒ ⇒

3,000 3,000

R5実績： 実施60事業　来場者22,879人

お茶の京都普及啓発事業
（体験ＶＲコンテンツ活用等）
【再掲】

空中茶室体験ＶＲコンテンツの活用など、八幡の茶
文化の発信とお茶に親しむ機会の創出を行う。

0 0

新・空中茶室プロジェクト推進
事業

石清水八幡宮や門前町の魅力向上のため、「新・
空中茶室」の創造に向けた基本構想に基づき検討
する。

R5実績： 基本構想の策定

341,500
148,790

（繰越：1,500）

1,200

R5実績：

【充実】
松花堂庭園管理運営
【再掲】

松花堂昭乗に関係する文化財を中心とした美術品
や歴史資料等の保存活用、文化の創造活動の奨
励及び育成並びに文化交流の促進を図る。 124,219

R5実績： 利用790件　19,147人

八幡産てん茶普及啓発事業
【再掲】

松花堂等で茶会、市内小学校でお茶学習を実施
することにより、お茶に親しむ機会を創出する。

1,150 1,063

浜茶景観維持
（茶業振興対策事業）

日本遺産にも認定された「流れ橋周辺に広がる浜
茶の景観」の維持に資する取組に対し助成。 207

お茶席体験参加人数80人
お茶学習参加人数28人

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

政策企画部、建設産業部

（茶会・お茶学習の開催）

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）
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第４章　自然と歴史と文化が織りなす「観幸のまち　やわた」

第１節 シビックプライドの醸成

③豊かな自然・歴史との触れ合い

1

みどりのつどい
（グリーンカーテン苗配付会）

みどりのつどいを開催し、多くの恵みを与えてくれて
いる緑のはたらきを見直し、緑を守り育てていくこと
の大切さを市民に啓発する。 100 99 100

R5実績：
参加者 250人
ゴーヤの苗の配付を実施

花のまちづくり推進事業

自治会等が実施する事業を対象にみどりの基金を
活用して花の苗等を支給。 1,195 1,068 1,195

R5実績： 参加 延40団体

自然と触れ合うきっかけづくり 建設産業部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

市民生活に欠かせない「みどり」を大切にする豊かな心を育むべく、みどりのつどいを開催
する。また、八幡農業ボランティアの会の主催による農産物収穫体験の実施や花のまちづく
り推進事業等を実施する。さらには、自然や歴史・文化・観光関連施設等を安心して安全に
周遊できるよう、自転車道の修繕・安全対策を進め、自然と触れ合う機会の充実を図る。

R6 R7 R8

◆ボランティア等が実施する
自然観察会・収穫体験等
への支援

⇒ ⇒

◆ボランティア等が実施する
自然観察会・収穫体験等への
支援
◆自転車道の修繕・安全対策
等

◆自転車道の修繕・安全対
策等

⇒ ⇒

具体的事業名

1,087

R5実績： 89区画（全116区画）

0

R5実績：

地球温暖化対策として、再エネ工作教室の開催や
就学前児童及び小学校低学年向けの教材作成等
を実施。 199 98 199

R5実績： 工作教室参加者延べ64人

概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

0

178

R5実績： 参加者数　約300人

30

R5実績： 市内小学生及び保護者等　71人

175180 180

就学前環境教育推進事業

市内幼稚園・保育園において、地球レンジャーによ
る環境教育についての大型紙芝居を作成・上演。 44 44 50

R5実績： 参加者数　454人

スマート・エコ祭開催

環境について考える機会を創出するため、海洋ご
み等の発生抑制や食品ロス削減に向けたフードド
ライブ等の啓発活動を実施。 243 127

697 628

市民向け環境学習啓発事業
【再掲】

京都八幡木津自転車道線整
備事業＜京都府事業＞

奈良県、和歌山県と連携し、観光地等の拠点を結
ぶ広域自転車道整備として実施する施設修繕、安
全施設整備及び利用啓発に向けた広報活動。 0

市民農園管理運営

農業への理解促進及び都市と農村との交流促進を
図るため、市民レクリエーション農園管理組合の管
理する農園を市民等に賃貸する。

舗装修繕

R5実績： 参加人数 312人

自然観察会開催

市民に対し、自然とふれあう機会を創出するため、
市内の自然環境を活用した自然観察会を開催す
る。 30 69

農産物収穫体験事業

八幡農業ボランティアの会の主催により、各種農産
物の収穫体験を実施する。
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第４章　自然と歴史と文化が織りなす「観幸のまち　やわた」

第１節 シビックプライドの醸成

③豊かな自然・歴史との触れ合い

2

R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

◆みどりの約束締結促進 ⇒ ⇒

主な３年間の取組（総括）

市民1人当たりの都市公園等面積の拡大及び自然環境や親水性に配慮した河川の延長、
動植物が生育・生息する水辺の創出を促進する。また、農業・農村の有する多面的機能の
維持・発揮を図るための地域の共同活動に取り組んでいただいている活動組織に「多面的
機能支払交付金」を通じた支援を実施するほか、「みどりの約束」の締結など、土地所有者
との連携による緑地の保全を推進する。

R8

農業の多面的機能発揮
（交付金による支援）

森林の多面的機能促進
（NPO活動支援）

京都府地域森林計画に適合した森林整備の方向
性に関する計画（計画期間：平成30～令和9年度）
に基づき、各種施策を推進。 0 0 0

R5実績： 関係機関と連携し計画を推進

概要・実績
R5

⇒

R7

◆森林・農業の多面的機能
保全等

自然景観の保全

これまでの取組（総括）

◆森林・農業の多面的機能
保全等
・NPO活動支援
・交付金による支援
◆みどりの約束締結促進

R6

建設産業部

⇒

資源の適切な保全や景観形成、農薬使用削減など
農業の多面的な機能を促進する活動に対し助成。 20,170 16,964 20,170

R5実績：

日本遺産にも認定された「流れ橋周辺に広がる浜
茶の景観」の維持に資する取組に対し助成。 207 159

助成　3団体

ふるさとの森保全事業

211

R5実績：

R5実績： 森：460,796.85㎡　木：15本

仮設トイレ 11基

茶業振興対策事業
（浜茶景観維持）
【再掲】

八幡市森林整備計画推進

具体的事業名

0

R5実績： 実績なし

土地や樹木所有者等との間において、“みどり”の
保全についての協定「みどりの約束」を締結し、残さ
れたみどりを保護・育成する。

農業の有する多面的機能促
進事業【再掲】

森林・山村多面的機能発揮対
策事業費助成

0

5,000 4,683 5,000

森林の多面的機能が十分に発揮されるよう、 NPO
法人による森林保全管理活動に対し支援を行う。 0
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第４章　自然と歴史と文化が織りなす「観幸のまち　やわた」

第１節 シビックプライドの醸成

③豊かな自然・歴史との触れ合い

3

0 0

R7

0

R5実績： 新規 16件　更新 81件

（関係機関と連携・調整）

◆屋外広告物管理
◆景観法に関する調整
◆歴史街道計画推進

近畿地方都市美協議会へ参加するとともに、必要に応じ、八幡市歴史街道計画整備検討
委員会を開催し、市内に点在する歴史景観のさらなる保全を推進する。

R6

建設産業部

これまでの取組（総括）

屋外広告物管理

良好な景観の創出に向け、適正な屋外広告物の許
可及び違法な屋外広告物の除却等を行う。

歴史景観の保全

◆歴史街道計画推進
⇒ ⇒

主な３年間の取組（総括）

具体的事業名

景観法に関する調整

京都府による景観計画との連携推進及び景観行政
に関する調整を行う。 0 0 0

R5実績： 関係機関との連携・調整

歴史街道計画推進

歴史や文化資産を活かした個性と魅力ある地域づ
くりを進めることを目的として、歴史街道計画に基づ
く事業実施について八幡市歴史街道計画整備検
討委員会を設置・開催して景観等の検討を行い、
取組を推進する。

70 0 70

R5実績： 計画推進

概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

R8
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第４章　自然と歴史と文化が織りなす「観幸のまち　やわた」

第２節 幸せと出逢う観光まちづくり

①「観幸のまち　やわた」のブランド構築

1

概要・実績
R5

パンフレットにてコンテンツへの誘導

小・中・高校生を対象としたイラストコンテストを実施
し、本市の文化芸術に触れる機会を創出。

八幡産ブランド野菜PR事業助
成

決算見込
（千円）

具体的事業名

【充実】
やわたブランド創造事業

R5実績：

八幡の歴史や文化を伝えるウェブコンテンツ「八幡
STORY&GUIDE」の国内及びインバウンド向けPRを
行うとともに、多様な場面での活用を促進する。

R5実績：

0 0

応募点数　計 588点
（小学生の部308点、中学生の部197
点、高校生の部83点）

徒然草エッセイ大賞
【再掲】

徒然草エッセイ大賞の実施を通じ、石清水八幡宮
を所縁とした本市の歴史文化のPRを行う。

12,000 12,000

R5実績：
応募点数　計 2,404点
（一般の部1,161点、中学生の部744
点、小学生の部499点）

10,000

12,700

10,000

商工会等と連携した特産品認定の仕組みづくりや
販売促進とPRを行う。

1,904 1,094 1,004

R5実績：
「ヤワタカラ」第4回、第5回認定
2品目認定（認定総数33品目）

八幡市産の農産物であることを出荷袋に表記し、地
産地消を推進する活動に対し助成。

実績なし

0 0

8,724

R6

予算
（千円）

松花堂昭乗イラストコンテスト
【再掲】

歴史文化ものがたりコンテンツ
「八幡STORY&GUIDE」PR事
業
【再掲】

予算
（千円）

0

ブランドの構築 政策企画部、建設産業部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

「八幡市観光基本計画」を踏まえ、整備した「八幡ＳＴＯＲＹ＆ＧＵＩＤＥ」の周知を図り、ヤワ
タカラの周知拡大に向けた取組を進める。また、「文化芸術都市・八幡市」の推進及び発信
を目的に徒然草エッセイ大賞を実施する。

R6 R7 R8

◆歴史文化ものがたりコンテ
ンツ「八幡STORY&GUIDE」Ｐ
Ｒ

◆歴史文化ものがたりコンテ
ンツ「八幡STORY」PR拡充・
「八幡ＳＴＯＲＹ＆ＧＵＩＤＥ」と
してコンテンツ追加整備
◆特産品のブランド化、商品
開発・販路拡大への協力
◆八幡産ブランド野菜PR事業
助成
◆徒然草エッセイ大賞実施

⇒ ⇒

◆特産品のブランド化、商品
開発・販路拡大への協力

⇒⇒

◆徒然草エッセイ大賞実施 ⇒ ⇒

0

R5実績：

92



第４章　自然と歴史と文化が織りなす「観幸のまち　やわた」

第２節 幸せと出逢う観光まちづくり

①「観幸のまち　やわた」のブランド構築

2

◆大阪・関西万博を見据えた
イベント造成等

◆大阪・関西万博と連動した
プロモーション

◆造成したコンテンツの有効
活用

150

R5実績： 観光協会 3回参加

0

22,131

八幡市の観光魅力発信及び各種観光事業を行う
八幡市観光協会に対し事業費等を助成。

国内外からの誘客を行う旅行会社やランドオペレー
ターに対し、八幡市の観光情報をPRする。

24,550

R5実績：

0

新型コロナウイルス感染症により落ち込んだ観光消費を取り戻すべく、パンフレットの効果
的な配布や、観光PR動画の活用、SNS等を活用したウェブ情報の充実等、国内・国外の旅
行客に対してアフターコロナに向けたそれぞれ効果的な発信を行うとともに、商談会や情報
交換会へ観光協会と連携しながら積極的に参加し、プロモーションを実施する。また、市
ホームページをはじめ、LINEや市公式YouTubeチャンネルなどの各SNSを通じた情報発信
を行い、関連機関とも連携して多方面から情報を発信するとともに、時代に即した情報発信
方法の情報を収集し、有効性を研究しながら活用を推進する。
さらに、大河ドラマを活用し、他地域との連携を通じた観光資源等のプロモーションを行い、
魅力の向上を図る。加えて、2025 年大阪・関西万博を見据え、これまで取り組んだ事業者
によるツアー造成の促進などの結果を踏まえた上で、本市ならではの魅力を発信し、国内
外から訪れていただけるイベントの造成に取り組む。

◆各種ＰＲ方法の拡充

JAF観光協定

R5実績：
JAFへ情報提供、ＪＡＦＭａｔｅ1月号へ
の掲載

観光プロモーション等への参
加

プロモーションの推進

市内の観光名所等を紹介するＰＲ動画を作成し、効
果的な発信をするとともに、多様な場面での活用を
促進する。

0 0

0

22,813秋の文化財一斉公開2日間開催、
6,685人参加
松花堂ウォーク2日間開催、327人参
加

R5実績： パンフレットにてコンテンツへの誘導

0 0

観光ＰＲ動画事業

◆観光プロモーション等への
参加

⇒⇒

⇒

政策企画部、建設産業部

R7 R8

◆インバウンド対応推進

これまでの取組（総括）

⇒

R6

（「八幡STORY&GUIDE」PR）
⇒

◆龍谷大学との連携によるイ
ンバウンド対応モニターツ
アー・SNS発信、指さし会話集
（4言語）の作成、やさしい日
本語講座及びガイドブック作
成、動画制作
◆インバウンド対応推進
・「八幡STORY」PR拡充・「八
幡ＳＴＯＲＹ＆ＧＵＩＤＥ」として
コンテンツ追加整備
・インバウンド対応情報発信
・台湾・香港プロモーション
◆オンラインも活用した商談
会等への参加
◆各種ＰＲ方法の拡充
・インスタグラムによる各種企
画の実施
・京都府地域情報ファクトブッ
ク等への情報発信
・SNSによる情報発信
・新たな情報発信方法の研
究・検討・活用
◆観光PR動画制作
◆大河ドラマ「鎌倉殿の13人」
を契機とした鎌倉時代歴史文
化再発見事業

JAF（一般社団法人日本自動車連盟）と観光協定を
締結し、JAFのHPや各種媒体での発信を行う。

4

（各SNSを通じた情報発信）
（観光PR動画の活用）

⇒

36 0

0

R5実績：

主な３年間の取組（総括）

動画活用（庁舎での放映・市YouTube
へアップ・日本国際観光映画祭応募し
入賞）

◆大河ドラマを活用したPR ⇒⇒

観光協会活動助成

具体的事業名 概要・実績 決算見込
（千円）

予算
（千円）

R5 R6

予算
（千円）

歴史文化ものがたりコンテンツ
「八幡STORY&GUIDE」PR事
業

八幡の歴史や文化を伝えるウェブコンテンツ「八幡
STORY&GUIDE」の国内及びインバウンド向けPRを
行うとともに、多様な場面での活用を促進する。
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第４章　自然と歴史と文化が織りなす「観幸のまち　やわた」

第２節 幸せと出逢う観光まちづくり

①「観幸のまち　やわた」のブランド構築

R5実績：
宇治川Eボート川下り＆体験イベント
実施（10/29）、大河ドラマを契機とした
スタンプラリー実施（5/13～9/30）

15

1,471

17,554

R6

予算
（千円）

10
LINE・Twitter市アカウント運
営
【再掲】

具体的事業名

周遊ルートづくり（他地域連
携）事業
【再掲】

【充実】
大阪・関西万博関連事業

2025年大阪・関西万博を好機と捉えた「竹あかり」イ
ベントや周遊ルートづくり、観光協会が実施する文
化財一斉公開への助成等の実施により、本市なら
ではの魅力を発信し、国内外から訪れていただける
イベントの造成等を行う。

100

0

チャンネル登録者数　368人

0

広報やわた発行
【再掲】

10
LINE友だち数 4,193件、Twitterフォロ
ワー数 2,376件

【R5終了】
男山魅力探求発信事業
【再掲】

R5実績：
ガイド養成講座、モニターツアー開
催、PR素材作成

男山の自然体験や坊跡の歴史を題材としたモニ
ターツアーを開催し、必要な散策路等の環境整備
の調査を行う。

市政情報やイベント情報などを随時配信。

R5実績：

R5実績： アクセス数　1,139,441件

R5実績： 毎月32,300部発行

14,985 17,101

市政情報や各種イベント、まちの話題などを掲載し
た広報紙を毎月発行し、全戸に配布。

概要・実績
R5

Instagram市アカウント運営【再
掲】

市の旬の話題などを写真で随時発信するとともに、
各種企画を実施。

決算見込
（千円）

市公式YouTubeチャンネル運
営【再掲】

予算
（千円）

R5実績： フォロワー数　6,675件

30 35 35

ホームページ管理運営
【再掲】

市政情報などを随時発信。
6,252 6,126

0

R5実績：

100 2,000

300

他地域、民間事業者や大学と連携し、観光地域活
性化のための立案や活動を行う。

300

2,900 2,899

各課が保有する既存動画の集約および配信。

-

394

R5実績：
万博首長連合総会出席、万博に向け
たイベント造成の検討
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第２節 幸せと出逢う観光まちづくり

①「観幸のまち　やわた」のブランド構築

3 観光まちづくりを進める体制づくり 政策企画部、建設産業部

これまでの取組（総括）

0 0

R5実績：

6,563 6,480

R5実績：
マーケティング調査、地域づくり専門
人材配置、情報発信・プロモーション

文化観光まちづくり推進事業
【再掲】

歴史的資源を活用した文化観光まちづくりの推進
に向けた調査・検討を行うまちづくり協議会につい
て、運営の一翼を担う。

9,400 0 0

R5実績：
協議会の運営協力、観光庁　歴史的
資源を活用した観光まちづくり推進事
業採択

132 0

具体的事業名

◆関係機関との連携強化によ
る広域観光推進
◆「お茶の京都」交流拠点づ
くり推進協議会開催
◆観光基本計画策定
◆観光基本計画を進める
体制づくり
・官民協議会開催・運営
◆八幡市文化観光まちづくり
協議会開催・運営

令和6年3月策定の観光基本計画に基づき、観光消費額の向上及び交流人口の増大を図
る。関係機関との連携を強化し、他市町村と連動した観光プロモーションの実施等、広域的
な観光PRを推進する。また、歴史的資源を活用した文化観光を推進するため、拠点となる
施設の整備や、付加価値を提供する多様な主体が自由に議論・検証を重ねながら事業を
推進する体制を創設する。

R6 R7 R8

R6

R5実績：

秋の文化財一斉公開2日間開催、
6,685人参加
松花堂ウォーク2日間開催、327人参
加

石清水八幡宮を活かした交流拠点づくりや茶文化
発信を強化し、文化観光を経済の好循環につなげ
るための取組を定める観光基本計画を推進する。 5,000 4,999

未来戦略推進

0

R5実績： 観光基本計画策定・冊子200部作成

予算
（千円）

予算
（千円）

◆関係機関との連携強化に
よる広域観光推進

概要・実績
R5

205 205

R5実績：
パンフレット掲載等、京なび・関空等で
のPR

京都府下の市町村及び観光関連業界との連携を
図り、観光振興及び地域活性化を推進する。

24,550

決算見込
（千円）

観光協会活動助成
【再掲】

八幡市の観光魅力発信及び各種観光事業を行う
八幡市観光協会に対し事業費等を助成。

22,813

お茶の京都DMO
【再掲】

22,131

205京都府観光連盟

「お茶の京都DMO」と連携し、観光地域づくりに取り
組む。

6,570

⇒

⇒◆観光基本計画推進

◆歴史的資源を活用した文
化観光まちづくり未来戦略推
進

⇒ ⇒

⇒

⇒

歴史的資源を活用した文化観
光まちづくり未来戦略推進
【再掲】

文化観光の推進に向け、石清水八幡宮と門前町の
魅力向上を目指し、歴史的資源を活用した文化観
光まちづくり未来戦略を推進する。 0

主な３年間の取組（総括）

観光基本計画推進協議会

観光施策に関する基本計画をもとに、観光基本計
画推進官民協議会を設置し、庁内推進委員会の運
営を行いつつ、計画に基づく取組を推進する。 60

R5実績： 推進協議会、庁内委員会 各1回

観光基本計画推進

95



第４章　自然と歴史と文化が織りなす「観幸のまち　やわた」

第２節 幸せと出逢う観光まちづくり

①「観幸のまち　やわた」のブランド構築

歴史街道推進協議会

日本の歴史文化等の再認識及び世界へのアピー
ル等を行う歴史街道推進協議会に参加。

100 100 100

R5実績：
飛鳥奈良京都連携事業参加・会員向
けPRの活用

乙訓・八幡広域観光連絡協議
会

乙訓地域と観光連携を図ることを目的に組織された
乙訓・八幡広域観光連絡協議会に参加。

50 50 50

R5実績：
自転車での来訪促進をするイベント企
画協力・PRチラシ発行5,000部

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）
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第２節 幸せと出逢う観光まちづくり

②自然と歴史と文化が織りなす「出逢いの物語」観光の推進

1

歴史的資源を活用した文化観
光まちづくり未来戦略推進

文化観光の推進に向け、石清水八幡宮と門前町の
魅力向上を目指し、歴史的資源を活用した文化観
光まちづくり未来戦略を推進する。 0

2,899

R5実績：

2,900
【R5終了】
男山魅力探求発信事業
【再掲】

男山の自然体験や坊跡の歴史を題材としたモニ
ターツアーを開催し、必要な散策路等の環境整備
の調査を行う。

八角堂内見学及び期間限定
公開【再掲】

平成26年度から実施してきた保存整備工事が平成
30年度に完了したことに伴い、建物内部の見学（事
前申込）及び期間限定での公開を実施する。

0 0

R5実績：
堂内見学：1回、延7人
期間限定公開：1回（年2日）、 延348
人

鉄道事業者との意見交換、現況調査

⇒

（運営体制の検討）

具体的事業名

R5実績：
マーケティング調査、地域づくり専門
人材配置、情報発信・プロモーション

◆新・空中茶室プロジェクト推
進

【充実】
石清水八幡宮駅周辺再整備

「八幡市駅前整備等観光まちづくり構想」の具現化
に向けた駅周辺整備を検討するとともに、まちの玄
関口としてふさわしい駅前周辺の整備に向け、関係
者と連携し、グランドデザインを検討する。

5,000 3,985

お茶の京都DMO
【再掲】

文化観光まちづくり推進事業

歴史的資源を活用した文化観光まちづくりの推進
に向けた調査・検討を行うまちづくり協議会につい
て、運営の一翼を担う。

新・空中茶室プロジェクト推進
事業
【再掲】

石清水八幡宮を活かした交流拠点づくり 政策企画部、建設産業部、こども未来部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

R6

◆男山四十八坊等観光案内
板の追加設置（5基）
◆男山四十八坊を紹介する
観光案内冊子作成
◆八幡市駅前既存施設リ
ニューアル実施
◆歴史文化ものがたりコンテ
ンツ「八幡STORY」PR拡充・
「八幡ＳＴＯＲＹ＆ＧＵＩＤＥ」と
してコンテンツ追加整備
◆駅前再整備に向けた関係
機関調整

R7 R8

⇒
◆歴史的資源を活用した文
化観光まちづくり未来戦略推
進

歴史的資源を活用した文化観光まちづくり未来戦略に基づき、石清水八幡宮とその門前町
の拠点整備や推進体制の構築、新たな観光地としての「新・空中茶室」の創造に向け策定
した基本構想を推進し、魅力向上を目指す。また、石清水八幡宮駅周辺について、まちの
玄関口としてふさわしいものとなるよう、関係者と連携しグランドデザインを検討するととも
に、再整備内容の検討を行う。

◆石清水八幡宮駅周辺再整備 ⇒ ⇒

（グランドデザインの検討） （基本構想の策定） （基本計画の策定）

⇒⇒

（基本設計） （実施設計）

ガイド養成講座、モニターツアー開
催、PR素材作成

石清水八幡宮や門前町の魅力向上のため、「新・
空中茶室」の創造に向けた基本構想に基づき検討
する。 2,100

-

0

R5実績：
協議会の運営協力、観光庁　歴史的
資源を活用した観光まちづくり推進事
業採択

予算
（千円）

概要・実績

1,000

R5実績： 基本構想策定

6,570 6,563 6,480

0 0

R5実績： 未来戦略推進

R5 R6

9,400

R5実績：

「お茶の京都DMO」と連携し、観光地域づくりに取り
組む。

0

10,000

決算見込
（千円）

2,100

予算
（千円）

0
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第２節 幸せと出逢う観光まちづくり

②自然と歴史と文化が織りなす「出逢いの物語」観光の推進

2

市民等のイベントや祭りへの助成を行い、地域の祭りを観光誘客のツールとして発信すると
ともに、背割堤さくらまつり実行委員会等さまざまな機関と連携し、イベント開催や情報発信
を行う。また、四季彩館を活用し、八幡市産のてん茶を使用した茶会を実施する。さらに、三
川合流域の活性化に繋げていくため、継続的に各協議会等に参画し、府域を超えた連携
を図りながら八幡市かわまちづくり計画を推進するとともに、引き続き枚方～八幡間の安全
な航路の確保や環境整備等について近畿地方整備局への要望活動を実施していく。

具体的事業名 予算
（千円）

◆かわまちづくり計画推進

⇒

⇒

◆観光基本計画推進
◆観光プログラム開発促進
・観光事業者とのワーショップ
実施
◆背割堤さくらまつり実行委
員会への参画
◆茶会・茶香服大会実施
◆観光庁「域内連携促進事
業」を活用したモニターツ
アー、竹あかり、デジタルスタ
ンプラリー実施
◆かわまちづくり計画申請・登
録

◆観光プログラム開発促進

⇒

⇒ ⇒

R6 R7

⇒

R5実績： 推進協議会2回、庁内委員会 3回

観光基本計画推進
【再掲】

石清水八幡宮を活かした交流拠点づくりや茶文化
発信を強化し、文化観光を経済の好循環につなげ
るための取組を定める観光基本計画を推進する。 5,000 4,999 0

R5実績：

資源を活かした周遊・体験・滞在型の広域観光の推進 政策企画部、建設産業部

観光基本計画策定・冊子200部作成

◆茶会実施

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

600 1,100600

R5実績：
JAFへ情報提供、ＪＡＦＭａｔｅ1月号へ
の掲載

R5実績：
飛鳥奈良京都連携事業参加・会員向
けPRの活用

宮入　来場者4,000人

100

R5実績：

1,500 1,500

R5実績：
実行委員会・幹事会参画・13日間開
催　来場者216,271人

⇒

【充実】
太鼓まつり連絡協議会活動助
成

R6

決算見込
（千円）

予算
（千円）

100

観光事業者へのプロモーションを通じて、周遊・体
験・滞在型の観光プログラムの商品化を促進。 36 0 150

R5実績： 観光協会 3回参加

R6/2/23（金・祝）～3/10（日）開催

R8

◆観光基本計画推進

（商談会への参加）

◆背割堤さくらまつり実行
委員会への参画

⇒

⇒ ⇒

概要・実績
R5

0

1,500

歴史街道推進協議会
【再掲】

日本の歴史文化等の再認識及び世界へのアピー
ル等を行う歴史街道推進協議会に参加。

100

太鼓まつり連絡協議会活動に助成、事務局としてま
つりの運営を支援。

背割堤さくらまつり実行委員
会

JAF観光協定
【再掲】

JAF（一般社団法人日本自動車連盟）と観光協定を
締結し、JAFのHPや各種媒体での発信を行う。

4

国、府、市等関係機関で「背割堤さくらまつり実行
委員会」を組織し、「背割堤さくらまつり」を運営。

観光基本計画推進協議会【再
掲】

観光プロモーション等への参
加【再掲】

観光振興事業助成

東高野街道八幡まちかど雛まつり事業の実施に対
し助成。 100 100 100

R5実績：

観光施策に関する基本計画をもとに、観光基本計
画推進官民協議会を設置し、庁内推進委員会の運
営を行いつつ、計画に基づく取組を推進する。 0 60132

0
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0

280 300

R5実績：

宇治川Eボート川下り＆体験イベント
実施（参加26人）、大河ドラマを契機と
した家康ゆかりのスタンプラリー実施
（参加761人）

R5実績：

府域を超えた市町で構成する淀川舟運整備推進
協議会に参加し、国への要望活動を実施。

【R5終了】
市内周遊シャトルバスの運行

秋の文化財一斉公開における市内周遊促進のた
め、観光地点等を結ぶ周遊バスの運行。

534 561 -

300

淀川舟運整備推進協議会

市内周遊バス（延402人乗車）、阪急
西山天王山駅からのシャトルバス運行
（延168人乗車）

周遊ルートづくり（他地域連
携）事業

00

他地域、民間事業者や大学と連携し、観光地域活
性化のための立案や活動を行う。

決算見込
（千円）

予算
（千円）

松花堂等で茶会、市内小学校でお茶学習を実施
することにより、お茶に親しむ機会を創出する。

1,150

0

総会開催 1回
国への要望活動 1回

0

R5実績：

淀川舟運活性化協議会

2025年大阪・関西万博を好機と捉え、舟運を活かし
た上下流地域とのにぎわいづくりや沿川地域全体
の活性化を図る淀川舟運活性化協議会に参加し、
淀川舟運の更なる活性化に向けた取組を進める。

0

R5実績： 協議会開催 1回

具体的事業名

R5実績：

八幡産てん茶普及啓発事業
【再掲】

1,063

R6
概要・実績

R5

【充実】
大阪・関西万博関連事業
【再掲】

2025年大阪・関西万博を好機と捉えた「竹あかり」イ
ベントや周遊ルートづくり、観光協会が実施する文
化財一斉公開への助成等の実施により、本市なら
ではの魅力を発信し、国内外から訪れていただける
イベントの造成等を行う。

万博首長連合総会出席、万博に向け
たイベント造成の検討

R5実績：

100 100 2,000

かわまちづくり計画推進

歴史や水辺の魅力ある観光資源を活かした、一年
を通して自然に親しめる背割堤地区をコンセプト
に、中心市街地の周遊性向上と水辺の多様な利用
によるにぎわいの創出を図る。

0 0 0

R5実績： 計画申請・登録

予算
（千円）

1,200
お茶席体験参加人数80人
お茶学習参加人数28人
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第４章　自然と歴史と文化が織りなす「観幸のまち　やわた」

第２節 幸せと出逢う観光まちづくり

②自然と歴史と文化が織りなす「出逢いの物語」観光の推進

3

男山魅力探求発信事業の中でガイド
養成講座を実施

決算見込
（千円）

ボランティアガイド養成講座

観光協会と連携し、ボランティアガイド協会会員を
対象に養成講座を実施。

0

⇒ ⇒

0 0

R5実績：

社寺等観光施設連絡会

R5

0

公衆無線LAN「Japan.Free
Wi-Fi KYOTO」設置

主要な観光施設に公衆無線ＬＡＮを整備し、外国
人観光客を含めた観光客の利便性向上を図る。 0 0 0

男山展望台仮設トイレ設置

観光シーズンの春・秋期に男山展望台へ仮設トイレ
を設置する。

220

これまでの取組（総括）

220 220

R5実績：
2基設置（4月～5月、10月中旬～12月
中旬）

R5実績： 2回開催、12施設参加

0

社寺等の公開促進・共同行事等の開催を目指し、
課題解決を図るため連絡会を設置する。

予算
（千円）

0

R6 R7 R8

日本人観光客だけでなく、外国人観光客にとっても訪れやすいまちとなるよう、ボランティア
ガイドの養成支援や公衆無線LANの設置、案内看板等の整備を行う。

R5実績： なし

R6

予算
（千円）

具体的事業名 概要・実績

おもてなし環境の整備

◆公衆無線LAN設置
◆社寺等やガイドのネットワー
ク化推進
◆交差点名標識の改善（国交
省施工）
◆高速道路敷地内の案内標
識設置（NEXCO施工）
◆インバウンド対応市内観光
案内板３台設置
◆観光庁「地域観光資源の多
言語解説整備支援事業」を活
用した解説文の多言語化
◆文化庁「文化資源活用事
業」を活用した説明板設置等

主な３年間の取組（総括）

⇒ ⇒
◆社寺等やガイドのネット

ワーク化推進

建設産業部

◆案内看板等おもてなし環
境の整備
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第５章　総括

＜施策体系＞

第１節 活力の担い手育成

①

達成
状況

△

△

△
※1…10件は後期基本計画策定時の最新数値。

②

達成
状況

△

△

◎

※3…令和4年度実績値（農産物直売所（四季彩館）以外の販売所における販売額の判明時期が7月下旬であるため）。

第２節 活力の基盤整備

①

達成
状況

◎

②

達成
状況

○

○

△

◎

3 件

2 件

6 件

現状値
（R5)

現状値
（R5)

現状値
（R5）

現状値
（R5）

52.0

※2…前期基本計画では農産物直売所（四季彩館）の販売額としていたが、後期基本計画では市内における主な販売所（2箇所）を算出基準に加え、
指標を再設定した。

人 2 2 8

新名神高速道路（八幡京田辺～高槻間）工事着手率

市内国道1号歩道整備率（延長ベース）

農業の振興

めざす姿 八幡市に賑わいをもたらす基盤が整備されています。

企業立地の推進

指標名 単位
計画 目標値

当初値 （R9)

商業系・工業系用途地域の指定面積（市街化調整区域の地区計画含む）

担い手農家の農地利用集積面積 ha

指標名 単位
計画 目標値

当初値 （R9)

農産物直売所等における販売額（※2） 千円 69,814
246,518

(※3)
226,000

102 125 145

認定農業者数 人 72

基本目標 しなやかに発展する「活力のまち　やわた」

めざす姿 地域の経済・産業を担う人材や企業が育ち、八幡市に活力をもたらしています。

商工業の振興

指標名 単位
計画 目標値

当初値 （R9)

中小企業等融資の補給件数 件 52 52 65

創業支援の相談者のうち創業に至った件数 件 2 3 10より高い
(※1)

前年度

市域就職面接会で就業に至った人数

60 72

指標名 単位
計画 目標値

当初値 （R9)

コミュニティバスの年間利用者数 人 92,299 95,488 94,100

％ 18.0 99.0 供用開始

％ 50.0 96.0

前年度
実績

272

実績

5

3

65

前年度
実績

65

130

197,056

前年度
実績

99.0

52.0

91,361

ha 246 274 272

人・物の流れをつくる基盤の整備

居住誘導区域内の人口密度 人/ha － 71 70 72

27.3%

18.2%

54.5%

こ
の
章
の

達
成
状
況

目標値を達成（◎）

未
達
成

「前年度実績」より前進または同値（○）

「前年度実績」より後退（△）
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第５章　総括

基本目標 しなやかに発展する「活力のまち　やわた」

総括（指標の達成状況・今後の方向性）

総合計画検討懇談会の意見

（めざす姿の実現に向けて実施した取組、指標の達成状況）
　令和５年度は、計画期間延長を行った創業支援等事業計画に基づくワンストップ窓口の充実や創業塾の開
催など、関係機関と連携を密にしながら、さらなる創業支援を促進したほか、新たに中小企業者への奨学金
返還支援を開始し、人材確保や雇用環境の向上を図った。また、アグリチャレンジング支援事業などによる農
家の支援等に取り組んだが、指標の状況は概ね前年度より後退となった。
　「市域就職面接会で就業に至った人数」は、参加者数そのものが少なく、周知や開催方法に改善の余地が
あると考えられる。「認定農業者数」や「担い手農家の農地利用集積面積」については、農業者の高齢化等に
より担い手が減少していることが要因と考えられる。

第
１
節 （今後の取組方針）

　中小事業者への融資の補給を継続するとともに、商工会等と連携し、中小事業者への経営支援、ワンストッ
プ窓口での総合的な創業支援等により、商工業活動の活性化を図る。また、雇用・就労機会の増加等に向け
て、奨学金返還支援事業の導入企業を拡充し、市内企業の雇用確保につながる取組を進めていく。さらに、
新規就農者の育成に向け、京都府・その他各種関係団体と連携して支援を行うとともに、概ね10年先を見据
えた農業振興地域整備計画などの策定や農産物等の一層のPR等に取り組む。これらにより、地域の経済・産
業を担う人材や企業の育成を図っていく。

第
２
節

（めざす姿の実現に向けて実施した取組、指標の達成状況）
　令和５年度は、産業振興ゾーンの土地利用を推進するため、雨水排水基本計画の改定や、南北連携軸の
整備に向けた調査の実施、石清水八幡宮駅周辺再整備に向けた現況整理及び調査等に特に取り組み、指
標の状況は、概ね目標達成に向け前進している。
　「コミュニティバスの年間利用者数」については既に目標値を達成しており、市内公共交通の効率的運行や
バス待ち環境の改善等に取り組んだことが要因と考えられる。また、「商業系・工業系用途地域の指定面積
（市街化調整区域の地区計画含む）」についても、橋本駅周辺の都市計画変更により昨年度からさらに増加
した。なお、前年度と同値となった「市内国道1号歩道整備率（延長ベース）」については、工事着手に向け用
地買収を進めている状況。

（今後の取組方針）
　新名神高速道路の全線開通を控え、企業ニーズが高まっている状況を踏まえ、地域未来投資促進法に基
づく新たな基本計画を策定し、企業誘致の取組を進める。また、まちの玄関口としてふさわしい石清水八幡
宮駅前周辺の整備に向け、関係者との連携によりグランドデザインを検討するとともに、橋本駅周辺について
は、都市計画変更により設定した新たな土地利用制限に適合した民間土地利用を誘導する。加えて、持続
可能な公共交通網の構築に向け、コミュニティバスのルート・ダイヤの再編やデマンド交通等の新たな交通手
段導入等について検討を進める。こうした取組により、賑わいをもたらす基盤整備を図っていく。
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第５章　しなやかに発展する「活力のまち　やわた」

第１節 活力の担い手育成

①商工業の振興

1 商工業の振興 建設産業部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆商工会との連携強化による
経営支援等
・販路開拓支援（展示会出展
支援）
・やわたフェスタ開催支援
◆中小企業者への継続的な
補助事業の実施
◆働き方改革啓発
・企業向け講座等実施
◆新型コロナウイルス感染症
感染防止に係る事業者支援
◆やわたブランド「ヤワタカラ」
認定開始（R3～）

商工会等と連携し、市内イベントや中小企業者等への経営支援を行い、地元商工業の活
性化を図り、活力ある地域経済・地域社会を目指す。また、市内中小企業者に対する融資
保証料補給及び融資利子補給を継続的に実施するとともに、コロナの影響により積み上
がった債務の借換え需要並びに事業好転の契機となる前向きな取組を後押しするため、経
営改善の融資を受けた市内の中小企業者等に対し、中小企業等経営改善支援金の給付
を実施し、安定した経営、業務転換、経営革新等の支援をしていく。さらに、商工会等と連
携してやわたブランド「ヤワタカラ」の認定を推進し、特産品の開発・ＰＲを行う。

R6 R7 R8

◆商工会との連携強化に
よる経営支援等

（販路開拓支援）

◆中小企業者への継続的な
補助事業の実施

⇒ ⇒

⇒ ⇒

⇒◆やわたブランド創造事業 ⇒

R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

商工会活動助成

市内商工業の総合的な改善発達を図り、地域経済
の発展を目的とする商工会に対し助成。

18,960 18,960 19,000

R5実績：
中小企業知恵の経営ステップアップ事
業・まちゼミ事業・やわたフェスタ事業

具体的事業名 概要・実績

441 470

R5実績： 利子補給件数 26件

融資保証料補給

京都府中小企業融資制度による融資を受けた者に
対し、保証料の一部を補給。

【R5終了】
中小企業等経営改善支援金
給付事業

京都府の「伴走支援型経営改善おうえん資金」の
融資を受けた事業者に対し支援金を給付。 600 330 －

R5実績： 支援金件数11件

3,000 1,991 2,160

R5実績： 保証料補給件数 25件

融資利子補給

京都府中小企業融資制度による融資を受けた者及
び日本政策金融公庫の融資を受けた者に対し、利
子の一部を補給。 750

「ヤワタカラ」第4回、第5回認定
2品目認定（認定総数33品目）

1,904 1,094
【充実】
やわたブランド創造事業
【再掲】

商工会等と連携した特産品認定の仕組みづくりや
特産品の開発とPRを行う。

1,004

R5実績：

商工業活性化事業【再掲】

地域に根差した商工業活動の活性化を図り、活力
ある地域経済・地域社会を目指すため、事業者等
への商工業振興にかかる各種取組に対し、助成す
る。

5,000 4,776 3,000

R5実績： 補助件数20件
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第５章　しなやかに発展する「活力のまち　やわた」

第１節 活力の担い手育成

①商工業の振興

2

R5実績：

建設産業部

（創業者の掘り起こし、
支援充実に係る検討）

◆創業者、第二創業者への
継続的なサポート

⇒

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆創業者、第二創業者への
継続的なサポート
・創業者の掘り起こし、支援
充実に係る検討

創業者、第二創業者をサポートするため、創業支援等事業計画に基づき、創業に係る経
営・財務・人材育成・販路開拓について、各関係機関と連携し、継続的に支援していく。ま
た、創業者の掘り起こしや支援の充実について検討していく。

R6 R7 R8

⇒

八幡発の創業の推進

5,000 4,776 3,000

R5実績： 補助件数 20件

R6

230

R5実績： 創業に係る保証料補給件数 4件

ワンストップ相談窓口設置

ワンストップ相談窓口を設置し、相談者を総合的に
支援することができる創業支援員を配置。

250 256 787

R5実績：

商工業活性化事業

地域に根差した商工業活動の活性化を図り、活力
ある地域経済・地域社会を目指すため、事業者等
への商工業振興にかかる各種取組に対し、助成す
る。

創業に係る利子補給件数 17件

具体的事業名 概要・実績
R5

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

融資保証料補給
（開業・経営承継支援資金）

京都府中小企業融資制度の開業・経営承継支援
資金による融資を受けた者に対し、保証料の一部
を補給。 450 182

2,560

融資利子補給
（新創業融資制度）

3,5452,824

市相談件数 8件

日本政策金融公庫の新創業融資制度による融資を
受けた者に対し、利子の一部を補給。
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第５章　しなやかに発展する「活力のまち　やわた」

第１節 活力の担い手育成

①商工業の振興

3

◆就労相談、地元雇用促進
の継続的な実施

関係機関と連携し、就労相談及び地元雇用促進を継続的に実施する。また、市内事業者
が実施する従業員の奨学金返済支援に対し助成し、人材確保や雇用環境の向上を図る。

R6 R7 R8

主な３年間の取組（総括）

就業支援 市民生活部、健康福祉部、建設産業部

決算見込
（千円）

予算
（千円）

京都ジョブパーク及び地域若者サポートステーショ
ンと連携した相談会を実施。 0 0 0

これまでの取組（総括）

R5実績：

31,852

R5実績： 相談件数 303件（延べ555件）

就職困難者就労対策事業

就職困難者の就労支援として、求職相談事業や資
格免許の情報提供など、人材育成、企業啓発等の
事業を実施する。 346 215 216

R5実績： 就労パソコン講座参加者　12名

生活困窮者自立支援
（自立相談支援）
【再掲】

経済問題や家庭問題など、様々な課題を抱えた生
活困窮者に対し、訪問支援や個別支援計画の策定
など、自立に向けた包括的な支援を実施。 27,724 26,557

⇒ ⇒

個別就職相談会

相談件数 47件

具体的事業名

中小企業奨学金返還支援事
業

人材確保や雇用環境の向上を図るため、京都府の
「就労・奨学金返済一体型支援事業」の交付決定を
受けた事業者に対し助成。 480 105 480

R5実績： 補助対象件数　3件

八幡市域就職面接会

ハローワーク伏見と連携し、地元企業が参加する就
職面接会を開催。 30 9

◆就労相談、地元雇用促進
の継続的な実施

20

R5実績： １回開催（就業者数2人）

概要・実績
R5 R6

予算
（千円）
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第５章　しなやかに発展する「活力のまち　やわた」

第１節 活力の担い手育成

①商工業の振興

4

◆適正管理に向けた啓発・
指導 ⇒ ⇒

◆関係機関との連携 ⇒ ⇒

産業と地域の共生 建設産業部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆関係機関との連携
◆適正管理に向けた啓発・指
導

関係機関との連携及び適正管理に向けた啓発・指導を行う。

R6 R7 R8

自動車処理事業振興対策
（事業者等指導）

自動車処理事業の振興及び廃油廃液に伴う公害
防止等を図るため、市内処理事業者及び協同組合
への指導を実施。 30 21 30

R5実績： 指導 38業者

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

107



第５章　しなやかに発展する「活力のまち　やわた」

第１節 活力の担い手育成

②農業の振興

1

スマート農業実装チャレンジ
事業

作物生産の作業性・生産効率向上に必要なスマー
ト農業技術を搭載した機械及び設備の導入に対し
助成。 10,780 9,029 12,940

R5実績： 助成　1法人、1名

R5実績： 助成　1団体、4法人、1名

◆認定農業者の確保・育成

担い手の育成・強化 健康福祉部、建設産業部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

認定農業者及び新規就農者の確保・育成を図るため、八幡市地域担い手育成総合支援協
議会など関係機関等の活動支援を継続的に実施する。

R6 R7 R8
◆認定農業者の確保・育成
◆新規就農者の確保・育成

◆新規就農者の確保・育成 ⇒⇒

（アグリチャレンジング支援）

（農産物販売強化）

⇒ ⇒

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

地域担い手育成総合支援協
議会事業助成

地域農業の担い手を育成・確保する活動を支援す
るため、八幡市地域担い手育成総合支援協議会の
活動経費に対し助成。 150

R5実績： 総会 2回開催

250 250

農地中間管理

農業の担い手の発掘・育成を図るため、農地の貸
付及び借受希望者の掘り起こしや担い手（受け手）
への公募の周知、相談等を実施。 200 0 0

R5実績：

農業青年クラブ活動助成

八幡市農業青年クラブの活性化を図るため、活動
に係る農業用機械等の購入に対し助成。 114 110 105

地域農業担い手認定者支援
事業助成

地域農業の担い手認定者の経営規模拡大に向け
た活動支援、農機具・貨物自動車等の購入・修理
を行う八幡市農業経営者会議に対し、活動費の一
部を助成。

850 450 850

R5実績： 新規認定者1名、再認定者14名

R5実績： 視察研修に対し助成

関係機関との連絡調整

アグリチャレンジング支援事業

担い手農家等が新たに行う収量拡大や品質向上、
加工品開発等の取組や農業活性化協議会が行う
農産物販売強化活動を支援する。 1,800 1,094 1,900
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2

R5実績： 52回出動

740

300

500野菜価格安定対策事業

野菜価格の低落や収穫量の減少が農業経営に及
ぼす影響を緩和するため、「京のふるさと産品価格
流通安定協会」へ加盟し、事業費を負担。 1,160 457

九条ねぎ 1回、万願寺とうがらし1回

11,122 8,470

R5実績：

5,960

R5実績：
八幡市域における綴喜西部土地改良
区の組合員の負担軽減

揚水機更新助成4件

排水事業負担軽減事業

農業用施設維持補修

農道・農業用用排水路等の農業用施設について、
必要な維持補修等を実施する。

◆八幡市農業振興地域整備
計画

（計画策定）

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆農産物の生産に必要な施
設整備等に対する支援

3,680

R5実績： 委託　4件

農業用水対策事業
（農業用施設改修等助成）

有害鳥獣駆除対策

生産基盤等の強化 建設産業部

R6

予算
（千円）

農産物の生産に必要な施設整備等について、農業団体の取組への支援を実施するほか、
農地の利用集積を図ることにより、耕作放棄地の発生防止や農家の経営安定化等を図る。

R6 R7

⇒ ⇒

R8

◆農産物の生産に必要な施
設整備等に対する支援

⇒

（計画推進）

⇒

川北排水機場維持管理【再
掲】

940

R5実績： 助成　1件

5,396

決算見込
（千円）

予算
（千円）

綴喜西部土地改良区における排水機等の維持管
理にかかる賦課金の農家負担軽減を図るため、綴
喜西部土地改良区に対し、事業費の一部を助成。 5,990

6市2町の負担により管理運営する川北排水機場に
ついて、農地等を水害から守るため、適正な維持管
理を実施。 6,880

21,220

計画推進・見直し着手

5,955

国の農用地等の確保等に関する基本方針、京都府
農業振興地域整備基本方針、市の土地利用計画
等と整合を図った農業地域振興整備計画を見直
し、策定する。

2,500 2,312 4,050

R5実績：

農業用揚水機・農業用用排水路の新設、修理、改
修に係る１事業あたり50万円以上の工事に助成。 5,940

具体的事業名 概要・実績
R5

【充実】
八幡市農業振興地域整備計
画策定・推進

R5実績：

4,620

有害鳥獣による農林業の被害を減少させるため、
有害鳥獣を捕獲する。 300 300

農地の利用集積推進

耕作放棄地の発生防止や農家の経営安定化等を
図るため、農業委員及び農地利用最適化推進委員
による農地パトロール等を基に農地の利用集積を
推進する。

630 622

R5実績： 284,066㎡
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1,900

4,250

12,940

R5実績： 駆除剤 579袋

9,029

R5実績： 助成　1法人、1名

630

R5実績： 処理量 21,340kg

630 385
環境にやさしい野菜づくり事
業

R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

0

R5実績：

作物生産の作業性・生産効率向上に必要なスマー
ト農業技術を搭載した機械及び設備の導入に対し
助成。 10,780

0

R5実績：

概要・実績
R5

環境に配慮した農業を推進するため、京都やましろ
農業協同組合八幡市支店に対し、農業用使用済プ
ラスチックの回収事業費の一部を助成。

茶業振興対策事業
（茶園環境改善事業）

茶業の振興を図るため、生産体制の強化、伝統的
な手摘み栽培技術の継承、商品価値や市場評価
の高い良質茶の生産を推進する。

R5実績： 助成　1団体、4法人、1名

水田農業構造改革対策事業

水田農業に係る生産基盤等の強化を図るため、ス
クミリンゴガイ駆除、経営所得安定対策事業、加工
用米生産事業等に対し助成。 3,710 2,961

スマート農業実装チャレンジ
事業【再掲】

558 558

被覆棚強化更新 24.94a

アグリチャレンジング支援事業
【再掲】

担い手農家等が新たに行う収量拡大や品質向上、
加工品開発等の取組や農業活性化協議会が行う
農産物販売強化活動を支援する。 1,800 1,094

農業者物価高騰対策緊急支
援事業

物価高騰による負担増に直面する農業者に対する
支援を行うため、支援金の給付等を行う。※令和6
年度繰越事業

具体的事業名

10,000

(繰越:10,000）

0

-
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3

農産物品評会開催

高品質で安全な農作物の普及啓発を図り、農業に
対する理解を深めるため、農産物品評会を開催。 193 141 183

R5実績： 出品数 142点

⇒ ⇒

R5実績：

安全・安心でおいしいお米生
産事業助成

0

R5実績： 助成　1団体

農業振興・地産地消を推進するため、生産管理さ
れたＪＡ出荷米「こだわり米」及び特別栽培米につい
て、JA京都やましろ八幡市支店に対し助成。 3,500

助成 1等米2,004袋、2等米5,734袋

0

R5実績： 実績なし

八幡産ブランド野菜PR事業助
成【再掲】

八幡市産の農産物であることを出荷袋に表記し、地
産地消を推進する活動に対し助成。

八幡市学校給食運営委員会が行う地元産味噌給
食利用促進事業に対し助成。

2,277 2,209 1,939

R5実績： 利用 味噌1,983.4kg、白味噌670.4㎏

地元産米給食利用促進補助
金

八幡市学校給食運営委員会が行う地元産米給食
利用促進事業に対し助成。 600 532 628

R5実績： 利用 53,200kg

地元産味噌給食利用促進補
助金

都市・農村ふれあい事業

都市と農村の地域交流を推進する松花堂ふれあい
市・八幡市農業女性グループ等に対し、活動費の
一部を助成する。 303

R5実績： 利用者数　●●人

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

0 0

2,900

やわた流れ橋交流プラザ「四
季彩館」管理運営

都市型市民と農村型市民とのふれあいの場を創出
するため、やわた流れ橋交流プラザの管理運営を
行う。 19,285 19,825 19,285

203 303

R5実績： 視察研修等に助成

「京の米」生産イノベーション
事業費助成

米の産地間競争に対応するため、生産・流通機械
の整備や生産基盤の機能保全対策に対し助成。 830 550

2,723

地産地消の推進 建設産業部、こども未来部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆地元産米・味噌給食利用
促進

⇒

R8

◆農産物直売所運営助成 ⇒

新鮮な地場産農産物を提供する農産物直売所の運営や地元産の農産物を使用した学校
給食の実施に対し助成することにより、地産地消を推進する。

R6 R7

◆農産物直売所運営助成
◆八幡産ブランド野菜PR助成
◆地元産米・味噌給食利用促
進
◆やわた農業まつり開催

未確定
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第２節 活力の基盤整備

①企業立地の推進

1

区画整理事業や土地取引の円滑化に向け、地籍
調査を実施。

雨水排水基本計画推進
【再掲】

南北連携軸道路等整備調査

4,000

R5実績： 橋本駅周辺：１地区

4,211

R5実績：

0 0

R5実績： 計画推進

0

R5実績： 基本計画、基本設計

7,717

企業の進出可能な土地の確保 建設産業部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆八幡市都市計画マスタープ
ラン改定
◆立地適正化計画策定
◆都市計画検討・推進
◆地籍調査事業推進
（西山地区）
◆雨水排水基本計画改定（産
業振興ゾーン）

今後の土地利用の方向性を示す「八幡市都市計画マスタープラン」及び「立地適正化計
画」に基づき、土地の利活用に取り組む。また、産業振興の土地利用に向け、関係機関と
調整し、区域区分の見直しや市街化調整区域における地区計画決定等の都市計画決定
を行い、工業・商業基盤の整備を進める。

R6 R7 R8

◆土地利用の見直し ⇒ ⇒

◆地籍調査事業推進 ⇒ ⇒

（区域区分見直しによる都市
計画決定）

（市街化調整区域における地
区計画決定）

（市街化調整区域における地
区計画決定）

13,552

男山北部地区0.11㎢の地籍調査

13,600

◆産業振興ゾーン関連事業

（南北連携軸道路整備検討）

（雨水排水基本計画推進）

⇒

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

都市計画マスタープランに基づき、必要な調査・調
整等を行い、都市計画を決定・変更する。 3,200

0

R5実績： 計画推進

R5実績： 計画推進

八幡市都市計画マスタープラ
ン計画推進

八幡市のめざす将来都市像の実現に向けたまちづ
くりの指針となる八幡市都市計画マスタープランに
基づく取組を推進する。 0 0 0

市全域の雨水排水に係る総合的な調整等を行うた
め策定した計画に基づき、各種施策を推進。 9,000 6,000

R5実績： 計画改定（産業振興ゾーン）

産業振興ゾーンの土地利用を推進するため、南北
連携軸の整備を検討する。
※R6予算は都市計画調査・決定4,000に含む 5,600 4,677

市街地整備計画推進

新名神高速道路の全線開通のインパクトを好機と
捉える中で、今後の土地利用の方向性を示す計画
に基づく取組を推進する。 0 0

3,012

立地適正化計画推進
【再掲】

居住機能や医療・福祉・商業等の都市機能の立
地、公共交通の充実等を計画的に行うための立地
適正化計画に基づき、コンパクトシティに向けた取
組を推進する。

0

都市計画調査・決定

地籍調査事業

⇒

国土調査指定申請図書等作
成業務

既存の測量成果を活用し、地籍調査と同等の成果
とするため必要な測量や図書作成を行う。 2,500 2,200 3,379

R5実績： 橋本駅前地区1.73ha
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0

R5実績：

道路位置指定指導

R6

予算
（千円）

0

調整、法76条許可　0件

R5実績：

土地利用・規制

各種土地利用規制を伴う他法令との調整を行うとと
もに、土地区画整理事業施行地区内における土地
の形質の変更等の許可、及び同許可に係る現状回
復等の命令を行う。

0

0 0

R5実績：

R5実績：

実績なし

0

予算
（千円）

具体的事業名 概要・実績
R5

0

太陽光発電設備の設置指導

市民の生命及び財産の保護を図り、もって公共の
福祉の増進に寄与することを目的とする「太陽光発
電設備の設置の規制等に関する条例」に基づき、
設置行為等について個人又は事業主に対し指導・
審査を行う。

0

実績なし

決算見込
（千円）

0

0

建築指導

都市計画施設の区域及び市街地開発事業の施行
区域内における建築許可を行うとともに、道路、公
園等の施設の配置や建築物について、地区計画を
策定し、建築行為等の審査を行う。また、良好な市
街地形成に向け、市の開発指導要綱等に基づき個
人又は事業主に対して指導を行う。

開発事前協議　8件
宅地造成等規制法事前協議　6件

開発・宅地造成工事指導

良好な市街地形成に向け、市の開発指導要綱等に
基づき個人又は事業主に対して指導を行う。

0

R5実績：

土地区画整理事業

土地区画整理事業者の求めに応じ、事業の準備又
は施行のための技術的援助を行う。

関係機関調整・事業施行中 1地区

0

行為審査 15件
建築事前協議 255件

0

0

R5実績：

良好な市街地形成に向け、市の開発指導要綱等に
基づき個人又は事業主に対して指導を行う。 0 0

0 0
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2

R7

資源の適切な保全や景観形成、農薬使用削減など
農業の多面的な機能を促進する活動に対し助成。

R5実績： 生産緑地地区の変更

20,170 16,964 20,170

⇒

R5実績： 助成　3団体

【充実】
八幡市農業振興地域整備計
画策定・推進
【再掲】

国の農用地等の確保等に関する基本方針、京都府
農業振興地域整備基本方針、市の土地利用計画
等と整合を図った農業地域振興整備計画を見直
し、策定する。

建設産業部

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

農地の保全

4,000

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆多面的機能支払交付金を
通じた支援
◆生産緑地法の運用
◆特定生産緑地指定

◆生産緑地法の運用

⇒

農業・農村の有する多面的機能の維持・発揮を図るための地域の共同活動に取り組む活
動組織に「多面的機能支払交付金」を通じた支援を実施する。
また、生産緑地について、新規指定に向けた調整等生産緑地法の運用により都市における
農地等の適正な保全を図る。

R6 R8

⇒
（生産緑地地区の変更）

（新規指定に向けた調整）

農業の有する多面的機能促
進事業

計画推進・見直し着手

2,500

◆八幡市農業振興地域整備
計画

（計画策定）

⇒
⇒

（計画推進）

都市計画の見直しや決定にあたり、農地保全との
調和を図るため、農業振興地域整備計画等との調
整等を行う。 3,200 3,012

◆多面的機能支払交付金を
通じた支援

⇒

2,312 4,050

R5実績：

市街化区域内の農地等のうち、公害や災害の防止
など良好な生活環境の確保に効果があり、公園・緑
地などの敷地に適している土地を生産緑地地区と
して指定。

0 0 0

R5実績： 関係機関調整、生産緑地地区の変更

生産緑地法の運用

都市計画調査・決定
【再掲】
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①企業立地の推進

3

-

地域経済牽引事業の促進

地域未来投資促進法に基づく八幡市基本計画に
適合する地域経済牽引事業の促進を図る。 0 0 0

R5実績： 相談2件

企業誘致の推進 建設産業部

京都府市町村企業誘致推進
連絡会議

府内19市町が密接な関係を構築し、効果的な企業
誘致活動の展開を図る。

80 80 80

R5実績：
負担金支出、企業誘致説明会参加（１
回）

具体的事業名

◆各市町の紹介紙及び府下
用地案内パンフレット作成

【新規】
地域未来投資促進法に基づく
八幡市基本計画策定

令和2年3月に国の同意を受けた地域未来投資促
進法に基づく八幡市基本計画が令和6年度末で終
了するため、令和7年度からの新たな基本計画を策
定する。

- - 3,600

R5実績：

工業団地の効率的な利用促
進

決算見込
（千円）

予算
（千円）

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆各市町の紹介紙及び府下
用地案内パンフレット作成
◆誘致活動のための勉強会
等参加
◆地域未来投資促進法に基
づく基本計画を策定

各市町の紹介紙作成や府下用地案内パンフレットの作成、誘致活動のための勉強会等に
参加するとともに、地域未来投資促進法等の活用により市内で提供できるような用地が確保
できた際には、京都府や関係機関と連携し、優良企業の誘致に取り組む。

R6 R7 R8

◆地域未来投資促進法の活
用・地域経済牽引事業の促
進

⇒ ⇒

予算
（千円）

⇒⇒
◆誘致活動のための勉強会

等参加

⇒ ⇒

概要・実績
R5 R6

入居状況調査により現状を把握し、効率的な工業
団地の利用を促進する。

0 0 0

R5実績：
2年に1回入居状況調査実施（今年度
未実施）
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②人・物の流れをつくる基盤の整備

1

具体的事業名 予算
（千円）

概要・実績

0

全国の広域幹線ﾈｯﾄﾜｰｸを構成し、国土の東西交
流を支える新名神高速道路の令和9年度「八幡京
田辺～高槻間」開通に向け、NEXCO西日本を主体
とし、京都府、関係市町が連携し事業を実施。

決算見込
（千円）

R5実績：

0

工事推進、早期開通に向けた要望

00

関係機関協議R5実績：

7,607

新名神高速道路八幡京田辺IC周辺のアクセス道路
整備を進める。

⇒

⇒ ⇒

⇒ ⇒

R5 R6

予算
（千円）

新名神高速道路（八幡京田辺～高槻間）の整備促進 建設産業部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆東工区整備促進
・協議、調整
◆西工区整備促進
・協議、調整
◆中工区整備促進
・協議、調整

市内3つの工区（東、中、西）に分けて展開されている新名神高速道路（八幡京田辺～高槻
間）整備事業の令和9年度開通を目標に、全工区の工事推進に向けた協議・調整への協力
を行う。

R6 R7 R8

（協議・調整）

◆東工区整備促進

（協議・調整）

（協議・調整）

◆中工区整備促進

◆西工区整備促進

⇒

用地取得

新名神高速道路整備事業（八
幡京田辺～高槻間）
＜NEXCO事業＞

00

新名神八幡京田辺JCT（H29.4開通）周辺の機能復
旧等を実施。

新名神高速道路整備事業
（八幡京田辺JCT周辺整備）
＜NEXCO事業＞

R5実績：

1,3507,607
（都）内里高野道線、（府）八
幡京田辺インター線整備事業
＜京都府事業＞
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2

R5実績： 関係機関協議、工事

（都）内里高野道線、（府）八
幡京田辺インター線整備事業
＜京都府事業＞【再掲】

新名神高速道路八幡京田辺IC周辺のアクセス道路
を整備。 7,607 7,607

R5実績：

市道二階堂川口線BP整備事
業

京阪道路へのアクセス道路として、国道１号以西か
ら市道二階堂川口ＢＰへつなぐ道路を整備。 26,344

下奈良地区の歩行者安全確保、交通の円滑化を
図るためのバイパス道路を整備。 0 0

（用地取得及び整備工事）

⇒

（用地取得・整備促進）

⇒

予算
（千円）

用地取得、道路築造

R5

◆八幡田辺線・内里高野道線

R6

0

284,500

1,350

156,571

892 1,430

決算見込
（千円）

0 0

4,677

00

0

予算
（千円）

19,550

2,000

0

0

⇒

用地事務受託による用地取得

橋本駅周辺拠点整備に向け、既設道路を新たな駅
ロータリーまで延伸させる道路を整備。

R8

主な３年間の取組（総括）

市道野神線については令和６年度、市道橋本駅前線については令和８年度の整備完了を
目指し、道路整備工事を進める。また、国道1号歩道整備については、用地事務の一部を
国から受託し、整備促進に向けた協力を行う。さらに、市道二階堂川口線ＢＰについては、
（都）八幡田辺線接続部および現道接続部の工事着手を目標とし、幹線道路・都市計画道
路（街路）については、南北連携軸（国道１号以南）の整備に向けた調査・検討を行い、城
陽－八幡連絡道路等の未事業化路線については、京都府へ事業化に向け働きかけを行
う。

（整備促進）

◆幹線道路・都市計画道路
（街路）計画検討

⇒

R7

（道路整備工事、整備完了）

R6

市内幹線道路の整備 建設産業部

これまでの取組（総括）

（計画決定） （整備促進）

◆国道１号歩道整備

◆野神線

（整備促進）

◆二階堂川口線ＢＰ
・用地取得、工事
◆野神線
・用地取得
◆橋本駅前線
・用地取得、設計、工事
◆八幡田辺線
・用地取得、工事
◆内里高野道線
・用地取得
◆国道１号歩道整備
・事業協力
・用地事務受託

⇒ ⇒

（用地取得及び整備工事）

（調査・検討）

（用地取得）

（仮称）八幡南北線道路整備
計画

具体的事業名 概要・実績

市道長部代砂畠線整備事業

26,344

5,600

R5実績：

190,300

(繰越:149,800)

R5実績： 関係機関協議

府への要望書提出
国道１号以南の道路計画検討

広域高規格道路整備に伴う市内の道路混雑解消
を図るため、新たな南北幹線道路の計画を検討。
※R6予算は都市計画調査・決定4,000に含む

用地取得

R5実績： 計画検討

R5実績：

市道西山下奈良線整備事業

（都）八幡田辺線の西伸事業に合わせ、渋滞のない
快適な移動確保を目指し、市道西山下奈良線の延
伸を検討。

（都）八幡田辺線整備事業
＜京都府事業＞

R5実績： 計画検討

市道橋本駅前線整備
（橋本駅周辺拠点整備）

渋滞のない快適な移動確保を目指し、市道長部代
砂畠線の延伸、改良を検討。

113,70071,000

（繰越:71,000）

国道１号歩道整備事業
＜国事業＞

国が進める国道1号の歩道整備事業の用地事務の
一部を受託。

R5実績：

0市道野神線整備事業

歩道未整備、道路幅員狭小、線形不良区間を解消
するための道路整備。

R5実績： 工事
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②人・物の流れをつくる基盤の整備

R5実績： 国道１号以南の道路計画検討

幹線道路等の整備計画を策定し、事業を推進。
※R6予算は都市計画調査・決定4,000に含む

概要・実績
R5

府への要望書を提出

予算
（千円）

R6

予算
（千円）

0

木津川を渡河し城陽市を結ぶ新たな連絡道路の事
業化を図る。 0

決算見込
（千円）

0

具体的事業名

城陽-八幡連絡道路整備計画

R5実績：

幹線道路・都市計画道路
（街路）計画

5,600 4,677 0
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3

⇒

（整備完了）

交流拠点の整備

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

284,500

⇒

R5
概要・実績 予算

（千円）
決算見込

（千円）

（立地適正化計画推進）

石清水八幡宮駅周辺がまちの玄関口としてふさわしいものとなるよう、関係者と連携し再整
備に係るグランドデザインを検討するとともに、再整備内容の検討を行う。また、橋本駅周辺
整備については、隣接して計画する民間開発事業との事業調整を図るとともに、電線共同
溝の整備、ロータリー整備工事を行い、令和８年度の供用開始を目標に整備を進める。

⇒ ⇒

R6 R7 R8

（電線共同溝整備、広場整備
工事）

R6

（電線共同溝整備、広場整備
工事）

（グランドデザインの検討）

⇒ ⇒

（基本構想の策定） （基本計画の策定）

立地適正化計画推進

◆橋本駅前整備推進

◆石清水八幡宮駅前整備推進

◆土地の利活用検討
・立地適正化計画策定・推進
◆石清水八幡宮駅前整備推
進
・関係機関との調整
・整備に向けた検討
・放生川踏切道改良計画策
定
◆橋本駅前整備推進
・整備基本計画策定
・関係機関協議
・暫定整備の設計
・工事着手
・用地取得
◆科手土井線整備
・広場（歩道）整備

建設産業部

0

R5実績： 計画推進

0 0

居住機能や医療・福祉・商業等の都市機能の立地
や今後の公共交通政策等を計画的に行うための立
地適正化計画を策定し、コンパクトシティに向けた
取組を推進する。

◆土地の利活用検討

具体的事業名 予算
（千円）

【充実】
放生川踏切拡幅

10,000

4,600

R5実績：

3,900 3,574

R5実績： 鉄道事業者との意見交換

「八幡市駅前整備等観光まちづくり構想」の具現化
に向けた駅周辺整備を検討するとともに、まちの玄
関口としてふさわしい駅前周辺の整備に向け、関係
者と連携し、グランドデザインを検討する。

5,000

踏切道改良促進法の「改良を実施すべき踏切」に
指定されたことを受け、歩道拡幅による踏切改良の
実施を検討。 2,600 1,922

市営駐車場管理運営

石清水八幡宮駅周辺での違法駐車を防止し、周辺
環境の向上を図ることを目的に駐車場利用を促
進。

50,000

R5実績： 改良に向けた調査・検討

3,985

利用台数 22,352台

【充実】
石清水八幡宮駅周辺再整備
【再掲】

放置自転車等対策（駐輪場管
理運営）
【再掲】

放置自転車等対策として石清水八幡宮自転車駐
車場の管理運営を行う。 6,9436,542

R5実績：

156,571橋本駅周辺拠点整備事業

交流拠点として京阪橋本駅前広場及び周辺道路を
整備し、都市機能の誘導を図る。 190,300

R5実績： 関係機関協議、工事 (繰越:149,800

6,960

利用率　自転車18.4％、バイク20.6%
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4

59,310

決算見込
（千円）

R5実績：

⇒ ⇒

◆コミュニティバス利用促進

◆コミュニティバス運行
⇒

0

予算
（千円）

本会議３回、幹事会１回開催

58,825 52,127

具体的事業名 概要・実績
R5

予算
（千円）

建設産業部

主な３年間の取組（総括）

計画推進

⇒⇒

R6

R5実績： 1日20便　年間95,488人利用

地域公共交通計画推進

持続可能な公共交通の実現に向け、今後の地域公
共交通の方向性を明確にするため、地域公共交通
計画を推進。 0 0

【新規】
バス交通対策事業
（地域公共交通網の再編検
討）

コミュニティバスのルート・ダイヤ再編や、デマンド交
通等の新たな交通手段導入を含めた検討を実施。

R5実績： 地域公共交通計画推進

R5実績： -

バス交通対策事業
（コミュニティバス運行）

公共交通サービスを享受できない地域へのサービ
ス提供として、コミュニティバス運行業務を委託によ
り実施。

地域の需要に応じた住民の生活に必要なバス等の
旅客輸送の確保及び利便の増進等に必要なる事
項を協議。

バス交通対策事業
（地域公共交通会議）

◆コミュニティバス運行
・事業者等との協議・検討
◆コミュニティバス利用促進
・広報・啓発
◆地域公共交通計画
・地域公共交通会議

◆地域公共交通網再編検討

◆地域公共交通計画

（事業者等との協議・検討）

（広報・啓発）

⇒

持続可能な公共交通の構築

これまでの取組（総括）

コミュニティバス等市内公共交通の効率的運行について、バス事業者等と協働して取り組
むとともに、引き続き利用促進のための広報、啓発等を実施しながら、運行の持続を図る。
また、地域公共交通計画を策定し、持続可能な地域公共交通の維持・利用促進に向けた
取り組みを進める。加えて、コミュニティバスのルート・ダイヤ再編やデマンド交通等の新た
な交通手段について検討を進める。

R6 R7 R8
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第６章　総括　

＜施策体系＞

第１節 環境と発展の調和

①

達成
状況

◎

◎

◎

◎
※1…目標値の310千t-CO２は後期基本計画策定時の最新数値（R1）。現状値（R5）はR3暫定値。

※2…22件は後期基本計画策定時の最新数値。

※3…34件は後期基本計画策定時の最新数値。

※4…319人は後期基本計画策定時の最新数値。

②

達成
状況

-

-

第２節 安心・安全

①

達成
状況

◎

◎

△

※6…287件は後期基本計画策定時の最新数値。

②

達成
状況

〇

△

〇

〇

③

達成
状況

〇
※8…10件は後期基本計画策定時の最新数値。

※7…消費者教育講座の実施方法を学校での消費者教室から情報提供に変更したため、代替として類似事業の参加者数を令和５年度から計上。

火災予防・消防活動の推進

指標名 単位
計画 前年度 現状値 目標値

当初値 実績 （R5) （R9)

火災発生件数 件 23 21 17 10より低い
(※8)

地区防災計画策定地域数 地域 2 5 7 20

住宅耐震化率 ％ 86.1 93.5 94.0 95.0

福祉避難所協定締結施設数 施設 8 12 12 14

人 - 658 414 400

※5…各年12月末現在。（計画当初値は平成28年12月末現在）

自助・共助・公助による防災・減災対策の推進

指標名 単位
計画 前年度 現状値 目標値

当初値

災害時要援護者台帳の登録要援護者数 人 432 289 261 800

実績 （R5) （R9)

指標名 単位
計画 前年度 現状値 目標値

当初値 実績 （R5) （R9)

刑法犯認知件数（※5） 件 545 267 273 287より低い
(※6)

交通事故発生件数（※5） 件 246 130 156 120

消費者教室、出前講座参加者数（※7）

指標名 単位
計画 前年度 現状値 目標値

当初値

市民１人１日あたりごみ排出量 g 791 772 5月末集計予定 776

実績 （R5) （R9)

再資源化率（可燃・不燃） ％ 18.3 13.3 5月末集計予定 36.0

基本目標 持続可能な「安心・安全のまち　やわた」

めざす姿 持続可能な発展を可能にする環境にやさしい社会システムが実現しています。

環境にやさしい暮らしの創出

指標名 単位
計画 前年度

騒音苦情件数 件 26 25 12 22より低い
(※2)

市内の温室効果ガス排出量（※1） 千t-CO2 - 332(R2) 306(R3) 310より低い

環境学習参加者数 人

現状値 目標値
当初値 実績 （R5) （R9)

- 1,287 1,639
319より高い

(※4)

不法投棄件数 件 99 15 13 34より低い
(※3)

資源の循環利用

めざす姿 災害に強く、犯罪や事故を抑制できるなど、安心・安全を支える仕組みと基盤が整っています。

地域ぐるみでの防犯・交通安全対策の推進

未確定

未確定
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第６章　総括　

基本目標 持続可能な「安心・安全のまち　やわた」

第３節 持続可能な暮らしの基盤づくり

①

達成
状況

△

△

〇

〇
※9…135件は後期基本計画策定時の最新数値。

②

達成
状況

〇

-

-

-

〇

〇

-

-

第４節 戦略的な行財政経営

①

達成
状況

○

〇

◎

◎
※10…現状値（R5)は、令和5年3月31日実績値。

②

達成
状況

-

○

③

達成
状況

-

○

◎

○

○
※11…第6次八幡市総合計画策定時に当該年度の現状値を取得予定。

9 件

15 件

4 件

※今年度に現状値を把握することができない指標や現状値が未確定の指標については、母数から除外。

こ
の
章
の

達
成
状
況

目標値を達成（◎） 32.1%

未
達
成

「前年度実績」より前進または同値（○） 53.6%

「前年度実績」より後退（△） 14.3%

審議会等委員の市民公募委員の割合 ％ 7.2 12.5 14.1 20.0

LINE公式アカウントの友だち登録者数 人 - 3,522 4,193 7,000

ホームページアクセス件数 件 494,975 1,407,640 1,139,441 950,000

新たな需要に応える効果的で効率的な行政サービスの提供

指標名 単位
計画 前年度 現状値 目標値

当初値 実績

マイナンバーカード交付率 ％ - 66.2 75.9 100

（R5) （R9)

八幡市の行政の取組への満足度 ％ 71.4 - （※11） 80.0

意欲と能力にあふれた組織と職員づくり

指標名 単位
計画 前年度 現状値 目標値

当初値 実績

地域活動参加職員の割合 ％ 71.2 50.3 56.8 85.0

（R5) （R9)

時間外勤務が年間300時間を超える職員数 人 - 88 ５月上旬判明 50人以下

3,756 3,934

収支改善 億円 - - 19.9 13

将来負担比率（※10） ％ 23.4 0.0 16.2 25.9

めざす姿
健全で持続可能な財政運営の下、これからの時代にふさわしい市役所の体制が整い、効果的・効率的な行政
サービスが提供されています。

健全で持続可能な財政運営

指標名 単位
計画 前年度 現状値 目標値

経常収支比率（※10） ％ 99.7 91.5 96.2 94.8

当初値 実績 （R5) （R9)

行財政改革による効果額（平成28年比累計効果額） 百万円 317 2,719

徴収率（下水道使用料） ％ 92.8 95.0 6月初旬判明 95.5

徴収率（水道料金） ％ 92.5 94.9 6月初旬判明 95.2

下水道施設の耐震化率 ％ 30.0 34.3 34.9 39.5

配水池の耐震化率 ％ 96.8 98.6 98.6 100

重要給水施設配水管路の耐震適合率 ％ - 40.3 5月末判明 45.0

基幹管路の耐震適合率 ％ - 33.8 5月末判明 40.0

公共施設の適正管理とインフラ施設の更新・耐震化・長寿命化

指標名 単位
計画 前年度 現状値 目標値

当初値 実績

上水道管路全体の耐震適合率 ％ 22.8 28.1 5月末判明 34.0

（R5) （R9)

公共施設の耐震化率 ％ 80.2 85.1 85.6 100

71 70 72

市営住宅等長寿命化改善棟数（外壁改修・屋上防水） 棟 1 6 8 18

市営住宅等耐震化棟数 棟 67 73
（90.1％） 75 81

（100％）

めざす姿
人口減少社会の中にあっても、住みたい、住み続けたいと思える豊かで持続可能な暮らしの基盤が整っていま
す。

生活都市としての魅力の向上

指標名 単位
計画 前年度 現状値 目標値

管理不全空き家数 件 - 134 146 135より低い
(※9)

当初値 実績 （R5) （R9)

居住誘導区域内の人口密度【再掲】 人/ha -

未確定

未確定

未確定

未確定

未確定

未確定
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第６章　総括　

基本目標 持続可能な「安心・安全のまち　やわた」

総括（指標の達成状況・今後の方向性）

第
３
節

（めざす姿の実現に向けて実施した取組、指標の達成状況）
　令和５年度は、男山地域まちづくり連携協定締結及び男山地域再生基本計画策定から10年の節目を迎え
たことを受け、これまでの成果確認や、今後の中長期的なまちづくりを見据えた取組・連携のあり方について
重点的に検討を行ったほか、旧庁舎整備に関する再検討などに取り組み、指標の状況は概ね前年度より前
進している（インフラ整備に関する指標の現状値取得後、必要に応じ修正・追記） 。
「管理不全空き家数」については、適正管理依頼に対する所有者等の改善対応が前年に比べ見られなかっ
たことにより増加し、前年度から後退しており、生活都市としての魅力向上を図るうえで障壁となっている。

（今後の取組方針）
　旧庁舎整備に関する再検討結果を踏まえ、旧庁舎の解体及び防災広場としての再整備に取り組むほか、
「八幡市公共施設等総合管理計画」をはじめとする各種計画に基づき、公共施設や道路・上下水道施設等イ
ンフラ施設の耐震化・長寿命化に継続的に取り組む。また、空き家対策については、引き続き所有者に対し
適正管理依頼を行うとともに、令和５年12月に改正施行された空家特措法に基づく取組を推進するなど、人
口減少社会の中にあっても、住みたい、住み続けたいと思える豊かで持続可能な暮らしの基盤を整えていく。

第
１
節

（めざす姿の実現に向けて実施した取組、指標の達成状況）
　令和５年度は、第３次八幡市環境基本計画等に基づく各種施策のほか、脱炭素かつ資源循環の取組であ
るリユース太陽光パネル設置実証事業や、環境に配慮した取組推進を目的に市内事業者を対象に開始した
「持続可能な環境の創造と保全に関する協定」制度などに特に取り組み、指標については全て目標値を達成
した。
　また、これまで隔週収集であった不燃ごみ・プラマーク製品の毎週収集を開始するなど、ごみ減量及び資源
の再利用に取り組み、指標の状況は・・・（現状値取得後追記）・・・ 。

（今後の取組方針）
　包括連携協定を締結している摂南大学との連携により、環境教育に関する絵本を製作し、環境負荷低減に
向けた一層の意識醸成を図るほか、公共施設・市内世帯への再生可能エネルギー導入促進や、「持続可能
な環境の創造と保全に関する協定」締結事業者の拡大により、市民・事業者と協働し持続可能な発展を可能
にする環境にやさしい社会システムを構築していく。

第
２
節

（めざす姿の実現に向けて実施した取組、指標の達成状況）
　令和5年度は、大規模災害時における避難所等のトイレ対策を目的とした自走式トイレカー導入に向けたク
ラウドファンディングの実施、新名神高速道路の全線開通による災害出動の増加を見据えた消防署東部分署
の設置、包括連携協定を締結しているあいおいニッセイ同和損保との連携による市民参加型の安全運転コン
テストの実施などに特に取り組んだ。また、防災・減災対策として防災アプリやドローンの運用等、緊急情報の
発信力向上や関係部局と連携した避難所環境の改善等に取り組み、指標の状況は目標達成に向け概ね順
調に推移している。
　「災害時要援護者台帳の登録要援護者数」については前年度から後退しており、災害時の安心・安全を支
える仕組みを構築するうえで課題となっている。

（今後の取組方針）
　昨年度クラウドファンディングを実施した自走式トイレカーの導入によるさらなる避難所環境の改善、市内３
箇所目となる吉野遊園雨水地下貯留施設の整備による内水排除対策の充実、令和６年能登半島地震を踏ま
えた木造住宅耐震改修助成の時限的拡充、新たな緊急通報システム（Live119映像伝送システム）導入など
のほか、各種防犯・交通安全対策等に取り組むことにより、安心・安全を支える仕組みと基盤を整備していく。
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第６章　総括　

基本目標 持続可能な「安心・安全のまち　やわた」

総合計画検討懇談会の意見

第
４
節

（めざす姿の実現に向けて実施した取組、指標の達成状況）
　令和５年度は、中期の財政見通しや新たに策定した「第８次行財政改革実施計画」に基づく持続可能な行
財政運営の推進、これまで研究してきた RPA の導入による業務効率化を通じた働き方改革の推進、新たな
人材育成・組織改善に向けた試行的な取組の導入などに特に取り組んだ。そのほか、見やすさや探しやすさ
を意識した市公式ホームページのリニューアル、市役所１階へのキオスク端末設置・証明書発行手数料減額
によるマイナンバーカードの利便性向上などに取り組んだ。
　これらにより、指標の状況は概ね前年度より前進しており、目標達成に向け順調に推移している。

（今後の取組方針）
　令和６年４月にリニューアルオープンした市公式ホームページや各種SNS等を活用した積極的な市政情報
の発信、出張申請等を利用したマイナンバーカード取得率向上、企業版を含むふるさと納税の募集等を通じ
た新たな財源確保などに取り組むことにより、健全で持続可能な財政運営を目指すとともに、効果的・効率的
な行政サービスの提供を図っていく。
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第６章　持続可能な「安心・安全のまち　やわた」

第１節 環境と発展の調和

①環境にやさしい暮らしの創出

1

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

0 0

R5実績： 計画推進

第3次八幡市環境基本計画推
進

市民・事業者等との協働により取り組む環境施策を
体系的に示した「環境基本計画」を推進。 0 0 0

R5実績： 計画推進

八幡市地球温暖化対策実行
計画(区域施策編)推進

区域の温室効果ガスの排出抑制等についての施
策を取りまとめた「地球温暖化対策実行計画」を推
進。 0

脱炭素社会に向けた取組 建設産業部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆スマート・エコ祭開催
◆省エネ普及に向けた啓発
及び再生可能エネルギー導
入促進
◆第3次八幡市環境基本計画
策定
◆地球温暖化対策調査

市民による省エネルギーや温室効果ガスの排出量削減に向けた意識啓発とさらなる取組
の促進に向け、啓発・教育事業を継続するとともに地球温暖化対策の推進を図るため、公
共施設や市内世帯への再生可能エネルギーの導入を促進する。
また、令和5年度実施のリユース太陽光パネル設置実証事業より調査した、リユース太陽光
パネルの普及・展開の可能性の結果を基に、今後京都PVパネルプラットフォームへの参画
等により、太陽光パネルの資源循環の方法を検討し、「2050年CO2（二酸化炭素）実質排
出ゼロ」を目指す。

R6 R7 R8

（再生可能エネルギー導入
 促進）

◆地球温暖化対策推進

⇒ ⇒

◆スマート・エコ祭開催 ⇒ ⇒

◆就学前環境教育推進 ⇒ ⇒

みどりのつどい（グリーンカー
テン苗配付会）【再掲】

みどりのつどいを開催し、多くの恵みを与えてくれて
いる緑のはたらきを見直し、緑を守り育てていくこと
の大切さを市民に啓発する。 100 99 100

R5実績：
参加者250人
ゴーヤの苗の配付を実施

地球温暖化対策推進事業費
（家庭向け自立型再生可能エ
ネルギー導入事業費助成）

太陽光発電システム、蓄電設備を同時設置する個
人に対して、設置費用の一部を助成。 5,400 4,739 5,400

R5実績： 助成　27件

地球温暖化対策として、再エネ工作教室の開催や
就学前児童及び小学校低学年向けの教材作成等
を実施。 199 98 199

R5実績： 工作教室参加者延べ64人

地球温暖化対策推進事業費
（住宅用太陽光発電システム
等設置費助成）

住宅用太陽光発電システムを設置する個人に対し
て、設置費用の一部を助成。 2,000 1,951 2,000

R5実績： 助成　40件

【R5終了】
地球温暖化対策推進事業費
（リユース太陽光パネル設置
実証事業）

公共施設へのリユース太陽光発電システムを設置
する。

3,500 3,497 -

R5実績：
男山公民館に7kwのリユース太陽光パネ
ルを設置

第3次八幡市エコ・オフィス計
画(八幡市地球温暖化対策実
行計画・事務事業編）推進

市の事務事業に関し、温室効果ガス排出量削減等
に向けた取組をまとめた「エコ・オフィス計画」を推
進。 0 0 0

R5実績： 計画推進

市民向け環境学習啓発事業
【再掲】
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第６章　持続可能な「安心・安全のまち　やわた」

第１節 環境と発展の調和

①環境にやさしい暮らしの創出

八幡市環境白書作成

環境基本計画に掲げる各項目の取組内容及び目
標の進捗状況等についてとりまとめ、白書として作
成・公表。 21 20 21

R5実績： 作成　50部

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

スマート・エコ祭開催
【再掲】

環境について考える機会を創出するため、海洋ご
み等の発生抑制や食品ロス削減に向けたフードド
ライブ等の啓発活動を実施。 243 127 178

R5実績： 参加者数　約300人
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第６章　持続可能な「安心・安全のまち　やわた」

第１節 環境と発展の調和

①環境にやさしい暮らしの創出

2

ロッカー、絵本ラック等整備

自然観察会開催

市民に対し、自然とふれあう機会を創出するため、
市内の自然環境を活用した自然観察会を開催す
る。 30 69 30

R5実績： 市内小学生及び保護者等　71人

農業の有する多面的機能促
進事業【再掲】

資源の適切な保全や景観形成、農薬使用削減など
農業の多面的な機能を促進する活動に対し助成。 20,170 16,964 20,170

R5実績： 助成　3団体

環境にやさしい野菜づくり事
業【再掲】

環境にやさしい農業促進に向け、農業使用済みプ
ラスチックの処理事業に対し助成。 630 385 630

R5実績： 処理量 21,340kg

⇒ ⇒

みどりのつどい（グリーンカー
テン苗配付会）【再掲】

みどりのつどいを開催し、多くの恵みを与えてくれて
いる緑のはたらきを見直し、緑を守り育てていくこと
の大切さを市民に啓発する。 100 99 100

R5実績：
参加者250人
ゴーヤの苗の配付を実施

人と自然との共生 建設産業部、こども未来部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆みどりのつどい開催
◆環境に配慮した農業活動
への支援

市民生活に欠かせない「みどり」を大切にする豊かな心を育むべく、みどりのつどいを開催
する。また、八幡農業ボランティアの会の主催による農産物収穫体験の実施や花のまちづく
り推進事業等を実施する。

R6 R7 R8

◆みどりのつどい開催

◆環境に配慮した農業活動
への支援

⇒ ⇒

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

児童用机天板交換
【再掲】

小学校の学習環境の整備を図るため、児童用机天
板の府内産木材化を実施。 4,950 4,835 0

R5実績： 市内中学校3年生593台導入

花のまちづくり事業
【再掲】

自治会等が実施する事業を対象にみどりの基金を
活用して花の苗等を支給。 1,195 1,068 1,195

R5実績： 参加 延40団体

京の木香る園づくり事業
【再掲】

子どもたちが木の香りや温もりを肌で感じることがで
きるよう、公立就学前施設において、府内産木材を
使用した備品を整備する。 8,400 7,810 0

R5実績：
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第６章　持続可能な「安心・安全のまち　やわた」

第１節 環境と発展の調和

①環境にやさしい暮らしの創出

3

（渋滞対策勉強会開催）
（対策検討）

（対策検討） （検討に基づく対策の実施）

主な３年間の取組（総括）

◆公害防止に向けた調査・指
導
◆山手幹線の渋滞緩和
・渋滞対策勉強会開催
・対策検討
◆定期的な騒音測定

新名神（八幡京田辺～高槻間）開通、八幡京田辺JCT付近で事業が進められている土地
区画整理事業等による周辺地域の交通渋滞に関する課題や対策について、関係機関と検
討・調整を行うとともに、環境基準を満たす広域幹線道路の整備が進むよう、定期的に騒音
測定を実施する。また、公共交通機関や徒歩・自転車の利用を促進する。
加えて、自動車処理事業について周辺の違法駐車や廃車の保管に対して適正な指導を行
うとともに、環境にやさしい農業の促進を図る。

R6 R7

◆定期的な騒音測定

◆環境に配慮した農業活動
への支援

⇒

⇒

⇒

⇒

R8

⇒

土砂等による土地の埋め立て
事業等を行う事業者への指導

土砂等による土地の埋め立て事業等に係る指導・
許可等を行う。 0 0 0

R5実績： 許可1件（うち継続1件）

公害調査・防止活動及び臭気
検査分析

公害の調査及び防止活動として、河川の水質調査
及び臭気の検査分析を行う。 1,678 1,320 1,680

R5実績： 河川水質調査（市内16地点）4回

猫避妊手術費助成

動物の適正飼養に係る啓発及び野良猫の繁殖抑
制に向け、猫の避妊手術に係る費用の一部を助
成。 1,200 1,150 1,200

R5実績： 助成　230件

動物適正飼育啓発事業

犬の糞公害防止啓発用看板、ワンワンクリーンキャ
ンペーン用啓発物品等の購入。

148 22 200

R5実績：
市内全域で啓発パトロールの実施
啓発物品の配布、啓発看板設置

安心で快適に住み続けられる、美しい八幡づくり 市民生活部、建設産業部

これまでの取組（総括）

627 800

R5実績： 調査 独自4カ所、権限移譲1カ所

騒音に関する苦情相談

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

発生源の特定及び発生の未然防止を目的とし、市
民からの相談に応じる。 0 0

道路交通騒音測定

広域幹線道路の整備に伴う騒音についての現状把
握を目的とし、定期的な調査を行うとともに、規制値
を超過した場合、道路管理者に改善を要請。 800

不法投棄禁止啓発事業

市内の不法投棄禁止を啓発のため、看板や啓発
シールを作成。

0

R5実績： 相談件数：12件

0 0 0

R5実績： 実績なし

山手幹線渋滞対策勉強会開
催

関係機関との連携により、新名神高速道路等の整
備や開発事業に伴う山手幹線の渋滞対策に関する
勉強会を開催。 0 0 0

R5実績： 協議実施：4回

⇒

◆山手幹線の渋滞緩和 ⇒

◆公害防止に向けた調査・
指導

⇒
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第６章　持続可能な「安心・安全のまち　やわた」

第１節 環境と発展の調和

①環境にやさしい暮らしの創出

4 市民生活部、建設産業部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆就学前児童をはじめとする
環境教育・啓発事業実施
◆環境マネジメントシステム
（KES）運用
◆市内事業者の環境マネジメ
ントシステム取得促進
◆アダプトプログラム「美しい
まちづくりまかせて！」事業実
施
◆「まちかどのごみ」ゼロの日
の実施
◆市民環境団体活動助成

市内1事業所として、市が率先し環境マネジメントシステムの運用に取り組むとともに、市内
事業所の取得促進を図る。また、市内事業者に対して、持続可能な環境の創造と保全に関
する協定の締結を行うほか、廃棄物の発生抑制・再使用の指導を行い、正しい分別によるリ
サイクルの推進を促進するとともに、建設業をはじめ各種事業活動などから発生する廃棄
物の適正な処理・処分を行う。
市民自身のマナーや美化意識の向上のため、啓発活動や清掃活動の実施とともに、各種
団体及び市民等による自主的な取組への支援を行う。

R6 R7

◆「美しいまちづくりまかせ
て！」事業実施

⇒ ⇒

◆環境マネジメントシステム
（KES）運用

⇒ ⇒

◆市内事業者の環境マネジ
メントシステム取得促進

⇒

美しいまちづくり事業（アダプ
トプログラム推進事業）

一定区画の公共の場所を養子にみたて、市民が里
親となって養子の美化（清掃等）を行い、行政が支
援。 122 103 122

R5実績： 登録　13団体

環境マネジメントシステム運用

環境マネジメントシステムの運用及び監査委員（市
民・市内中学生）による監査を実施し、職員の環境
配慮意識の向上を図る。 226 209 219

R5実績： 環境マネジメントシステム監査の実施

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

就学前環境教育推進事業
【再掲】

市内幼稚園・保育園において、地球レンジャーによ
る環境教育についての大型紙芝居を作成・上演。 44 44 50

R5実績： 参加者数　454人

【新規】
大学連携環境教育推進事業

市内事業者等による環境マネジメントシステムの認
証取得を促進。 0 0 0

R5実績： 実施なし

包括連携協定を締結している摂南大学と連携し、
フードロス削減をテーマに絵本を製作。 - - 600

R5実績： -

⇒ ⇒

◆「まちかどのごみ」ゼロの日
の実施

⇒ ⇒

◆市民環境団体活動助成 ⇒ ⇒

みんなで取り組む環境活動

持続可能な環境の創造と保
全に関する協定の締結

公害防止及び生活環境の保全に加え、脱炭素や
資源循環を含む、持続可能な社会を形成するた
め、市と市内事業者との持続可能な環境の創造と
保全に関する協定の締結を行う。

0 0 0

R5実績： 締結　4事業者

⇒

◆就学前環境教育推進

R8

環境マネジメントシステム認証
取得支援
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第１節 環境と発展の調和

①環境にやさしい暮らしの創出

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

美しいまちづくり条例啓発用
路面ステッカー取付委託事業

市内の歩道にポイ捨て禁止啓発のステッカーを設
置。 301 73 28

R5実績： 路面ステッカー11枚撤去

市民総参加による市内美化
活動

「環境月間」や「環境衛生週間」の周知啓発及び広
く市民に参加していただく地域清掃の取組「まちか
どのごみ」ゼロの日を実施する。 772 410 835

R5実績：
ごみゼロ2回開催（6月・9月）
参加者合計296名（151名・145名）
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第６章　持続可能な「安心・安全のまち　やわた」

第１節 環境と発展の調和

②資源の循環利用

1

◆奨励金による資源物収集
の促進

⇒ ⇒

◆分別の啓発に向けた情報
提供

⇒ ⇒

ごみの減量と再使用（２Ｒ）の推進 市民生活部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆資源物収集の実施
・定点回収実施
・新たな資源物分別の検討
◆奨励金による資源物収集の
促進
◆分別の啓発に向けた情報
提供
◆不用品情報の提供
◆プラマーク製品の毎週収集
開始

3Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）のさらなる推進に向け、奨励金による自治会等での再
資源化促進及びプラマーク製品の分別啓発を行う他、小型家電リサイクルの更なる啓発や
新たな資源物分別収集を検討する。また、分別促進を図るため、啓発チラシ等による情報
提供に努める。

R6 R7 R8

◆資源物収集の実施
⇒ ⇒

（新たな資源物分別の検討）

資源物収集

缶、ビン、紙パック、ペットボトル、廃食用油の定点
回収を実施。（一部シルバー人材センターへ委託）

50,686 50,233 50,895

R5実績：

缶　●●ｔ
ビン　●●t
紙パック 　●●t
ペットボトル　●●t
廃食用油　●●ℓ

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

プラスチック製容器包装回収

プラマーク製品（週1回）の直営及び民間委託によ
る収集を実施。 0 0 0

R5実績： 回収　●●ｔ

小型家電回収

公共施設（市内10か所）で小型家電の回収を実
施。 0 0 0

R5実績： 回収　●●㎏

再生資源化奨励事業

資源物の独自収集を行う自治会等の団体に対し、1
㎏当り4円の奨励金を支給。 7,000 5,422 7,000

R5実績： 支給団体 58、回収 1,362t

ごみ減量・分別収集啓発チラ
シ作成

ごみ減量・リサイクル推進啓発に係る刊行物（ごみ
分別啓発チラシ「八幡市役所環境事務所からのお
知らせ」）を作成し、市内全戸に配付。 2,470 655 1,099

R5実績： 全戸配布 1回

ごみ分別アプリケーション導入

ごみの分別区分と住所毎の収集日について市民が
スマートフォン等から検索できるアプリを導入。 264 264 264

R5実績： ダウンロード数　2,458件

未確定

未確定

未確定
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第１節 環境と発展の調和

②資源の循環利用

2

⇒ ⇒

資源の適切な循環利用と適正処理の推進 市民生活部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆可燃物・不燃物及び大型ご
み収集
◆ごみ収集車民間委託
・委託台数検討
◆城南衛生管理組合との連
携による収集体制整備
◆不燃物の毎週収集開始

資源物の回収拠点の整備、効率的な収集活動の推進と、城南衛生管理組合の効率的な
運営、処理施設の適切な維持管理の推進を実施する。

R6 R7 R8

◆可燃物・不燃物及び
大型ごみ収集

⇒ ⇒
◆ごみ収集車民間委託

推進委託台数検討

◆城南衛生管理組合との
連携による収集体制整備

⇒ ⇒

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

可燃物・不燃物収集

可燃物（週2回）及び不燃物（週1回）の直営及び民
間委託による収集を実施。

153,760 151,454 192,090

R5実績：
可燃物 ●●ｔ
不燃物 ●●ｔ

第三次八幡市一般廃棄物処
理基本計画推進

ごみの処理に関する基本的事項を定めた計画に基
づき、ごみ収集・処理を実施。 0 0 0

R5実績： 計画推進

助成 新規 42件、更新 75件

大型ごみ収集

大型ごみについて、随時持ち込みを受け付けるとと
もに、予約制での戸別収集を実施。（有料） 1,620 1,290 180

R5実績： 大型ごみ ●●ｔ

ふれあい訪問収集

可燃物・不燃物収集に際して、1人暮らし高齢者宅
等への戸別訪問・収集を実施。 0 0 0

R5実績： 申請件数 163件、利用件数 122件

カラスよけネット等購入費助成

ごみの飛散防止と定点収集の促進を図るため、カラ
スよけネット等を購入した市内の自治組織等に対
し、カラスよけネット購入費の一部を助成。 230 245 300

R5実績：

城南衛生管理組合し尿関係
負担金

城南衛生管理組合でのし尿処理に係る運営・建設
経費について、構成団体として分担割合を負担。 86,590 86,590 71,930

R5実績： し尿関係負担  86,590千円

城南衛生管理組合じんかい
関係負担金

城南衛生管理組合での廃棄物処理に係る運営・建
設経費について、構成団体として分担割合を負
担。 699,467 699,461 739,660

R5実績： じんかい関係負担 699,461千円

未確定

未確定

133



第６章　持続可能な「安心・安全のまち　やわた」

第２節 安心・安全

①地域ぐるみでの防犯・交通安全対策の推進

1 犯罪の発生しにくいまちづくり 総務部、建設産業部、こども未来部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆小中学校安全対策
◆八幡警察署との連携による
防犯啓発実施
◆各種団体への活動支援
◆防犯カメラ設置促進
・設置補助制度運用
・市設置カメラの更新
◆道路照明のＬＥＤ化推進

犯罪防止と市民の防犯意識の向上を目的に、青色防犯パトロール車の継続運用や八幡警
察署と連携した啓発、小中学校での防犯訓練や教職員研修を実施する。また、犯罪被害
者等支援窓口を設置し、警察などの関係機関と連携した対応を行う。
加えて、犯罪の未然防止に向け、防犯カメラ新設に対する補助を実施するとともに、道路照
明（ナトリウム灯）のＬＥＤ化を推進する。

R6 R7 R8

◆小中学校安全対策

◆防犯カメラ設置促進

（市設置カメラの維持管理）

⇒ ⇒

◆八幡警察署との連携に
よる防犯啓発実施

⇒ ⇒

◆各種団体への活動支援 ⇒ ⇒

⇒ ⇒（設置補助制度運用）

防犯対策事業（危機管理課）

市内各種団体との連携による防犯対策の推進に向
け、八幡防犯協会、八幡防犯推進委員協議会、八
幡市暴力追放対策協議会の活動を支援。 550 550 550

R5実績： 負担金：360千円、補助金：190千円

◆道路照明のＬＥＤ化推進 ⇒ ⇒

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

青色防犯パトロール車運用

犯罪防止と市民の防犯意識の向上を目的に青色
防犯パトロール車を運用。 0 0 0

R5実績： 定期パトロール実施

防犯対策事業（総務課）

各種団体との連携による防犯対策の推進に向け、
社会を明るくする運動推進委員会（綴喜地区及び
市内）及び八幡地区保護司会の活動を支援。 220 210 220

R5実績：
保護司28人、社会を明るくする運動構
成員28団体

小中学校安全対策
【再掲】

児童生徒及び教職員の防犯意識向上に向け、小
学校1年生・4年生を対象とした危機管理プログラム
研修及び各小中学校での防犯訓練を実施。 1,016 859 958

R5実績： 職員研修実施、対象児童　983人

防犯カメラ設置事業

犯罪未然防止のため、防犯カメラ新設への助成とと
もに、市設置防犯カメラの維持管理を行う。

2,400 1,327 2,000

R5実績：
市設置分95台維持管理、設置補助
金：4件

道路照明新設・維持補修事業

道路照明の維持補修を行うとともに、道路照明のＬ
ＥＤ化に取り組む。 49,700 39,831 47,350

R5実績： 道路照明LED化ナトリウム灯　61灯

犯罪被害者等支援事業

犯罪被害者等の相談支援窓口を設置し、見舞金の
支給や警察など関係機関と連携した支援を行う。ま
た、市民等から寄贈された古本の売却代金を犯罪
被害に遭われた人への支援活動に役立てる「ホン
デリングプロジェクト」に参加し、支援啓発を実施。

560 155 560

R5実績： ホンデリングプロジェクト冊数：658冊
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2

⇒ ⇒

◆関係機関との連携による
問題解決サポート

⇒ ⇒

◆小中学校での消費者教育
取組

⇒ ⇒

詐欺被害や消費者トラブルの防止 政策企画部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆消費者被害の防止に向け
た啓発活動の実施
◆関係機関との連携による問
題解決サポート
◆小中学校での消費者教育
取組

消費者被害の未然防止に向け、警察など関係機関とも連携し、高齢者から若年者まで様々
な世代に対応した消費者教育及び啓発を実施する。また、被害発生時には、関係機関と連
携し問題の解決へのサポートを行う。

R6 R7 R8

◆消費者被害の防止に向け
た啓発活動の実施

消費生活相談

生活情報センターにおける消費生活に関する相談
受付及び関係機関との連携による問題解決サポー
トを行う。 14,892 18,010 21,354

R5実績： 相談　503件

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

消費者啓発活動（街頭啓発講
師派遣）

消費者被害防止に向けた啓発活動及び市民等の
依頼に応じた講師派遣を実施。

0 0 0

R5実績：
街頭啓発　8回
講師派遣　2回　参加者43人

消費者啓発活動

消費生活に関する知識・理解を深める生活情報セ
ンター寄席、くらしのセミナー、夏休みこどもセミ
ナーを開催。

1,296 1,123 1,181

R5実績：
参加者371人　　(センター寄席　300
人、セミナー52人、子どもセミナー19
人)

消費者教育

小中学生も消費者としての力を身につけられるよ
う、学校の授業において消費生活について学ぶ消
費者教育講座の実施方法を教育委員会と調整のう
え、情報提供等に内容を変更。 72 0 0

R5実績：
センターだより、消費者行政この一年
等配布

八幡市生活情報センターだよ
り発行

消費生活に関する最新の情報を提供し、消費者意
識の啓発を行う。 1,396 1,293 1,400

R5実績： 発行　年6回

消費生活情報提供

消費者行政この一年や啓発グッズを活用し、消費
生活に関する意識啓発を図る。

640 578 748

R5実績：
消費者行政この一年作成　 150部
教育小冊子購入 2種類　950冊
啓発グッズ購入  2種類　4,000個

消費生活用製品安全法に基
づく立入検査

消費生活用製品安全法に基づき、市内店舗等へ
立入検査を行う。 0 0 0

R5実績： 立入検査4店舗

家庭用品品質表示法に基づく
立入検査

家庭用品品質表示法に基づき、市内店舗等へ立
入検査を行う。 0 0 0

R5実績： 実績なし
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3

放置自転車等対策（駐輪場管
理運営）

放置自転車等対策として石清水八幡宮自転車駐
車場の管理運営を行う。 6,960 6,542 6,943

R5実績： 利用率　自転車18.4％、バイク20.6%

⇒ ⇒

◆交通安全施設整備

（道路バリアフリー化工事）

交通事故の発生しにくいまちづくり 建設産業部、こども未来部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆交通安全指導員による児童
生徒の通学見守り
◆交通安全施設整備
・「ゾーン30」設定・推進
・道路バリアフリー化工事
◆通学路安全対策工事

児童生徒等の通行の安全確保に向け、交通安全指導員を配置し見守りを行うとともに、八
幡警察署を構成団体に含む八幡市交通安全協議会と連携し、市内の交通安全確保のた
めの啓発活動等を実施する。また、特に児童生徒の通学時の交通安全確保に向け、通学
路の安全調査を行う。

R6 R7 R8

◆交通安全指導員による
児童生徒の通学見守り

⇒ ⇒

◆通学路安全対策工事 ⇒ ⇒

（「ゾーン30」設定・推進）

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

交通安全対策協議会活動助
成

交通対策の検討及び交通安全教育・啓発運動を行
う交通安全対策協議会に対し、活動費の一部を助
成。 990 990 990

R5実績： 構成　27団体

交通安全指導員による通園通
学安全指導
【再掲】

市内通学路各所において、交通安全指導員を配置
し、見守りや交通指導を実施。 4,553 4,402 4,523

R5実績： 指導員14人配置

通学路安全対策工事

児童生徒の通学時の安全確保を図るため、通学路
の安全対策工事を実施。 0 0 0

R5実績： 実績なし

高齢者運転免許証自主返納
支援事業

高齢者が当事者となる交通事故防止対策として、
70歳以上の運転免許証保持者を対象に記念品を
贈呈し、運転免許証の自主的な返納を図る。 750 714 750

R5実績： 返納 230件

放置自転車等対策（放置自転
車等撤去移送）

自転車放置禁止区域内の放置自転車の撤去・保
管および返却を実施するとともに、放置防止の啓
発・指導を行う。 5,140 5,019 5,747

R5実績： 撤去回数64回、撤去台数21台

交通安全施設整備

交通安全施設の新設及び維持補修を実施。特に、
歩道の安全対策に向けたバリアフリー化や児童生
徒の交通安全確保に向けた「ゾーン30（30km制限
区域）」の設置を進める。 26,600 25,608 17,690

R5実績：
バリアフリー化　1か所、水珀（南行き）
バス停整備
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国道１号歩道整備事業
【再掲】

歩行者、自転車の安全性確保、交通の円滑化のた
め、国が進める国道1号の歩道整備事業の用地事
務の一部を受託。 2,000 892 1,430

R5実績： 用地事務受託による用地取得

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

通学路調査

児童生徒の通学時における交通安全を徹底するた
め、各学校の報告に基づき通学路の安全状況を把
握し、必要に応じて関係機関と連携を行う。 0 0 0

R5実績： 危険箇所把握
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具体的事業名 概要・実績

八幡市業務継続計画推進

危機管理体制の強化 総務部、上下水道部、こども未来部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

災害時の災害対策本部・警戒本部の設置による対応や災害備蓄品の計画的購入及びトイ
レカーの導入に向けたクラウドファンディングの実施等の避難所環境整備、事業者等との協
定拡充等を進めるとともに、被災時にも適切に業務を進められるよう、業務継続計画の検証
等を行う。また、防災機能を有した新庁舎の整備完了により、旧庁舎の解体及び再整備を
推進する。

R6 R7 R8

◆危機管理体制の整備

◆危機管理体制の整備
・地域防災計画推進
・業務継続計画推進
◆新庁舎整備推進
・基本設計
・実施設計
・着工
・竣工、開庁
◆防災対策推進
◆防災備蓄品整備
◆災害時協定締結・拡大

（解体・再整備推進）

◆旧庁舎等整備推進 ⇒

（業務継続計画推進）

（拡大検討）

⇒（地域防災計画推進） ⇒

⇒

⇒◆防災対策推進

⇒

60

R5実績：

R5実績：
旧庁舎整備再検討、旧庁舎前駐車場
整備

55,634 26,300

3,503 7,800

2,244 2,244

60

⇒

R5実績： 運用継続

⇒

60

◆災害時協定拡大

2,244

0 0

災害応急活動に必要な物資（食料、災害用簡易ト
イレ等）を計画的に備蓄・更新。

2,239 1,390

R5実績：

1,994

計画改訂

市民への避難情報をはじめとする災害情報や各種
市政情報の発信を目的とし、防災アプリを運用。

R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

八幡市業務継続計画（BCP）
推進

アルファー米2,600食、ライスクッキー
1,200食、ビスケット1,200食、飲料水
3,840本、液体ミルク144缶、生理用ナ
プキン3,627枚（昼：2,548枚　夜：1,079
枚）

市域の防災活動の総合的かつ計画的な推進を図
るため、地域防災計画に基づく取組を進める。

防災アプリケーション運用

八幡市地域防災計画推進

防災備蓄品整備

災害時に優先すべき業務の特定及び業務の執行
体制や対応手順、業務の継続に必要な資源の確
保等を図るための業務継続計画を推進。 0

一般災害対策活動

R5実績： 対策本部 0回、警戒本部4回

62,404

7,800

【充実】
旧庁舎及び敷地環境整備事
業
【再掲】

旧庁舎を解体し、防災広場として再整備を行う。

災害発生時に警戒態勢を整備し、状況把握や被害
の軽減を図るとともに、防災会議の開催や通常時の
防災活動を進める。

R5実績：
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25,900

R5実績：

企業版ふるさと応援寄附金
3,800千円
ふるさと応援寄附金
2,600千円

100 100

130

R5実績：

災害時の応急活動への相互支援に係る協定を事
業者等と締結し、災害時の緊急需要に備える。 0

101

政令で定めるところにより、自衛官を募集。
63

17,000

R5実績：

R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

674

内水排除対策の充実に向け、雨水地下貯留施設
の設置及び排水路の改修等を行う。

33

R5実績：

0

R5実績： 協定締結新規2件

43

小学生を対象としたマンホールトイレ組立等の体験
型防災訓練を実施。

53

240 476

具体的事業名 概要・実績
R5

災害時使用井戸の確保

登録0件

R5実績： 6名に実施（消防4、農振1、道路河川1）

災害時の手洗い用水の確保に向け、市内井戸の登
録とともに井戸水の水質調査を行う。

0

ドローン運用体制の構築

【充実】
公共下水道雨水事業
【再掲】 -

災害時における情報収集能力の向上に向け、ド
ローンを活用できるよう、操作講習を受講するととも
に、機体の整備を行う。

0

16,000

(繰越21,000)

自衛官募集

33

八幡市国民保護計画に基づき、有事の際の市民の
生命、身体、財産の迅速・的確な保護を推進。

市町村広域災害ネットワーク

構成市町村において地震等の災害が発生し、被災
団体独自で十分な応急措置が困難な際、相互に救
援協力し、応急・復旧対策を行う。 121

小学校屋内運動場空調設備
等整備【再掲】

児童の熱中症対策及び避難所としての環境整備に
向け、小学校屋内運動場等の空調設備の整備を実
施。

R5実績： 中央小・美濃山小学校整備

会議3回

子ども防災デイキャンプ

160,000192,728206,000

53

R5実績：
33名（41名応募、内8名不参加）で実
施

災害時応援協定の締結・運用

クラウドファンディングを活用し
たトイレカー導入

0

大規模災害時における避難所等のトイレ対策として
クラウドファンディングを活用し、自走式トイレカーを
導入する。

計画推進

0

R5実績：

40

1,500 730

八幡市国民保護計画推進

62
R5実績： 広報やわた掲載3回
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2

活動助成　43隊
コミュニティ助成：2団体　400万円

（倉庫、テント等備品の整備）

自主防災推進協議会に対し、活動費の一部を助成
し、自主防災組織の連携強化及び活動支援を図る
とともに、未組織地域への啓発活動等による設立支
援を実施。加えて、地域の防災訓練等の支援を実
施。
また、㈶自治総合センターのコミュニティ助成事業
を活用し、地域の防災資機材等の整備へ助成を実
施。

0

0

⇒ ⇒

R8

予算
（千円）

R6

R5実績：
説明会 0回
作成ワークショップ 3回
作成 2自治会

5,100

0

各避難所の運営マニュアルを作成し、各自治会へ
配布。 0

R5

決算見込
（千円）

0

◆災害時要援護者台帳への
登録促進

予算
（千円）

0

0

R5実績：

特別警報等の情報伝達強化に向け、地震や武力
攻撃など緊急事態発生時に、国からの緊急情報を
住民に速やかに伝達する「J-ALERT」を運用。

0

R5実績：

0

概要・実績

要配慮者利用施設の避難確
保計画策定・推進支援

具体的事業名

R5実績：

災害時に配慮が必要な人およびその支援者につ
いて、災害時要援護者台帳への登録を促進。

計画策定　0施設

防災出前講座27回

0

1,060

全国一斉試験　5回

0

R5実績： 作成支援　2自治体

4,989

0

市内各地域での自発的な防災マップやタイムライン
等の策定を支援。

0 0

R5実績：

⇒

◆自主防災組織活動支援

⇒

⇒

R5実績：

2,379 8902,760

これまでの取組（総括）

登録　261人

マイ防災マップ及びタイムライ
ン等策定支援

0

市内各地域における自発的な地区防災計画の策
定を支援。

避難所運営マニュアル配布

0

浸水想定区域内の要配慮者利用施設に対し避難
確保計画の策定・推進を支援。

総務部、健康福祉部、建設産業部

◆防災ハザードマップ更新・
全戸配布・周知拡大
◆自主防災組織活動支援
◆災害時要援護者台帳への
登録促進
◆福祉避難所の確保・運営
・備蓄品の更新

市民の防災力向上に向け、防災・減災対策等に関する情報提供や啓発を拡充する。また、
障がいや高齢により配慮が必要な人が、災害時に安心して避難できるようにするために必
要な取組を行うとともに、被災者への支援等を行う。

R6 R7

災害時要援護者支援対策事
業

⇒ ⇒

自助・共助による防災・減災

市民の防災力向上啓発

自主防災組織活動推進
【再掲】

J-ALERT新型受信機運用

地区防災計画策定支援

0

防災ハザードマップ等を活用した出前講座の実施
や地域の防災訓練でのブース展示、パネル展示等
による防災知識・情報の提供。

0

改訂を検討

R5実績：

主な３年間の取組（総括）

◆防災ハザードマップの
周知拡大

（備蓄品の更新）
⇒

◆福祉避難所の確保・運営
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200

見舞金2件

福祉避難所の災害備蓄品整
備

福祉避難所向け災害備蓄品を計画的に備蓄・更
新。 646

具体的事業名

床上浸水等の被災者に対し、住宅の補修や一時転
居等の費用の一部を助成。被災者住宅等支援事業助成 1,000

R5実績： 実績なし

1,000

0

協定締結施設　0施設　全12施設

600

決算見込
（千円）

予算
（千円）

概要・実績

0

0

R5実績：

市内で火災等の被害に遭った市民に対し、要綱に
基づき見舞金等を支給。 600

R5

499 706

R5実績： 計画的更新の実施

R5実績：

福祉避難所の確保

福祉避難所の確保とともに、運営マニュアルの整備
を進める。 0

火災等見舞金等支給

R6

予算
（千円）
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3

予算
（千円）

決算見込
（千円）

下水道施設（汚水管渠）の耐震化など総合的な地
震対策を行う。汚水地震対策事業

八幡排水機場維持管理

6,880 5,396

-

委託　4件

水害対策及び景観・環境の維持等を図るため、河
川の浚渫や補修等の維持管理を行う。 55,700 53,829

0

R5実績：

7,717

R5実績：

木津川治水会要望活動

操作実日数　4日

65

樋門維持管理 770

操作実日数　7日

17,000

R5実績：

3,680

R5実績：

13,660

48,890

河川・水路等の維持管理

木津川の治水事業の促進並びに水防体制の強化
に向けた研究・要望活動等を行う木津川治水会に
加入し、要望活動を実施。 65

R5実績：

16,000

(繰越21,000)

川北排水機場維持管理

河川維持補修

56,000 36,000

R5実績： 耐震化　72箇所等

治水対策として、ゲートの閉鎖及びポンプ運転によ
り内水排除を行う排水機場の操作及び維持管理を
行う。 12,962 12,789

橋本樋門及び上津屋樋門の維持管理を行い、内
水排除対策を進める。 770 730

6市2町の負担により管理運営する川北排水機場に
ついて、適正に維持管理を行う。

R5実績：

49,377

R5実績： 要望2回

64

R6

雨水排水基本計画推進

【充実】
公共下水道雨水事業
【再掲】

内水排除対策の充実に向け、雨水地下貯留施設
の設置及び排水路の改修等を行う。

災害に強いまちづくり 総務部、建設産業部、上下水道部

6,000

計画改定（産業振興ゾーン）

具体的事業名 概要・実績
R5

市全域の雨水排水に係る総合的な調整等を行うた
め策定した計画に基づき、各種施策を推進。 9,000

予算
（千円）

（危険木緊急伐採）

◆住宅耐震化緊急促進アク
ションプログラム推進

◆住宅耐震化緊急促進アク
ションプログラム見直し

⇒

⇒

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

⇒◆河川維持補修 ⇒

⇒

⇒ ⇒

治水対策については、関係市町村で構成する木津川治水会及び宇治川・桂川改修促進
期成同盟会と連携し、国への治水関係事業の推進に係る要望活動を継続する。治山対策
については、京都府の「災害に強い森づくり事業」を活用した危険木除去を継続する。住宅
の耐震化については、「八幡市建築物等耐震改修促進計画」に定める住宅耐震化率95％
以上の令和７年度末達成に向け、普及啓発を行うとともに、耐震改修を行う住宅所有者へ
の支援に取り組む。

R6 R7 R8

◆木造住宅の耐震化促進

（耐震改修助成）

◆治山対策推進

（耐震診断士派遣）

◆河川維持補修
◆治山対策推進
・危険木緊急伐採
◆住宅耐震化緊急促進アク
ションプログラム策定・推進
◆木造住宅耐震化促進
・耐震診断士派遣
・木造住宅耐震改修助成
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49,300

R5実績： 耐震改修　14件（うち簡易　3件）

12,200

2,080

4,211

R5実績： 男山北部地区0.11㎢の地籍調査

0 145

避難路の確保を図るため、道路に面するブロック塀
の撤去並びに生垣への改修を行った方に対し、改
修費の一部を助成。 500 285 500

R5実績：

人家裏の危険木について、伐採・除去を行う。
165

58

マンション耐震診断助成事業
の検討

旧耐震基準により着工されたマンション（共同住宅）
の耐震性向上のため、耐震診断に要する費用の一
部助成を検討。 0 0 0

R5実績： 調査・検討

大規模建築物等耐震化緊急
支援事業

旧耐震基準により着工された不特定多数の者が利
用する建築物等について、耐震化に要する費用の
一部を助成。 0 0 0

R5実績： 実績なし

72

R5

決算見込
（千円）

R5実績： 要望2回

【充実】
木造住宅耐震改修助成事業

耐震性の不十分な木造住宅の耐震改修や耐震
シェルター設置等に係る費用の一部を助成。 12,200

地籍調査事業
【再掲】

災害復旧（土地境界の復元）の迅速化に向け、地
籍調査を実施。 13,600 13,552

1,024

832 832

R5実績： 派遣16件

木造住宅耐震診断事業

木造住宅の耐震性の向上を図るため、京都府木造
住宅耐震診断士を派遣して耐震診断を実施。

R5実績： 実績なし

1,024

R5実績： 工事3件に対し負担

ブロック塀等対策助成

危険木緊急伐採

土地改良施設維持管理適正
化事業負担金

川北排水機場の維持管理及び土地改良施設改修
等事業費負担を通じて、農地等の水害被害防止・
軽減を図る。

助成：7件

1,024

R6

予算
（千円）

宇治川・桂川改修促進期成同
盟会要望活動

宇治川・桂川改修工事の促進に向けた要望活動等
を行う宇治川・桂川改修促進期成同盟会に加入
し、要望活動を実施。 72

具体的事業名 概要・実績 予算
（千円）

男山緑地景観保全地区防災
点検

男山緑地景観保全のため、防災点検を行う。
3,000 3,124 0

R5実績： 防災点検実施
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1

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

火災予防運動の実施及び事業所等における防火
意識の向上に向けた訓練指導を実施。また、事業
所等への立入検査を実施し、防火管理の徹底を指
導。

1,100 793 1,000

R5実績：

火災予防運動 年2回
訓練指導
　事業所57回
　保育園・幼稚園17回
甲種防火管理者取得講習会　年１回

女性防火推進隊活動支援

高齢者宅への防火訪問指導や文化財査察等予防
啓発を実施する女性防火推進隊の活動支援及び
入隊促進を行う。 1,280 932

⇒ ⇒

◆女性防火推進隊活動支援 ⇒ ⇒

火災予防 消防本部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆火災予防意識の向上に向
けた啓発活動実施
◆子ども防火服購入・活用
◆女性防火推進隊活動支援

防火意識の高揚及び防火管理体制の充実を図るため、市内事業所や子ども・高齢者等を
対象とした予防啓発活動及び消防訓練指導を実施する。

R6 R7 R8

◆火災予防意識の向上に
向けた啓発活動実施

1,250

R5実績：
高齢者防火訪問　14回　街頭広報
10回　　文化財査察　22回

災害対策啓発
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2

⇒ ⇒

◆消防資機材の整備 ⇒ ⇒

消防力の強化 消防本部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆消防力の強化に向けた取
組の実施
◆消防団活動の支援

各種訓練や研修を通じた消防職員の育成、NET119緊急通報システムや電話通訳セン
ターを介した三者間同時通訳をはじめ、新たにLive119 映像伝送システムを導入、消防車
両の更新を含めた消防資機材の整備等により消防力を強化するとともに、大規模災害に備
え消防相互応援協定を強化する。また、消防分署の設置や京都府南部９消防本部が共同
で行う京都府南部消防指令センターの設置に向けて取り組む。

R6 R7 R8

◆消防力強化に向けた取組
の実施

◆消防団活動の支援 ⇒ ⇒

◆京都府南部消防指令セン
ター共同運用(検討)

⇒ ⇒

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

0

R5実績：
研修等受講33回　延べ87人
資格取得　8科目　延べ24人

消防本部運営

市の消防・救急活動の拠点となる八幡市消防本部
を運営し、必要職員の確保、研修受講や資格取得
等を通じた人材育成を図る。

778,280

救急安心センター事業負担金

京都府健康福祉部医療課からの依頼に基づき、令
和2年度から府内一円で導入される救急安心セン
ター事業(救急電話相談窓口)の実施に向け、事業
費の一部を負担する。

R5実績： 負担金　836千円

742,220 751,048

常備消防活動

災害発生時の火災出動や救助・警戒活動を行うとと
もに、出動に備えた訓練等を実施。

R5実績：
出動　火災17件　救助42件

　その他災害327件

【充実】
救急活動

救急出動を行うとともに、出動に備えた訓練等を実
施。

R5実績： 救急出動　4,490件

R5実績：
全国合同訓練及び近畿ブロック合同
訓練参加

消防応援協定の拡充

大規模災害に備え、隣接市町との消防相互応援協
定の強化を図る。

0 0

緊急消防援助隊

緊急消防援助隊に係る訓練の実施及び資機材の
整備・維持管理を行う。

0 0

火災防御計画策定・推進

大規模火災を想定した特定地域における火災防御
計画を策定・推進。 0 0

0

R5実績：
新名神高速相互応援協定に係る他市
町との協議

0

R5実績： 地域別火災防御計画推進

【R5終了】
消防分署設置

増加傾向にある災害出動に対応するとともに、市内
東部地区における警備体制の強化をはかる。 634,772 －

R5実績： R6.2東部分署開署

692,300
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京都府南部9消防本部が個別に運用している消防
指令センターを1か所に集約し、消防指令業務（119
番受付、部隊の出動指令、指令管制等）を共同で
行う。（八幡市は令和12年度に運用開始）

緊急通報システム管理
（京都府南部消防指令セン
ター共同運用）

1,950 1,950 20,700

R5実績：
京都府南部指令センター共同運用負
担金

京都府消防操法大会、各種訓練等

具体的事業名 概要・実績
R5

20,401

R5実績：

【充実】
機械器具整備

消防車、救急車の更新及びそれらに伴う積載資機
材の整備を行う。

95,500 89,300

81,100

R5実績： 緊急車両車検、法定点検等

189,100

単独水利施設整備

市内各所の消火栓の新設及び緊急修繕に係る費
用を負担。 9,000 11,620 15,230

R5実績： 緊急修理13ヶ所、既設整備9ヶ所

消防団運営・活動支援

地域の消防力向上に向け、消防団員の加入促進
や各種訓練・活動支援を行う。 24,640

181,037

緊急通報システム管理
（三者間同時通訳業務）

外国人市民等からの119番通報に迅速に対応でき
るよう、電話通訳センターを介した三者間同時通訳
を運用する。 330 330 330

R5実績：

緊急通報システム管理
（NET119緊急通報システム利
用）

聴覚や言語の障がいがある方からの通報等に迅速
に対応できるよう、通報者が滞在する直近の消防本
部に位置情報を送るシステムを運用する。 991 858

R5実績： NET119緊急通報システム運用

三者間同時通訳運用

1,130

【新規】
緊急通報システム管理
（Live119映像伝送システム導
入）

通報者と指令室との間でのスマートフォンでの映像
の送受信や、現場へ向かう消防隊や救急隊への映
像共有を可能とするシステムを運用する。 - - 2,045

R5実績： -

24,500

1,850

R5実績： 水防訓練実施

水防対策

澱川右岸水防事務組合及び淀川・木津川水防事
務組合による水防活動費を負担。 2,430 1,457

R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

8,300

R5実績：
分署配備　水槽付きポンプ自動車一
式、消防団車両一式（2台）

消防施設維持管理

消防車や救急車の点検整備及び消防施設の維持
管理、消火栓等の維持管理・更新等を行う。
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第３節 持続可能な暮らしの基盤づくり

①生活都市としての魅力の向上

1

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

八幡市住生活基本計画推進

「住生活」にかかる幅広い分野での総合的かつ具
体的な計画となる住生活基本計画後期基本計画に
基づく取組を推進する。 0 0 0

R5実績： 後期基本計画推進

居住地としての八幡市の魅力発信 建設産業部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆八幡市住生活基本計画推
進
◆住宅新築等の支援

居住地としての八幡市の魅力を発信するため、八幡市住生活基本計画や八幡市都市計画
マスタープラン等に基づき、各施策等を進める。

R6 R7 R8

◆八幡市住生活基本計画
推進

⇒ ⇒

◆住宅新築等の支援 ⇒ ⇒

【R５終了】
勤労者住宅資金貸付事業

市内に居住する勤労者に対し、住宅の新築・増改
築及び修繕に係る資金について、長期融資を実
施。 50

0 0

R5実績： 計画推進

住生活総合調査

住宅及び環境への評価や住宅改善等の居住者の
意識・意向を把握するため、5年毎に調査を実施。 0 0 0

R5実績： 調査実施（市事務なし）

立地適正化計画推進
【再掲】

居住機能や医療・福祉・商業等の都市機能の立
地、公共交通の充実等を計画的に行うための立地
適正化計画に基づき、コンパクトシティに向けた取
組を推進する。

0 0 0

R5実績： 計画推進

八幡市都市計画マスタープラ
ン推進
【再掲】

都市計画マスタープランを推進し、良好な住宅地の
創出を検討。 0

優良建築物等整備事業等の
検討

「良好な住居環境を創出する優良なマンションの建
替えの円滑化に関する基本的な方針」に基づき、
優良建築物等整備事業の活用等を検討。 0 0 0

R5実績： 調査・検討

特定優良賃貸住宅の供給に
関する法律に係る許可等

特定優良賃貸住宅の供給計画の認定、特定優良
賃貸住宅の建設又は管理の状況に係る報告の徴
収等を行う。 0 0 0

R5実績： 実績なし

0 －

R5実績： 実績なし
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第３節 持続可能な暮らしの基盤づくり

①生活都市としての魅力の向上

2 男山地域の再生 政策企画部、健康福祉部、建設産業部、こども未来部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

「男山地域まちづくり連携協定」に基づき、「だんだんテラス」の運営支援や「男山やってみ
よう会議」の活動支援、地域子育て支援施設の活動支援、絆ネットワークの構築支援など各
種取組を継続するとともに、新たな取組を関係機関と連携して検討する。また、同協定締結
及び男山地域再生基本計画策定から10年を迎えたことを機に実施した「持続可能なまちづ
くりに向けた再調査」を踏まえ、今後の取組方針を検討する。加えて、団地型分譲集合住宅
の建替支援を進める。

R6 R7 R8

◆男山地域まちづくり連携
協定に基づく取組推進

◆男山地域まちづくり連携協
定に基づく取組推進
・だんだんテラス運営支援
・おひさまテラス運営支援
・絆ネット構築支援
・地域包括ケア推進
・持続可能なまちづくりに向け
た再調査

（だんだんテラス運営支援）

（おひさまテラス運営支援）

（地域包括ケア推進）

⇒ ⇒

◆男山地域の持続可能なま
ちづくりに向けた再調査を踏
まえた今後の取組方針検討

◆今後の取組方針に基づく
取組推進

⇒

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

「男山地域まちづくり連携協
定」に基づく取組方策の検討

協定締結の4者（京都府、ＵＲ、関西大学、八幡市）
の連携により、各種取組の方策を検討。 0 0 0

R5実績： 連携協議会開催　月2回

男山地域再生基本計画推進
（ハード事業総括）

「UR賃貸住宅ストック活用・再生ビジョン」に基づく
事業及び住民等による団地型分譲集合住宅の再
生事業の進捗に合わせ、都市計画等に関する検討
を行う。

0

分譲マンション建替検討費助
成

マンションの建替を検討する管理組合に対し、検討
の初期段階での合意形成に向けた基礎的な調査
及び検討に要する費用を助成。 0 0 0

R5実績： 実績なし

地域コーディネーター配置

だんだんテラスに様々な団体との連携や団体間を
結びつける役割のコーディネーターを配置。 3,000 3,000 3,000

R5実績： 配置　1名

だんだんテラス運営支援

地域コミュニティ拠点施設「だんだんテラス」の運営
支援及び活動費に対し助成。

800 537 200

R5実績：
365日開設　だんだん通信発行、
やってみよう会議

男山地域再生・地域包括ケア
事業助成【再掲】

地域包括ケア推進拠点用地賃借料の助成。
1,310 1,299 1,310

R5実績： 助成1箇所

【充実】
地域子育て支援拠点事業費
助成
【再掲】

男山地域の地域子育て支援施設「おひさまテラス」
に対し、子育て支援事業費の一部を助成。 1,547 1,620 5,940

R5実績： 利用児童数 延784人

0 0

R5実績： 短期的・中期的な取組の検討

【R5終了】
男山地域の持続可能なまちづ
くりに向けた再調査

男山地域まちづくり連携協定締結及び男山地域再
生基本計画策定から10年を迎え、これまでの成果
を確認するとともに、今後の取組方針を策定する。 5,000 4,796 －

R5実績： 再調査報告書の作成

0

R5実績： 実績なし

マンション建替組合認可・指
導等

法人格を有するマンション建替組合の設立及び権
利変換手法による関係権利の再建後のマンション
への円滑な移行等に関する認可・指導を行う。 0 0
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第３節 持続可能な暮らしの基盤づくり

①生活都市としての魅力の向上

3

改善のあった空き家　8件

空き家の適正な管理と活用 建設産業部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

空き家等の状態及び所有者の意向を調査・把握し、適正管理について指導を行うとともに、
「八幡市空家等対策計画」に基づき、官民協働による空き家の流通及び利活用の促進に取
り組む。

R6 R7 R8

◆空き家利活用方策検討・
実施

⇒ ⇒

◆空き家実態調査
◆空き家利活用方策検討・実
施
◆固定資産税納税通知書へ
空き家適正管理啓発文書を
同封

（計画推進）

◆空家対策等計画 ⇒

0 0

R5実績：

⇒

（計画見直し）

空家等対策計画策定・推進

空き家の官民協働による流通促進・利活用などの
対策を総合的かつ計画的に実施するための計画に
基づく取組を推進。 0 0 0

R5実績： 計画推進

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

管理不全空き家対策

放置され、管理不全な状態にある危険な空き家等
についての、その現状把握と所有者への適正管理
依頼を行う。 0
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①生活都市としての魅力の向上

4 公営住宅の適正管理 建設産業部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

⇒

◆市営住宅長寿命化計画
推進

⇒ ⇒

◆市営住宅ストック総合活用
計画推進
◆市営住宅長寿命化計画推
進
◆公営住宅の適正管理
・長寿命化改善実施
・バリアフリー化改善実施
・耐震化実施

社会経済情勢の変化と施策の効果に対する評価を踏まえ、「八幡市営住宅等ストック総合
活用計画」及び「八幡市営住宅等長寿命化計画」を推進する。また、老朽化した非木造市
営住宅の長寿命化、安全性の確保、居住性の向上を図る。

R6 R7 R8

◆市営住宅ストック総合活用
計画推進

（長寿命化改善実施）

（バリアフリー化改善実施）

◆公営住宅の適正管理

（耐震化実施）

公営住宅維持管理

公営住宅について、計画に基づく長寿命化や耐震
化を行うとともに、空家改修やバリアフリー化等を実
施し、適正な維持管理を行う。

294,790 278,813 249,180

R5実績：

（管理戸数）
市営住宅　175戸　改良住宅　406戸
福祉住宅　6戸　府営住宅　194戸
長寿命化改善実施
一丁地　6戸
バリアフリー化実施
一丁地　6戸
上ノ段1戸、小松3戸

市営住宅長寿命化計画推進

市営住宅を今後も維持・活用していくため、市営住
宅等長寿命化計画に基づく取組を推進。 3,723 2,420 0

R5実績： 計画改定

市営住宅ストック総合活用計
画推進

今後の集約・建替え及び長寿命化工事等を行うに
あたり、基本的な指針となるストック総合活用計画に
基づく取組を推進。 2,273 0 0

R5実績： 計画推進

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

⇒ ⇒

⇒
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②公共施設の適正管理とインフラ施設の更新・耐震化・長寿命化

1

市有財産維持管理

市有地の適正な管理及び市有財産の維持管理の
総括を行う。 315 205 391

R5実績： 市有地の除草等

法定外公共物管理

公用車（共用車、専用車）の車両管理及び維持管
理の総括を行う。 16,402 14,509 20,340

R5実績： 管理台数　公用車25台

法定外公共物等について、「法定外公共物管理シ
ステム」の運用により適正な管理を行う。 1,290 1,152 1,200

（耐震化促進） （耐震化促進）

⇒

0 0 0

⇒
⇒

（指定管理者指定(96施設)）

⇒

（計画改定）

0

R5実績： 計画推進

⇒ ⇒

◆財産管理台帳ｼｽﾃﾑ運用 ⇒

R5実績： 計画推進

八幡市建築物耐震改修促進
計画推進

建築物耐震改修促進計画に基づき、建築物の耐
震診断及び耐震改修を促進。 0

八幡市公共施設等総合管理
計画及び個別施設計画推進

八幡市公共施設等総合管理計画及び個別施設ご
との具体の対応方針を定める個別施設計画に基づ
き、適正な管理を推進する。

公用車維持管理

0

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

公共施設の適正管理 総務部、建設産業部、こども未来部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

「八幡市公共施設等総合管理計画」及び各長寿命化計画等の個別施設計画に基づく適正
な管理を進めるとともに、「八幡市建築物耐震改修促進計画」に基づき効果的な建築物の
耐震化を促進する。また、指定管理者制度をはじめとする官民連携手法の導入など、民間
の資金や創意工夫を活用する。

R6 R7 R8
◆公共施設等総合管理計画
及び個別施設計画推進
◆指定管理者制度推進
◆建築物耐震改修促進計画
に基づく耐震化促進
◆市有財産の適切管理
◆固定資産台帳の更新

⇒

◆指定管理者制度推進

⇒

（指定管理者指定(1施設)）

◆建築物耐震改修促進計画

◆公共施設等総合管理
計画及び個別施設計画
推進

◆市有財産の適切管理

⇒

庁舎管理

庁舎、付属施設の適切な管理・整備、庁舎内外の
警備・清掃を行う。 194,100

R5実績： 庁舎の維持管理

261,359 243,881

指定管理者制度の推進

公の施設の管理に民間事業者等が有するノウハウ
を活用することにより、サービスの質を向上させる。 50 31 0

R5実績： 指定管理者指定　更新3施設

R5実績： システムの運用・管理

財産管理台帳システム運用

公共施設等のマネジメントの推進に伴い、固定資
産等の情報を集約した台帳を整備・更新する。 2,200 2,200

R5実績： 維持管理に関するサポート

2,200

16,348 12,530

R5実績： 旧学校施設の維持管理

26,30055,63462,404

旧庁舎を解体し、防災広場として再整備を行う。

R5実績：
旧庁舎整備再検討、旧庁舎前駐車場
整備

【充実】
旧庁舎及び敷地環境整備事
業

旧学校施設管理

旧学校施設（旧四小・五小・東小）のグラウンド・体
育館の管理。 17,180
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②公共施設の適正管理とインフラ施設の更新・耐震化・長寿命化

2

◆橋りょう長寿命化修繕計画
策定
・計画に基づく修繕
◆道路舗装修繕計画策定
・計画に基づく修繕
◆道路・橋りょうの点検
・路面性状調査
・道路附属物点検
・橋りょう定期点検
◆市道道路改良
・実施設計
・改良工事

92,000

R5実績： 補強補修工事 3橋、定期点検 11橋

快適な道路環境の整備のため、「道路舗装修繕計画」、「橋りょう長寿命化修繕計画」等の
計画に基づく修繕を行う。また、生活道路となる市道の道路改良工事を順次実施する。

R6 R7

◆橋りょう長寿命化修繕計画
に基づく修繕

（橋りょう定期点検）

◆市道道路改良

◆道路・橋りょうの点検

（実施設計・改良工事）

⇒

⇒

R8

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

道路橋りょうの定期点検等を実施のうえ、修繕の方
向性等を定めた「橋りょう長寿命化修繕計画」に基
づく修繕を推進。 0 0 0

R5実績： 計画推進

84,656
（繰越：28,000）

橋りょう長寿命化補強補修

橋りょう長寿命化修繕計画に基づき、定期的な点検
を行い、市管理橋りょうの計画的・効率的な修繕を
実施。 54,010

⇒ ⇒

⇒ ⇒

市道維持補修
（市道・下排水路等維持補修）

安全で快適な道路環境の整備に向け、排水路の浚
渫や道路舗装の維持補修等を実施。 185,755

（繰越：12,000）
184,821 212,000

R5実績： 道路・側溝等の維持管理

橋りょう長寿命化修繕計画推
進

道路舗装修繕計画推進

修繕の方向性を定めた「道路舗装修繕計画」に基
づく修繕を推進。 10,000 7,649 0

R5実績： 道路舗装修繕計画策定

道路附属物点検

道路照明やガードレールなどの道路附属物の点検
を実施。 2,400 1,792 0

R5実績： 道路附属物点検実施

30,000
（繰越：10,000）

18,978 86,600

R5実績： 橋本地域道路改良工事

快適な道路環境の整備 建設産業部

市道道路改良事業
市内の市道道路改良工事を実施。

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

⇒

◆道路舗装修繕計画に基づ
く修繕

⇒
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第３節 持続可能な暮らしの基盤づくり

②公共施設の適正管理とインフラ施設の更新・耐震化・長寿命化

3

296,220
(繰越18,000)

（下水道施設の更新 ・
長寿命化及び耐震化）

R5実績： 府営水受水　●㎥等

水道ビジョン推進

⇒

（調査研究）

R5実績：

105,356 95,841 98,464

R5実績： 緊急修理　●件等

水道水の安定供給に向け、供給事業者である京都
府営水道から浄水の供給を受けるとともに、浄水
場・受水場等施設の維持管理等を行う。

量水器維持管理
量水器の購入。

24,800

◆上下水道事業の経営推進

◆上下水道施設の適正な
維持管理

（管路の耐震化）

（民間企業のノウハウ活用）

（下水道経営戦略見直し）

⇒ ⇒
（上水道施設の更新）

R8

上下水道事業の健全な運営 上下水道部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆上下水道事業経営推進
・民間企業のノウハウ活用
・料金システム更新
・委託業者の再選定
・水道ビジョン改定等準備
◆上下水道施設の適正な維
持管理
・上水道施設の更新
・管路の耐震化
・下水道施設の更新、長寿命
化及び耐震化

上下水道事業の健全な運営のため、作業の見直しやICTの活用により、業務の効率化と徴
収率の向上を図るとともに、老朽化した上水道施設の更新及び管路の耐震化、老朽化した
下水道施設の更新・長寿命化及び耐震化に取り組む。また、内水排除対策のため、過去に
浸水被害を受けた土井川排水区の吉野遊園地内への雨水地下貯留施設の整備を進め
る。

R6 R7

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

⇒

（水道ビジョン、経営戦略
見直し）

812,780 841,706

営業関連業務

窓口及び検針・徴収・開閉栓業務委託及び上下水
道事業に係る機器・システム・備品の管理等を行う。

133,158 127,663 136,881

R5実績：
窓口及び検針・徴収・開閉栓業務委
託継続

869,285原水及び浄水事業

八幡市水道ビジョン推進

水道事業の運営基盤強化等を図るため策定したビ
ジョンに基づき、事業経営を推進。中間改定につい
ては、経営戦略の策定と一体で行う。 0 0 0

15,634 19,587
R5実績： 量水器購入数　3,943個

配水管更新等事業

水道水の安定供給に向け、基幹管路や老朽化した
配水管の更新による耐震化工事等を行う。

251,000 278,309

R5実績：
西山和気地区配水管布設替他6件
L=　●m

上水道施設整備事業

水道水の安定供給に向け、施設の新設及び更新、
耐震補強等を行う。 139,032 158,268

R5実績： 第9号取水井新設工事

179,035
(繰越21,300)

配水及び給水事業

水道水の安定供給に向け、配水管・給水管の維持
管理等を行う。

未確定

未確定

未確定
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第３節 持続可能な暮らしの基盤づくり

②公共施設の適正管理とインフラ施設の更新・耐震化・長寿命化

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

汚水管渠維持管理

下水道施設（汚水管渠）の管理及び維持補修・修
繕等を行う。 86,952 69,381 83,691

R5実績： 下水道施設（汚水）維持補修・修繕等

八幡市下水道事業経営戦略
推進・改定

下水道事業のより一層の経営基盤の強化のため、
中長期的な経営の基本計画として策定した「八幡
市下水道事業経営戦略」を推進・改定する。 0 0 13,187

R5実績： 経営戦略推進

49,377 36,000

R5実績： 耐震化　72箇所等

汚水管渠改築更新事業

下水道施設（汚水管渠）のライフサイクルコスト縮減
を図るため、更新及び長寿命化を行う。 91,204 89,519 74,765

R5実績： 汚水本管改築更新　L＝246ｍ等

汚水地震対策事業【再掲】

下水道施設（汚水管渠）の耐震化など総合的な地
震対策を行う。 56,000

43,218 22,200

R5実績： 北部ポンプ場改築更新費用負担

雨水地震対策事業

八幡市から枚方市へ雨水が流入することから、枚方
市の下水道施設（ポンプ場等）の耐震化に係る費
用の一部を負担する。 2,194 12,800

R5実績： 北部ポンプ場耐震化費用負担

31,578 16,992雨水管渠維持管理

下水道施設（雨水管渠）の管理及び維持補修・修
繕等を行う。 33,059

R5実績： 下水道施設（雨水）維持補修・修繕等

471,545 482,075

R5実績：
流域下水道施設管理運営等費用負
担

ポンプ場管理運営費負担

枚方北部ポンプ場の利用者として、施設管理・整備
等に係る費用を負担。

15,846 15,846 16,272

R5実績：
枚方北部ポンプ施設管理・整備等費
用負担

0 17,000

R5実績： -

水洗化促進

市内の水洗化普及促進に向け、啓発や水洗化へ
の金銭的支援を行う。 3,815 3,832 4,467

淀川左岸流域下水道施設整
備費負担

淀川左岸流域下水道施設（処理場等）の利用者と
して大阪府が実施する建設等費用の一部を負担。

2,215 1,246 9,654

R5実績：
淀川左岸流域下水道施設建設等費
用負担

木津川流域下水道施設整備
費負担

木津川流域下水道施設（処理場等）の利用者として
京都府が実施する建設等費用の一部を負担。

92,809 65,594 138,237

R5実績：
木津川流域下水道施設建設等費用
負担

19,200

16,000

(繰越21,000)

R5実績： 水洗化普及促進の啓発活動

【充実】
公共下水道雨水事業

内水排除対策の充実に向け、雨水地下貯留施設
の設置及び排水路の改修等を行う。

流域等下水道管理

流域等下水道施設（枚方北部調整槽、洛南浄化セ
ンター、伏見水環境保全センター、淀川左岸流域
下水道）の利用者として、施設管理運営等費用を
負担。 471,448

雨水管渠改築更新事業

下水道施設（雨水管渠）のライフサイクルコスト縮減
を図るため、更新及び長寿命化を行う。 39,300
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第６章　持続可能な「安心・安全のまち　やわた」

第４節 戦略的な行財政経営

①健全で持続可能な財政運営

1

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

0 74

R5実績： 取組推進

第8次行財政改革実施計画推
進

八幡市行財政検討審議会への諮問・答申を経て第
8次行財政改革実施計画について、計画の進捗管
理を図るとともに、取組を推進する。 74

計画的な行財政改革の推進 政策企画部、総務部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆第7次行財政改革実施計画
策定・推進
◆第8次行財政改革実施計画
策定
◆組織の見直し検討、事務改
善委員会設置、組織改正実
施
◆中期財政見通しの推進

中期財政見通しで明らかとなった収支不足の解消と継続的な歳入歳出バランスを維持する
ため、行財政改革の取組を推進する。また、簡素で効率的かつ行政課題に的確に対応で
きる組織機構を構築するため、組織改正や分掌事務の見直しも検討、適宜実施する。

R6 R7 R8

◆第8次行財政改革実施
計画に基づく取組の推進

◆中期財政見通しの推進 ⇒ ⇒

⇒ ⇒

◆組織の見直し検討 ⇒ ⇒

地方公会計の整備・推進

財務諸表4表を整備し、市ホームページで市民に公
表する。（平成28年度決算以降は国の統一的な基
準による財務書類作成となる。） 423 423 423

R5実績： 財務書類作成

中期財政見通しの推進

中期財政見通しに則り、財政健全化を実施。

0 0 0

R5実績：
〇〇基金積立金増額
(〇百万円増)　※３月専決による

未確定
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第４節 戦略的な行財政経営

①健全で持続可能な財政運営

2

◆土地利用の見直し ⇒ ⇒

◆ふるさと納税制度（企業版
含む）の活用による歳入の確
保

（ポータルサイト拡充）

⇒⇒

R6 R7 R8

◆使用料・手数料水準の
見直し検討

⇒ ⇒

◆市税・保険料等の収納率
向上対策推進

⇒ ⇒

歳入の確保 政策企画部、総務部、市民生活部、健康福祉部、建設産業部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆企業版ふるさと納税受入に
係る地域再生計画申請・認定
（R5.3.31）
◆使用料・手数料水準の見直
し検討・実施
◆市税・保険料等の収納率向
上対策推進
◆税源涵養に資する事業用
地の創出を検討

庁舎整備をはじめとする大規模事業や今後の財政収支不足に備えるため、これまでの行
財政改革の取組に加え、使用料・手数料水準の見直しや基金・ふるさと納税制度（企業版
含む）の有効活用、関係機関と連携した市税等の賦課徴収、土地利用の見直しを行い、税
源涵養策を展開し、歳入の確保を行う。

基金の運用管理
各種基金の適正な管理運用と有効活用を実施。

－ － －
R5実績： －

（区域区分見直しによる都市
計画決定）

（市街化調整区域における地
区計画決定）

（市街化調整区域における地
区計画決定）

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

【充実】
ふるさと応援寄附金

ふるさと納税制度に基づき、八幡市を応援する方か
らの寄附をクラウドファンディング型も含め募集し、
歳入の確保を図る。 1,380 147 2,435

R5実績：
寄附実績：125件、3,060,000円
（うちCF型：93件、2,500,000円）

119,286

R5実績：

住宅使用料収納率
　現年度　●％　過年度　●％
くらしの資金貸付金収納率
　現年度　76.7％　過年度　3.5％

0

R5実績：

105,999

市税収納率
　現年度　●%　過年度　●%
国民健康保険料収納率
　現年度　●％　過年度　●％
介護保険料収納率
　現年度　●％　過年度　●％
後期高齢者医療保険料収納率
　現年度　●％過年度　●％

まち・ひと・しごと創生寄附活
用事業（企業版ふるさと納税）

国から認定を受けた「地域再生計画」に基づき実施
する地方創生に関する事業に対し、企業からの寄
附を募集することにより、歳入の確保を図る。寄附を
行った企業は、法人関係税から最大9割の税額控
除が受けられる。

0 0 0

R5実績： 寄附実績：9件、14,100,000円

私債権収納率向上対策

「八幡市債権管理条例」に基づき、私債権の収納
率向上を図る。

110,997

市税・保険料等収納率向上対
策

各種市税・保険料等の収納率向上を図る。

0 0

未確定

未確定
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①健全で持続可能な財政運営

大谷飛地土地利用検討

大谷飛地について、周辺環境と調和した良好な低
層住居系の土地利用を検討。 0 0 0

R5実績： 関係機関等調整・協議

3,012 4,000

R5実績： 橋本駅周辺：１地区

八幡市都市計画マスタープラ
ン推進【再掲】

八幡市のめざす将来都市像の実現に向けたまちづ
くりの指針となる都市計画マスタープランを推進し、
税源涵養に資する事業用地の創出について検討。 0 0 0

R5実績： 計画推進

都市計画調査・決定
【再掲】

都市計画決定を進める中で、税源涵養に資する事
業用地の創出について検討。

地籍調査事業
【再掲】

地籍調査を実施し、固定資産税の課税適正化を推
進。 13,600 13,552 4,211

R5実績： 男山北部地区0.11㎢の地籍調査

3,200

具体的事業名 概要・実績 予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

R5 R6
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第４節 戦略的な行財政経営

①健全で持続可能な財政運営

3

財産管理台帳システム運用
【再掲】

公共施設等のマネジメントの推進に伴い、固定資
産等の情報を集約した台帳を整備・更新する。 2,200 2,200 2,200

R5実績： 維持管理に関するサポート

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

0

決算見込
（千円）

R8

◆施設管理運営方法の検討 ⇒

第3セクター運営改善検討（八
幡市公園施設事業団）

運営改善に向け、利用者数の増加方策を検討・実
施。 0 0 0

R5実績： 検討

第3セクター運営改善検討（や
わた市民文化事業団）

運営改善に向け、利用者数・来場者数の増加方策
を検討・実施。 0 0 0

R5実績： 検討

公共施設の管理運営方法見
直し検討

公共施設に関する情報の集約を行うとともに、民間
のノウハウ等を活用した施設管理運営方法を検討。 0 0 0

R5実績： 検討

中期財政見通しを踏まえた収
支不足への対応

義務的経費以外の経費について歳出一般財源
ベースで対前年度当初予算額と同程度の水準の
維持を編成方針に明記。 0 0

R5実績：
〇〇基金積立金増額
(〇百万円増)　※３月専決による

予算
（千円）

歳出の抑制 政策企画部、総務部、建設産業部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆対前年度当初予算比で同
水準の維持を予算編成方針
に明記
◆公共施設に関する情報の
集約
◆第3セクター運営改善検討

庁舎整備をはじめとする大規模事業や今後の財政収支不足に備えるため、これまでの多
様な担い手による行政サービスの提供や第3セクターの運営改善等、行財政改革の取組を
継続し、歳出の抑制に繋げる。
また、公共施設の総合的かつ計画的な管理を推進するため、公共施設に関する情報を集
約するとともに、民間のノウハウ等を活用した施設管理運営方法を検討し、維持管理経費の
抑制に取り組む。

R6 R7

⇒

◆第3セクター運営改善検討 ⇒ ⇒

◆公共施設に関する情報の
集約

⇒ ⇒

未確定
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第４節 戦略的な行財政経営

②意欲と能力にあふれた組織と職員づくり

1

0

R5実績：

適正な定員管理及び人員配置を図るため、計画的
な職員採用を実施。

1,605 1,806 1,279

R5実績：

0

研修計画に基づき職員研修を実施

0

11,616

R5実績：

（職員研修の充実）
（人材育成・組織改善事業に
基づく人材育成基本方針の

再構築）

職員 540名を対象に実施

7,658 10,685

R5実績： 健康診断受診者数  職員 571人

職員採用
職員採用 28人　月額会計年度任用
職員採用 18人

人事評価制度運用

適切な人事管理と継続的な人材育成を図ることを
目的として、職員個々の能力や業績などを反映した
人材管理を行うための評価システムを確立。 0

職員研修

職員の意欲と能力の向上を図るため、階層別研修
や派遣研修等、効果的な職員研修を検討・実施。 13,784

職員福利厚生

職員の意欲と能力の向上を図るため、必要な福利
厚生事業を検討・実施。 11,240

職員提案制度

市民サービス及び職員の政策立案能力の向上等
を目的に、職員による施策の提案制度を運用。令
和元年度から政策研究型の類型を創設。 0

0

R5実績：

人材マネジメントの強化 政策企画部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

組織改正や分掌事務の見直しを含めた適切な定員管理や職員の適正配置によって、時間
外勤務削減に取り組むとともに、研修や福利厚生の充実により職員の意欲と能力の向上に
取り組む。

R6 R7 R8

◆働き方改革推進
・定員管理・職員配置の適正
化による時間外勤務の削減
◆職員の能力等向上
・職員研修の充実
・職員提案制度の拡充

◆働き方改革推進

（定員管理・職員配置
の適正化による

時間外勤務の削減）

⇒ ⇒

◆職員の能力等向上

（職員研修の充実）
（人材育成・組織改善事業の

実施）

⇒

（職員研修の充実）
（新たな基本方針に基づく人

材育成）

⇒

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

0 0

R5実績： 職員提案 10件（採用2件）

八幡市人材育成基本方針推
進

市役所を担う人材の育成を計画的・効果的に進め
るため策定した基本方針に基づき、職員の育成を
図る。 0

12,291 15,269

R5実績： 受講職員等　延1,069名

人材育成・組織改善事業

市役所を担う職員の人材育成に向け、調査分析及
びその結果を踏まえた改善策等の検討・試行に取
り組むことにより、人材育成の仕組みづくりを行う。

10,400 10,362
組織診断サーベイ結果に基づき、管
理職を対象とした組織改善の取組を
実施
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第４節 戦略的な行財政経営

②意欲と能力にあふれた組織と職員づくり

2

臨時的組織の設置・運用

特定課題の解決に向け、プロジェクトチーム等の臨
時的組織の設置について適宜検討するとともに、そ
の運用を行う。 0 0 0

R5実績： －

市役所を担う職員の人材育成に向け、調査分析及
びその結果を踏まえた改善策等の検討・試行に取
り組むことにより、人材育成の仕組みづくりを行う。

10,400 10,362 11,616

R5実績：

組織診断サーベイ結果に基づき、管
理職を対象とした組織改善の取組を
実施

組織の弾力的な運用 政策企画部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆組織改正実施
◆組織の見直し検討、事務改
善委員会設置

組織体制の最適化に向け継続的に見直しを図るとともに、特定課題の解決に向けた臨時
的組織の運用や応援体制の構築について検討を行うなど、機動的な組織づくりに取り組
む。

R6 R7 R8

◆組織運用 ⇒ ⇒

職員提案制度
【再掲】

市民サービス及び職員の政策立案能力の向上等
を目的に、職員による施策の提案制度を運用。令
和元年度から政策研究型の類型を創設。 0 0 0

R5実績： 職員提案 10件（採用2件）

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

組織改正の推進

簡素で効率的かつ行政課題に的確に対応できる組
織機構の構築を図るため、組織改正や分掌事務の
見直しを検討し、適宜実施。 0 0 0

R5実績：
消防署東部分署設置に伴う改正、分
掌事務の整理

人材育成・組織改善事業
【再掲】
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②意欲と能力にあふれた組織と職員づくり

3

⇒ ⇒

環境マネジメントシステム運用
【再掲】

環境マネジメントシステムの運用及び監査委員（市
民・市内中学生）による監査を実施し、職員の環境
配慮意識の向上を図る。 226 209 219

R5実績： 環境マネジメントシステム監査の実施

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

職員研修
【再掲】

職員の意欲と能力の向上を図るため、階層別研修
や派遣研修等、効果的な職員研修を検討・実施。 13,784 12,291 15,269

R5実績： 受講職員等　延1,069名

職員提案制度
【再掲】

市民サービス及び職員の政策立案能力の向上等
を目的に、職員による施策の提案制度を運用。令
和元年度から政策研究型の類型を創設。 0 0 0

R5実績： 職員提案 10件（採用2件）

公共を担う職員としての意識の向上 政策企画部、建設産業部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆環境マネジメントシステム運
用を通じた職員の環境配慮意
識向上
◆職員の地域活動への参加
促進
◆職員研修の実施

行財政改革において、職員が地域の一員として貢献につながる取組の検討・実施とともに、
環境マネジメントシステムに基づく、職員用の環境に配慮した取組ガイドによる啓発と内部
監査（中学生・市民監査）の実施によって、行政職員としての意識向上に取り組む。
また、必要に応じて適宜各種職員研修を実施し、個々の職員の能力や意欲、理解の向上
に取り組む。

R6 R7 R8

◆環境マネジメントシステム
運用を通じた職員の環境
配慮意識向上

⇒ ⇒

◆職員の地域活動への参加
促進

⇒ ⇒

◆職員研修の実施
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第４節 戦略的な行財政経営

③新たな需要に応える効果的で効率的な行政サービスの提供

1

定例調査（学校基本）
臨時調査（就業構造基本調査）

行政上の基礎資料として活用するため、八幡市の
人口、産業、福祉、教育等の分野についての統計
資料を収録した八幡市統計書を発行。 224 179 229

R5実績： 統計書発行 100部

0 00

概要・実績
R5

各種統計調査

各種行政施策等の基礎資料を得るため、各種統計
調査を実施。

4,882 4,665 2,230

R5実績： 開催　57回　　受講者　1,786人

R5実績：

出前講座

職員が市民のもとに出向き、市の業務等に関する
説明等を行う講座を実施。

R6

八幡市まち・ひと・しごと創生
総合戦略推進

活力ある地域の維持に向けた魅力あるまちづくりを
進めるための地方創生戦略に基づき、各種取組を
推進。第5次八幡市総合計画と一体的な進行管理
を図る。また、次期総合戦略の策定を行う。

R5実績： 検討懇談会開催・評価実施

423

八幡市統計書発行

⇒

⇒⇒◆必要に応じ事業検証実施

事業検証

事務事業の結果やプロセス等の妥当性について、
必要に応じ第三者の視点から検証を行い、公表を
行う。 245 234 0

93 106

予算
（千円）

第5次八幡市総合計画推進

市の長期的なビジョン及び施策を総合的・体系的
に示す第5次八幡市総合計画に基づき、各種施策
を推進。

R5実績： 検討懇談会開催・評価実施

決算見込
（千円）

予算
（千円）

具体的事業名

R5実績：
検証実施　1件
事業検証懇談会開催　3回

持続可能な行政経営を支えるＰＤＣＡサイクルの実施 政策企画部、総務部

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

◆第5次八幡市総合計画とま
ち・ひと・しごと創生総合戦略
の一体的な進捗管理
・第2期まち・ひと・しごと創生
総合戦略の策定
・第5次総合計画後期基本計
画策定
◆事業検証の導入・試行
◆出前講座の実施
◆事務の効率化につながる方
法の研究

効率的にPDCAサイクルを実施できるよう、「第5次八幡市総合計画」の後期基本計画と「ま
ち・ひと・しごと創生総合戦略」の一体的な進捗管理を図るとともに、必要に応じ事業検証を
実施し、市が行う事業の妥当性を第三者の視点から検証・公表する。また、出前講座実施
による市政への理解促進と市民の声の市政への反映を行う。

R6 R7 R8

◆第5次八幡市総合計画
後期基本計画とまち・ひと・
しごと創生総合戦略の懇談
会委員の選任及び一体的
な進捗管理

◆第5次八幡市総合計画後
期基本計画とまち・ひと・し
ごと創生総合戦略の一体
的な進捗管理

⇒

◆出前講座の実施 ⇒ ⇒

◆事務の効率化につながる
方法の研究

⇒
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2

遺言や成年後見制度などの書類作成等を支援する
ため、無料の行政書士相談を開催。 19

法律相談

組織改正の推進
【再掲】

0 0

R5実績：
消防署東部分署設置に伴う改正、分
掌事務の整理

簡素で効率的かつ行政課題に的確に対応できる組
織機構の構築を図るため、組織改正や分掌事務の
見直しを検討し、適宜実施。 0

（調査研究・導入拡大
人員配置反映検討）

（調査研究・導入拡大
人員配置反映検討）

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

効果的・効率的な行政サービスの提供 政策企画部、総務部、市民生活部

ICTの活用研究

マイナンバー制度推進

市民サービスの向上のため、簡素で効率的かつ行政課題に的確に対応できる組織改正や
分掌事務の見直し、コンビニ交付サービス等を実施する。また、行政事務の効率化に向け
たＩＣＴの活用研究を行い、RPAの導入を推進する。加えて市民課窓口業務の一部委託や
おくやみコーナーの設置により、効果的・効率的な行政サービスの提供及び窓口サービス
の向上を図る。

R6 R7 R8

◆情報発信の充実

8,600

R5実績：
RPA・AI-OCR・BPRツール・外部アド
バイザー等検討

行政事務の効率化に向けたＩＣＴの活用研究を行う
とともに、RPAの導入を推進する。

5,457

⇒

⇒

⇒

オープンデータ活用の推進に向け、検討を行う。

マイナンバー制度の適切な運用を図るとともに、マ
イナンバーカードの活用等を検討。 0 0 0

R5実績： 制度推進

4,538

法的問題の解決に向け、弁護士相談及び司法書
士相談を行う。

1,728 1,728 1,728

R5実績：

0 0
R5実績： 新たなオープンデータ化の検討

行政書士相談

オープンデータ活用の推進 0

⇒

弁護士相談　開催36回　相談252件
司法書士相談　開催12回　相談59件

19 19

R5実績： 開催12回　相談44件

⇒ ⇒

⇒

（調査研究・導入人員
配置反映検討）

⇒⇒
◆効果的・効率的な行政
サービスの提供及び窓口
サービスの向上

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

◆京都府地域情報ファクト
ブック等へ情報発信
◆オープンデータ活用推進
・検討

◆オープンデータ活用推進・
検討

⇒（新たな情報発信方法の
研究・検討・活用）

◆情報公開制度の運用

◆RPAの導入
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【新規】
おくやみコーナー

死亡関連手続をワンストップで行うことができる「おく
やみコーナー」の設置により、窓口サービスの向上
を図る。 － 2,753

R5実績： －

－

戸籍住民基本台帳事務 232,500

R5実績： 証明書発行枚数 60,941枚

決算見込
（千円）

予算
（千円）

行政相談
（総務省事業）

総務省が実施している行政相談の開設場所を市で
提供し、国や府、市などの行政に関する苦情や意
見・要望を受け付ける。 19 19 19

R5実績： 開催12回

予算
（千円）

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

200,808

(繰越：16,000)

戸籍や住民票、その他証明書等の発行を行うととも
に、住民票等コンビニ交付サービスや地域窓口の
運営を実施。また、市民課窓口の一部民間委託を
令和６年１月１日から開始。

175,183
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3

入札契約制度の適正化の促
進

八幡市入札制度懇話会を設置・開催し、入札契約
制度の公正の確保及び透明性の向上を図る。 49 40 52

R5実績： 入札制度懇話会開催　２回

事業検証
【再掲】

事務事業の結果やプロセス等の妥当性について、
必要に応じ第三者の視点から検証を行い、公表を
行う。 245 234 0

R5実績：
検証実施　1件
事業検証懇談会開催　3回

決算見込
（千円）

市の魅力と情報発信の充実 政策企画部、総務部

これまでの取組（総括）

◆情報発信の充実
・新たな情報発信方法の
研究・検討・活用
◆情報公開制度の運用

情報発信の充実として、時代に即した情報発信方法の有効性の研究と活用の検討ととも
に、情報公開制度の適切な運用や、公共データの活用を推進する。

R6 R7 R8

◆情報発信の充実
（新たな情報発信方法の
研究・検討・活用）

⇒ ⇒

⇒◆情報公開制度の運用 ⇒

情報公開制度推進

説明責任を果たし、公平公正な市政を推進するた
め、公文書及び自己情報の情報公開を行う。 0 0 0

R5実績： 公文書 370件　自己情報 7件

Instagram市アカウント運営

R5実績： アクセス数　1,139,441件
ホームページ管理運営

市公式YouTubeチャンネル運
営

各課が保有する既存動画の集約および配信。
0 0

フォロワー数　6,675件

市政情報などを随時発信。
6,252 6,126 1,471

市の旬の話題などを写真で随時発信するとともに、
各種企画を実施。

LINE・Twitter市アカウント運
営

市政情報や各種イベントなどを随時配信。

15

具体的事業名

0

R5実績： チャンネル登録者数　368人

30 35 35

R5実績：

概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

10 10
R5実績：

LINE友だち数 4,193件、Twitterフォロ
ワー数 2,376件

広報やわた発行

市政情報や各種イベント、まちの話題などを掲載し
た広報紙を毎月発行し、全戸に配布。 14,985 17,101 17,554

R5実績： 毎月32,300部発行

予算
（千円）

主な３年間の取組（総括）
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第４節 戦略的な行財政経営

③新たな需要に応える効果的で効率的な行政サービスの提供

4 個人情報保護と情報セキュリティ

具体的事業名 概要・実績
R5 R6

予算
（千円）

決算見込
（千円）

予算
（千円）

◆個人情報保護の推進
◆IT推進行動計画推進
◆京都自治体情報セキュリ
ティクラウドの利用継続
◆職員向けセキュリティ関連
研修の実施

個人の権利利益を保護するため、組織的な個人情報保護施策の推進とともに、特定個人
情報を適正に取り扱うため、監査や研修等、適切な安全管理措置を実施。また、情報セ
キュリティについては、不正情報の監視を集約的に実施する京都自治体情報セキュリティク
ラウドの利用継続と、情報セキュリティに高い関心と意識を保持できるよう職員研修を実施。

R6 R7 R8

◆個人情報保護の推進 ⇒ ⇒

◆ＩＴ推進行動計画推進 ⇒ ⇒

◆京都自治体情報セキュリ
ティクラウドの利用継続

⇒

0

特定個人情報の取扱いに関
する教育研修

特定個人情報取扱担当者に情報システムの管理
及びセキュリティ対策に必要な教育研修を実施。 0 0 0

R5実績： 実施回数　1　受講人数　268名

京都自治体情報セキュリティク
ラウドの活用

京都府が運営するセキュリティクラウド（SC）の利用
により外部との情報通信を安全かつ確実に実施。 6,630 6,604 6,960

R5実績： SCの高度なセキュリティ対策を利用

情報セキュリティ研修の実施

事務用パソコンの利用に際し、情報セキュリティ意
識と取扱い技能の向上を目指す。 0 0 0

標的型メール訓練の実施

特定の組織や個人の情報窃取等を行う標的型メー
ル攻撃への対応強化を図るため、訓練を実施。 0

社会保障・税番号制度
（特定個人情報保護）

番号制度の導入に伴い、各課が保有する特定個人
情報の適正な取扱いを確保する。

0 0 0

R5実績：
職員研修 2回
評価　新規１事務、見直し27事務

八幡市ＩＴ推進行動計画推進

向こう3カ年で重点的に取り組むべき情報施策を示
した行動計画に基づき、ＩＴ関連事業を実施。 0 0 0

R5実績： 計画策定(令和5年度～令和7年度)

0 0

R5実績： 実施回数　2　参加人数　延1,964名

R5実績： 開催回数 49　参加人数 146名

⇒

◆職員向けセキュリティ関連
研修の実施

⇒ ⇒

政策企画部、総務部

各課等での適切な個人情報の取扱いを実施する。

R5実績：
個人情報ファイル簿件数1,018件
個人情報保護法施行条例運用

これまでの取組（総括） 主な３年間の取組（総括）

個人情報保護制度推進 0 0
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